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の応用に 関す る調査研究」の成果をとりまと

めた もの であ ります。
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は じ め に

近年における情報化の進展 とともに、データベースの構築が急速に進め られている。
工
対象 となる分野 は拡大 し、利用される局面 も、従来の個別専門分野から、日常生活 レベ

ルに至るまでより多面化 して きており、 しか も必要に応 じて遠隔地からで も瞬時に入手で

きるようにな っている。

しか しなが ら、現実に利用者がデータベースにアクセスするためには、各デ ータベース

の所在、構造、収録 コー ド体系、キーワー ド、検索コマン ドの種類、用法等のデータベー

スそれ 自体に関する知識 と、 データその もの及び利用上 の制約事項、分析ノウハウ等のデ

ータ利用 に関する知識が不可欠である。 しかも、 これら利用者に求められる知識は、益々

複雑 多様化 してお り、デ ータベースの利用普及の険路の一つ とな りつつあるのが現状で

ある。

このため本調査研究で は、デ ータベースに関す る知識、データの利用に関す る知識等を

調査 し、人工知能技術を応用 して知識のデータベース化(知 識ベース化)の 検討を行い、

利用者 とデ ータベースの間のイ ンターフェ イスの向上を図ることを目的に、昭和63年 度

より、3ヵ 年計画で検討を進 めている。

昭和63年 度は、実際の経済統計データベース利用の現状調査、人工知能技術の現状調

査、海外 におけるデータベース検索の技術動向調査を中心に、利用 支援 のための知識、利

用支援 システムを実現するための技術に関す る検討を行い、実用 システムのための目標設

定を行 うことを活動内容 とした。

平成元年度 は、前年度の調査結果及び知識ベースの設計方針 に基づき、貿易統計を例題

として、必要 となる知識を整理 し、知識ベースを試作 し、それ ら知識を利用す る試作シス

テムを開発 し、知識表現の適否、知識管理方法の妥当性、動作 の確認、データベース利用

上の有効性等について評価、検討を行い、実用 システムへの課題等を整理 した。

平成2年 度は、前年度までの結果に基づ き、知識の追加等を行い、実際のデータベース

を利用 し、実用 システムとしての運用可能性について評価、検討する。 またこれらのシス

テムが他分野の統計へ拡張可能かどうかについても評価、検討を行 う。

本報告書 は、 この3年 計画の2年 目にあたる調査研究の成果を とりまとめたものであ り

今後の調査研究のための基礎資料として、利用活用されることはもちろんであるが、関心

のある方 々に読まれ、データベースを利用 した情報活用の一助になれば幸いである。

尚、本調査研究は、株式会社CSK総 合研究所に委託 して実施 した。

平成2年3月
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IRSの 目 白勺第1章





一]

第1章IRSの 目的

本 年度 の調査 研究 及 び開発 システ ムIRS(IntelligentRetrievalSystem)の 目標 と

位 置づ けを 明確 に して お く。

1.1調 査研究 の目的

データベースの普及 に伴 って、デ ータベースを利用す るユーザ層が多様化 している状況

のなかで、専門的な訓練をうけたユーザでな くて も、検索が容易にできるようなデータベ

ースの開発が望まれている。

この為には、検索方法のみではな く、収録されたデータの意味に関 して もユーザに示唆

を与えるシステムの開発が必要である。

本調査研究では、経済統計の分野に着目 し、データベースに関する知識、データ利用に

関する知識等を調査 し、人工知能技術を応用 して知識ベース化を行い、デ ータベースの知

的なインターフェイスの研究を目的とする。

上記 目的に基づいて昭和63年 度 は、データベースの構造、収録コー ド/キ ーワー ド体

系、検索 コマン ド等のデータベースに関する知識 ・ノウハ ウと、統計に関する利用上の制

約、分析等、データ利用に関する知識 ・ノウハウ等について、海外の事例を含めた調査分

析 と共に、これ らの知識ベース化の方法について設計を行 った。

平成元年度は、前年度の調査結果に基づき、知識情報の整備を行 うと共に、 インターフ

ェース機能の概念設計及び システム設計を行い、実験 システムの構築を行 った。

平成2年 度 は、 さらにインターフェイス機能の充実を図 り、実用 システム としての適用

可能性について評価検討を行う予定である。

＼

1.2調 査研究の背景

1.2.1経 済統計データベース利用の現状

ここでは、経済統計データベースの利用者の現状について触れ、更にAI技 術の適用範

囲について説明を行 う。

①経済統計データベース利用の現状

経済統計データベース利用の現状を整理すると下記のようになる。

一3一



…ザ 一夕ベース利用の現状

・データベース及び経済統計に関 して、経済統計の専門家以外の人が利用するケー

スが増えている。(例.貿 易統計データベースについては、国際化の進展 により:従

来関心を持たなか った層の利用が増えた)

・従来の利用者(経 済統計の専門家)の データ利用ニーズが多様化 している
。

i帆 データのグラフ仏 外部情報と内部情報との統合加工等の要求が増えた)
…

このように、デ「タベースの利用の様相が、一般化 と高度化の2つ の方向に向かってい

ることがわかる。

次に挙 げたデ ータベース利用の問題点に も、 これ らの傾向が反映 されている。

・一・デ ータ ベ ース利用 上 の問題 点

・データベース及び経済統計に関する専門知識のガイダンスがないと
、検索が難 し

く、理 解 しに くい。

・既存のガイダ ンス機能が使いに くい(メ ニュー構成上の問題等による)

・品目分類についてごデータベースの分類 と利用者 の必要とする分類にギ ャ
ップが

・あ り、 検索 が しに くい。

・データの性質(例 えば、調査対象範囲の定義により同 じ名前 のデータで も性質が

異 なる)に 関する情報が、利用者 に判 りに くい。

・欠測データに関す る情報が判 りに くい
。

・異なるデ一夕ベ7ス か らの情報の統合等高度な加工が しに くい
。

o

②AI技 術の適用性について

上記のようなデータベース利用上 の問題点を解決する方法の一つ として、A1技 術の適

用可能な分野をまとめると下記のようになる。'

…-AIの 適用可能な分野

・ユーザの要求に対する適切なア ドバイス機能について

・経済統計に関する専門的知識の知識ベース化による検索システムの高度化につい

て

・統計 スキーマの知識ベース化による柔軟なインターフェイスの構築について
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1.2.21RSの 構想 と開発システムの位置づけ

本年度の開発 は、 日本を中心 とした貿易統計を対象とし、データベースも日本貿易統計、

各国間貿易統計、世界経済統計の3種 とした。IRSの 将来的な構想 としては、一般的経

済統計を対象 とする。 したが って、本年度の開発にあたっては、将来の拡張性を考慮 して

知識構造や、データ構造、及び アル ゴリズムを検討することとした。

対象統計分野

対象DB

一般的経

済統計分

野

日本を中速・起じ

だ貿易載灘

経済統計

に関す る

データベース

十

日添貿易繊f
各国間貿易繊
鐵繊 麟 繊 董

口 IRSの 構想

圏 開発システム

L2、3本 年度開発のアプローチ

本年度は、検索 に必要な知識ベースの構築 と、検索のためのユーザインタフェースに重

点をおいた開発を行 った。

特に、検索に必要な知識を分析 し、知識の構造を明確にし、知識獲得の方法を明 らかに

す ることが、重要な課題であ った。

対象ユーザ は、現在明確に設定 されていないが、昨年度収集 したゴーザ世界の要求サ ン

プル100ケ ースの レベルを当面の対象ユーザ と想定 した。

ユーザ世界の要求サ ンプルは、 日常語の文章で表現されているが、 システム的に取 り扱

うために、 これを標準的な形式に書 き換え、書き換え られた検索要求を もとに統計や、デ

ータベースを確定 してゆ くのが基本的な検索手順になる。このよ うに、必要な知識 は、ユ

ーザ要求を標準形式に書き換えるための知識 と標準形式のユ ーザ要求か ら統計 ・DBの 確

定を行 うための知識に分 けられると思われる。
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… ユーザ要求の表現

く文章から輸出入区分等の項目を切り出す知識〉

〈切り出した項目を標準的な表現に書き換える知識〉

標準的なユーザ要求の形式(ユ ーザ要求 フレーム)

輸出入区分～情報種別の8項 目(ス ロッ ト)

… システムが理解

できる表現

〈要求に対応した統計を選ぶ知識〉

〈該当する統計が収録されているデータベースを選ぶ知識 〉

検索すべきデ ータベースの確定

上図の知識に関 して実際に知識獲得を行いサンプル知識ベースを作成 し、実現可能性を

確認したうえで、実用的な知識ベースの開発を進める。
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第2章 デ ー タ ベ ー ス 検 索 の た め の モ デ ル





「

第2章 データベース検索支援のためのモデル

昨年度は、ユーザの世界、統計の世界、データベースの世界の3世 界か らなるデータベ

ース検索の概念的なモデルを作 り、 これをもとに、実際のシステムのコ ンセプ トを検討 し

て きた。本年度 は、試作 システムの開発の過程を通 じて、 引き続 きデータベース検索支援

の要件を抽出 した。

本章では、昨年か ら検討 してきたIRSに よる検索支援を、各検討 レベルでのモデルとし

てまとめ、その特徴を明 らかにしてお く。

検討の経緯 として は、以下に示す① から⑦の段階を経て各段階でのモデルを作成 した。

① 専門家による検索支援の実体を調査 し、ユーザ と専門家 との間でどのよ うな情報が

や りとりされているかを整理する

② ①で整理 した内容を一般化 し、図式化する … 実体モデル

③ 昨年度作成 した概念的なモデルについて、①、②の実体 と照 らして、正当性を評価

する

④ 専門家 とユーザ のやりとりを媒介する 「検索要求」の表現形式を決定する

… データモデル

⑤ システムとして、一件の検索が終了するまでのデータ(検 索要求)の 変化をモデル

化する … デ ータフローモデル

⑥ システムとしての処理の単位、データの単位を及び これ らの階層構造を考慮 して、

オブジェク ト指向を採用 したシステム構成を決定す る … システム構成

⑦ ⑥で、知識ベースとして取 り扱 った、専門家の知識に相 当するデ ータの構造をモデ

ルとしてまとめる … 知識構成

システムの妥当性や問題点を検討す る際に、 どのレベルでの問題 として取 り扱 うべきか

を明確に してお くことが重要である。

2.1デ ータベース検索支援 の実体

始めにユーザが、実際にどのような情報を求めてデータベースを検索 しているか、 さら

に専門家か らどのような支援を受 けているかを分析する。
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2.1.1ユ ーザの要求と検索支援 ・

(1}ユーザの要求

昨年度の調査研究において、 「通産 ジャーナル」の記事より貿易統計に関する100数

件の検索要求文を作成 した。 これ らは、必ず しもデ ータベースの検索と直接結びついてい

る訳ではないが、データベースを思い浮かべる前に、ユーザが欲 しいと思 う情報の原型 と

考えられる。

本調査研究の対象 としては、統計やデータベースに関 し深い知識のないユーザの、 自然

な表現(検 索 コマ ンド的な表現ではな く、概念的な表現や抽象的な表現 も許 した表現)を

考えたいので、ユーザが要求す る 「検索」は、 この100数 件によって代表されるものと

想定 し、これをIRSに よる支援の対象とする。

②専門家による支援

昨年度は、上記100数 件の検索要求文に対 して、経済統計に関する専門家に意味、不

足情報、統計の種類を記入 したワークシー トを作成 してもらづた。

ワークシー トに記入 された情報は、(1)に示 したユーザ の要求に対する、専門家のア ドバ

イスの過程であると考え られる。即ち、ユーザが欲 しいと思 う情報 に対 して、①統計的な

意味付けを行い、②統計を確定するために不足 している情報を補 ったうえで、③的確な統

計をユーザに示す … というのが、一般的な支援 の形態であろう。但 し、 ここでいう専

門家 とは、 「統計」の専門家である。実際にユーザが欲 しい数値を入手する為 には、実在す

るデータベースを検索する必要がある。つまり、 「統計」の専門家のほかに、 さらに 「デー

タベース」の専門家が存在 し、(「 統計」の専門家 と同一である場合も多いと思われるが

…) 、 コンピュータ上のデ ータベースシステムの利用や、検索結果に関するア ドバイ

スを行っている。

統計に関する専門家 とデータベースに関する専門家 は、実際のデ ータベースサービスの

現場では、一人の担当者が兼任 していることが多いが、知識としては、両者 は、別々のも

のであると考え られる。

すなわ ち、経済統計に関する専門知識は、ユ ーザの用途を把握 し、適切な統計を示す も

のであるのに対 して、デ ータベースに関す る専門知識 は、データベースとして収録 された

後の'統 計'に 関する知識及びデ ータベース使用方法に関する知識 と考えられる。

「データベース」の専門家の支援については、本年度さらにデータベース検索時の問題

点の抽出と、専門家か らの ヒア リングを行い、データベース検索Q&A集(付 録3)を 作
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成 した。

専門家へのヒア リングによって得 られた検索と支援の実例を図2-1、 図2-2、 図2

-3に 示す
。図2-1は 統計の専門家による支援、図2-2は 、データベースの専門家

による支援の様子を示 している。また図2-3は 、検索結果が得られた後の、データの加

工等に関する支援を示 している。

我が国の開発途上国からの製品

輸入の割合を知りたい

〔参照〕

昨年度報告書付録1

ケーススタディにおける知識

の収集(1)ユ ーザ世界

のサンプル

ユ ーザ

↓

O-○

統計の専門家

意味:① 我が国の全製品輸入に

占める開発途上国の割合

②開発途上国からの輸入

に占める製品輸入の割合

不足情報:製 品の定義

→概況分類が適切

開発途上国の定義

→通白の定義利用

経済統計:日 本貿易統計

〔参照〕

昨年度報告書付録1

ケーススタディにおける知識

の収集{3)ユ ーザ世界

の整理用 シー ト記入例

図2-1検 索支援の実例1統 計の専門家による支援

ユーザ は図2-1の よ うに、統計の専門家の支援を うけて、 自分の欲 しい情報を

統計の用語で定義 し、検索すべき統計の種類を決定 し、データベースの検索を行 う。

データベース検索に際 して も、図2-2の ように専門家の支援を うける。
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ユ ーザ

製品の輸入額 は、

化学品(4291)、 金属品(

4292)、 機械機器(4293)

雑製品(418)の 合計か

9

O-O 4312が 製品に対応 しているが

近いうちにコー ド変更の予定が

あ り、注意が必要。

〔参照〕

昨年度報告書付録1

ケーススタディにおける知識

の収集(1)ユ ーザ世界

のサ ンプル

(注)()内 の数字

は分類コー ド

〔参照〕

付録

データベース検索Q&A

デーバースの専門家

図2-2 検索支援の実例2デ ータベースの専門家による支援

このように して、デ ータベースの検索コマ ンドを作成 して、データベースを検索するが

経済統計データベースの場合は、検索 に失敗するケースがかなりある。 これは、

① それぞれの統計項目について、各国のデータがそろっていることが少ない。

②国によって同 じ統計項目であって も集計方法が異な り、検索 コー ドが違 う。

等の理由によるものである。 また、検索結果が得 られた後にも、データの読み方に注意の

必要 なものがある。例えば金額や数量の単位が国によって違い、検索を してか らでないと

どの単位で収録 されてい るか判 らない等の問題である。

このように、ユーザ は検索後にその結果に関して専門家か ら支援を受け、必要に応 じて

検索行動を繰 り返す と考え られる。また、この場合の専門家は、統計の専門家である時と、

データベースの専門家である時の両方があり得る。すなわち、代替の統計を求めるものと、

データベースの操作に関する内容を主 とするものの、2種 類である。

この場合の検索支援の実例を図2-3に 示す。
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ユ ーザ

検索結果の輸入額が国によらて

違う単位で表示されているが、

単位を揃えて比較したい。

〔参照〕

付録

データベース検索Q&A

↓

検索時の単位指定を揃え、 グラ

ブコマ ンドでグラフを作成する

ことができる ・

統計又はデータベースの専門家

図2-3検 索支援の実例3検 索後の支援

〔参照〕

付録

データベース検索Q&A

2.1.2専 門家による支援の分類

本年度の調査研究で は、主 として、統計に関する専門家の知識を中心 とした検討をお こ

なったが、専門家による支援の内容を分類 し、必要な知識にどのような種類があるかを明

らかに した。

(1)統 計の専門家 による支援

2.1.1で 説明 した統計の専門家による支援について、100数 件のユーザ要求のなか に

どのよ うな種類の 「検索」が含まれてお り、支援の しかた として、どのようなものがあり

うるかを整理 し、下記に分類する。

支援のしかた … という観点か らみ ると次の2種 類 に分類ができる。

① ユーザの用途を把握 しS統 計の概念に置き換え る

② 存在する統計の中か ら適切なものを選択する

それぞれの内容 としては、下記のような ものが含 まれる。

① ユ ーザの用途を把握 し、統計の概念に置き換えるための支援 として ・…

・硬 昧 さを含む表現を除 き統計の用語に置き換え る(求 める情報を得るために必要
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な加工の方法を示すことも含む)。

・用語を統計の分類体系に合わせて置き換える(統 計の分類体系として定義されてい

ない場合は存在する分類からの類推方法を示すこともある)。

・不足する情報を補足す る(補 足できない ときは、ユーザに問い合わせ る)。

・データベース検索の範囲を超える要求に対 しては、ユーザの要求に近い情報提供の

方策を提案する。

②適切な統計を選択するための支援 として ・◆・

・複数の統計が該当するとき収録状況を考慮し、最適のものを選択する。

・指定の統計がない時に次善の情報を提供する。

・選択 した統計にデータの性質や速報性のうえで注意すべき点があれば指摘する。

具体的なユーザ要求に対 して、上記の分類を適用 して ワークシー トに記入 された専門家

の指摘を整理 してみると、下表のよ うなサ ンプルが得 られた。

表2-1ユ ーザ要求に対する専門家の支援

ユーザ要求

ドル安で輸出はどの程度伸びるか。

専門家の支援
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報告国の推定(不 足情報の補足)
ドル安で輸出が伸びる … 米国

曖昧な表現の置 き換え
ドル安→1985年 秋以来 の円高 ド

ル安 の現象

輸出 →輸出額
どの程度伸びるか→変化の予測

要求全体⇒① ドル安の現象がいつま
で続 くか、 どの程度の

大きさで推移す るかを
予測する。
② ドル安に伴 って、輸出

額がどの程度変化する
かを予測する。

ユーザの要求に近い情報提供

予測 は難 しい(DB検 索の範囲外)
→ エコノミス トの予測が収録 さ

れていればそれを提供す る
→ 為替 レー トの推移 と、輸出額

の推移を ドル安の現象が出現

す る前の5～6年 を含む現在
までの時系列で示す。

的確な情報の選択
・アメ リカ側の貿易収支統計で月次デ
ータの収録 されたものが望ま しい。
・次善の情報 として、 日本の通関統計

もつかえる。



・研究機関等の予測データがあれば予
㌔

、

測値 として参照可能である。

我が国の米国スーパ ーコンピュータ関連部品 用語を統計の分類体系に合わせて置き
の輸出量を見たい。 換える

` ・ 「ス ーパ ー コ ンピ ュータ関連部 品 」
ヲ

には正式な定義はない し、慣用的な利

用例 もないので、範囲をより一般的に

大き くとらえざるをえない。 「半導体
素子」等によって とらえることが可能
か?、
曖昧な表現の置き換え(不 足情報補足)
数量→kgで よいか、価額が必要か、
価額の場合は、円建てか ドル
ベ ースか

期間→最新値でよいか?
時系列的に見たいか?

' 的確な統計の選択&注 意点の指摘
・通関統計でアメ リカへの輸 出を調べ

る→アメ リカでの生産に関する統計 も

必要
・ス ーパ ーコ ンピュ ータに関 して は、

メーカーの部品調達に関する統計を得

～ る方法があれば類推可能

日本の石油輸入量の1974年 以降の増減を 暖昧な表現の置き換え(不 足情報補足)

知 りたい。 増減→1974年以降の推移(時 系列)
でよいか、1974年 を基準 とし

た指数表示がよいか?
また 「増減比」の時系列 も一

般的に使われている。

注.増 減比=石 油の当年の輸入額
(%)石 油の前年の輸入額

×100

石油→通白分類の石油でよいか、

(石油製品を含むか)
石油の品目分類は1976年に変
更されているので注意が必要

輸入量→数量(μ)か 、価額(円 建

,て 、 ドル建 て)か?

的確な統計の選択
・通関統計
・石油統計速報(確 報ではない)
・石油資料月報(上 記2統 計より作成)

}

日本の輸出産藁に占める自動車産業の割合を
1

暖昧な表現の置き換え(不 足情報補足)
知りたい 要求全体 →捉え方がいくっかある

①自動車の輸出額で捉えて、全
輸出額との比をとる
②自動車関連企業の生産額で捉
えて、輸出産業全体の生産額
との比をとる

③輸出産業の計上利益のランク
のなかで、自動車関連産業の
地位を調べる。

輸出産業 →どの定義を使うか?
自動車産業→自動の部品メーカー等
を含むか?
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輸入品の価格が為替 レー トの変動に伴 って下
がっているか確かめたい。

62年 の耐久消費財の輸入について西 ヨーロ
ッパ、アメリカ、 カナダ、中国、 その他東南
アジアの状況を見 たい。

日本国内で売 られているカメラは、どの くら

いが輸入品か知 りたい。

発展途上国の対外債務残高の推移について知
りたい。

日本と発展途上国、共産国、累積債務国との
貿易関係を知りたい。

期間 →最新の情報でよいか
的確な統計の選択
・上記①の場合 … 通関統計
・上記②の場合 … 生産動態統計、

自動車統計月報
機械統計月報

・上記③の場合 … 法人企業統計、

財務データファイ}膓

的確な統計の選択
・輸入価格は、通関ベースでは、外国

貿易概況により調べ られる。物価ベー
スでは、輸入物価指数、卸売物価指数

消費者物価指数が使える。
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別
を
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い
最
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要
計
目
目

表
消
な
久
昧
耐
暖

一ヨ西

↓点時

統
品
品

な
別
別

確
固
個

的

・

暖味な表現の置き換え(不 足情報補足)
時点→最新情報でよいか
国内販売→国内で販売されているカ
メラの は下式で 可
である。

在庫増減+生 産+輸 入一輸出
カメラ→どの範囲をカメラとするか

的確な統計の選択
・輸入量 … 外国貿易概況
・生産量 … 生産動態統計

暖味な表現の置き換え(不 足情報補足)

発展途上国→世界銀行の定義でよい
か

時点→最近10年 程度でよいか
的確な統計の選択
・世界銀行のWorldDataTable
・IMFのlnternationalFinancial

Statistics

暖味な表現の置き換え(不 足情報補足)
要求全体→発展途上国、共産国、累
積債務国と3種 類のグループ
についてと読めるが、累積債
務を問題にするのなら、発展
途上国、共産圏諸国、各々の
なかの累積債務国のみについ
て調べればよいか。

貿易関係→①輸出入額、②輸出入額
と構成品目の傾向が考えられ
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る

発展途上国、共産国、累積債務国→
それぞれの定義は?

時点→最近5～6年 の推移でよいか
的確な統計の選択
・通関統計外国貿概況
・ComodittyTradeStatistics

－17一



② データベースの専門家による支援

一つのデ ータベースには、一般 に複数の統計が収録 されている。また収録された統計は、

原統計そのものではない。特定の時点を選んで、収録 されていたり、数値に季節調整を加

える等の操作が施 されている場合が多 い。

デ ータベースになった後の情報 に関 して責任を持つ のがデータベースの専門家の役割

として、統計の専門家 との区別を した。

原統計 とデータベースに収録 されたデ ータの差異を知 って、ユーザにア ドバイスを与え

ること、また実際 にデータを取 り出すための手続きに関 してユーザの手助けを行 うことが

デ ータベースの専門家の支援であると考え られる。

以上を整理 し、実際 のサ ンプルにあたってみるとデータベースの専門家による支援 は、

次のように分類できた。

・各データベースに情報が収録 されているか否かの判断

時点、系列、期種、国名、品目等についての、個 々のデータの収録範囲、及び、デ

ータの更新時期等 の管理情報が、主な知識 となる。

・検索コマン ドの生成

検索に必要な情報が揃 った後に、検索コマ ンドを作成するための支援で、必要な知

識は、データベースのマニュアルの内容に相当する。

例)ス イスのGNPを 知 りたい。

→retrtsceq'99a ..'and(ccoeq146)

・各デ ータベースの分類 コー ドに関す る支援

コー ド表に関す る知識を使 った支援で、ユーザ の要求する品目や、国名、系列が当

該データベースの どのコー ドに対応す るかを判断するものである。

{3)検 索後の支援

検索後に発生する問題 としては、データの欠測により検索に失敗する、検索結果が

希望 と違 う単位で収録されている等があり、支援内容 としては、下記のような項目の

分類ができた。

・検索に失敗 した場合 の対策

代替コー ドの指示、代替系列の指示等。

・単位が指定 と異なる場合 の対策
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特 に通貨単位に関 して は、変換の際に何時の時点での為替 レー トによ、って変換を行

うのが適切か、また為替 レー トは、どのデータベースを使用すればよいか等 の支援に

関 して需要が大 きい。

・検索結果の加工に関する支援

検索結果を見て、グラフや表等の形式に加工 したい場合の方法(ダ ウンロー ド後別

のソフ トを利用 してグラフ化する等)。'

・結果の分析 に関するガイ ド

特に複数 の系列の比較可能性等、データの取 り扱い方に関する支援。
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2.'2概 念的なモデル

概念モデルとしては、昨年作成 したモデル(図2-4)を 基本として、昨年収集 した検

索要求に関するケーススタディを中心 に議論をかさね、 このモデルの各世界に相当する知

識 の存在を確認 した。

ユーザの世界
・分野

・データの表現
・要求の表現

統計の世界
「ある分野のデータ
～統計にあり

その項目
・・である
・分野名
・統計名

・項目特性

c

(統計の知識)

/要 求 、
デ ータベ ース の世 界

・操作 コマバ

9,

9・ 一・

界

(デ ー タベ ースの知 識)

図2--4経 済統計DB検 索モデル

・収録状況

・収録範囲
・収録項目名

上記概念モデルは、昨年度に提案 され、本年度 も継続 して本調査研究の前提 としている

ものであるが、本年度の調査により検索 の実体が具体的になったので、 もう一度その正当

性を考察 してみる。

本モデルの特徴は、必要な情報の検索をするためには、データベース検索に際 して、デ

ータベースそのものに関する知識のほかに、デ ータの使い方に係 る、統計(今 の場合貿易

統計)に 関する知識が必要である … という概念を示 している点である。

即 ち、貿易統計データベースのように、

① デ ータ として蓄え られた情報以外に、デ ータの収録条件や、補足情報等収録時に

欠落 した情報があり、検索 したデ ータの使い方に注意が必要である。

② 同 じ種類のデータが複数のデ ータベースに収録されている可能性があり、 どのデ
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一夕が適切であるか判断を要す る。

③ 欲 しいデータの属性区分が収録 されたデータとマッチ しない等の理申により検索

に失敗する場合が多 く、代替の情報が求め られる。

といった特徴があるデ ータベースの利用に際 して{主 単なる検索コマ ンドのジェネレー

タではな く、データの利用 に関す るア ドバイスが必要である。

検索コマ ンドのジェネ レータとしての知識をデータベースの世界の知識とすると、デー

タの利用に関する知識を、統計の世界の知識 と呼ぶ ことができる。

昨年度 の調査及び、本年度の調査により、それぞれの世界に対応す る知識及び、それぞ

れの世界間での情報のや りとりが、具体的にされてきた。

まず・ユーザの世界のなかにある情報は・ユーザの欲し・、と駝 醐 を㌃ ザ嘩 現方

法によ・て表現 したものであり,通 産ジ・一ナルからの㌣ プルがこ挺 あたる・ 「我が

国の米国スーパニコンピュ一夕関連部品の輸入量を見たい」等の情報である。

注意する必要があるのは、対象 とするユーザ が、特定のデータベースのユーザではない

点である・助 ・自分の使えるデヲ ㌻ ろの範囲を知・て}'ろ ㌃ 夕㌻ ス給 挺

て検鋲 求が出されるのではなく・戸 外 一スを意轡 ず磯 蛭 求檸 堅 ているこ

とを 前提 と して し},る。

ユーザの世界かち統計の世界への情報のやりとりがk2:1.ゴ に説明した統計の専門家に
^.、 魑)㊦

よる支援に相当する。

ここで、統計の専門家あ役割は、ユニザの暖味な表現を統計の用語として、具体的に確

定し、統 計の分類体系に合わせそ、ユーザの欲しい情報を分類し、必要に応 じて、統計と

して存在す舗 報へ・ユザ の麺 を置き換える∵ ・というようなものである・

このばあい統計の専門家の働きは、経済統計の一般的な常識に基づいたものであり、デ

ータベース曲 路 購 と』はミ区別 して蹴 るご印 可能である.

またデ ータベースに関する知識 は、データベースの収録に関する情報とデ一夕 ベ]ス の

検索コマ ンドの生成に関する情報が主な もの ζ考え られる。.㍉、

上記概念モデルは、 このように、統計デ ータベースの検索の実体にマッチ しているとい

えるが、さらに、この聡 モデルのなカ・で・各世界間の醐 呵 りと卿 ど味 う坪 で

おこなわれているかを検討 した。 ∵_

実際の検索では、・統計の専門家 と:デTタ ベースの専門家 、{人間の場合、両者のg別 がは

っきりしている場合は、まれで、多 くは、統計の専門家がvデ ータ㊦一スに関 レて熟知 し
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ていて、両方の役割を兼ねている。)と データベースの専門家 のやりとりが、頻繁 に行わ

れ、ユ ーザの要求に対 して、一旦統計用語に置き換えた後、データベニスの収録状況をみ

て、的確 なものが存在 しなければ、次善の統計を示唆する。また検索結果をみたうえで、

次の検索の指示をする … 等の支援をお こなっていることが判った。

昨年度に検討 した世界間の情報交換めイメージは、÷図2-5あ ような一方通行的なもの

であった。"ユ ーザが求 める情報"(ユ ーザ要求)が 、始 あは、日常語で表現 されてお

り(左 端の楕円)、 統計用語た置 き換えられ、 さらにデ ータベース用語に変換 されて、

右端の検索コマ ンドの形にな って検索がお こなわれるとい うのが一般的なデータベース

検索のプロセスであるとの考えに基づ くものである。

一般的には、 日常用語か ら統計用語への変換は、統計の専門家によるコ'ンサルティン

グという形で実現 され、統計用語ふ らデータベースへの変換は、データベースの専門家

または、データベースに付属するガイダ ンス機能によってお こなわれているのが現状で.

ある。

IRSで は、 日常語の世界か ら検索コマ ンドに至る変換(図 中矢印f3で 示 した変換

)を 、 システムの機能 として実現 しよ うとす るものである。"(昨 年度報告書より引用)

f3(IRSの 検索支援機能)

f1(通 常の検索支援機能)一
検索 ヨiマジ 慰i

統計用語で表現 データやス用語で表現
されたユーザ要求 されたユーザ要求

日常語で表現された
ユーザ要求

図2-5検 索支援の概念図

これに対 して本年度の調査では、

ユーザ世界 一一一 → 統計の世界 一一一一→データベースの世界

の一方通行型ではな くユーザ と統計、データベースの間でダイナ ミックに情報のや りとり

を行 うモデルがより適 しているとの結論を得た。'
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(検索要求)(最 適な統計)(検 索コマンド・検索結果)
ぶ一溺世界 ■一一ー一→ 統計の世界 一一一◆ デ三夕バ烹スの世界

L_」 ↑__」

要求の内容確認 代替の検索要求
問い合わせ

データの加工方法、表示方法の確認 → 検索要求の変換
→ 問い合わせ

図2-6検 索支援の概念図2

2.3シ ステム化のためのモデル

2.2の 概念的なモデルを実際にコンピュータ上のシステムにするために、 システム化

のためのモデルを検討 した。処理 とデ ータの流れを捉えるためのデ ータフローモデル、検

索要求を表現するためのデータモデル、及び システム構成、知識構成である。

2.3.1デ ータフローモデル

ユーザの検索要求がデータベース検索コマンドに変換 されてゆく過程を、 これに係 るデ

ータ(知 識)の 作用に着目して図示すると図2-7の ようになる
。

KB

登 録

データ

入力デ一夕(検 索要求)一一
力指示DB選 択

KB

登 録

デ.夕

皿
の
知

KB

登 録

データ

規

キーワード

検索条件
データ

検索
履歴
データ

DB呼 出

検索
コマンド

検索履
持

対 象

機 能 ・プ ロセス

デ ータフ ロー

フ ァイル

検索データ
(検索結果)

検索履歴ファイル

図2-71RSデ ー タ フロ ー図
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図2二7で 基本的なデータの流れ は、

ユ ーザ →DB選 択(1)→DB呼 出し(2)→ データベース → ユーザ

の流れである。

これは、ユーザの検索要求をrDB選 択」によって統計の用語に置き換え、適切な統計

及びデータベースを選択 し、DB呼 出 しによってデータベース検索コマ ンドに変換 して、

データベースを呼出 し、検索結果をユーザに示す処理で、本年度の試作 システムで実現 し

た機能は、 この部分である。

検索履歴保持(3)は 、検索 の履歴(検 索結果を得るためのコマンド列)を 保存 し、次回

に同 じ検索をす るときに、手続 きを簡略化するための機能である。

KB更 新支援(4)は 、知識ベースの更新作業を支援するための機能で、知識 の整合性の

テ・・ク等を含む嫡 ベース噂 理苛 う'ものである・

類義語辞書 自動獲得⑤は、.ユーザが新たな(シ ステムの知 らない)用 語を使用 した時に

それを 自動的に知識ベースに組み込むための機能である。

これ らの機能の内、DB選 択機能を さらに詳細なデータフローにした ものが、図2-8

である。

検索要求

条件確認

1.1

キーワヰ

抽 出

ギー識別子付
検索要求

検索条件データ

撃遡
珂,7'
検索履歴
デ ータ

求
新
喪
分

類義語
辞書

類義語に
関する知識

新 規

キーワード

統計に関する知識

ゲ_タベ_ス`こ

す る 知 識 〉

計
書
統
辞

データや ス

辞 書

図2-8DB選 択データフロー図
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DB選 択における基本的なデータの流れは、 、,

ユーザ → キーワー ド抽出(1;1) ,■ 要求分析(1.2)→ 検索条件確認く1.3)

である。 ・' .・.

キーワー ド抽出(1.1)は 、ユ ーザの検索要求か ら、検索に必要なキーワー ドを抽出す る

機能である。'

要求分析(1.2)は 、切 り出されたキーワードを使ってユーザの用途にあった統計を選択

し、適切なデ ータベースを選択 し、さらに検索条件を確定するための機能である。検索条

件の確定 に必要な情報が足 りない時 は、ユーザに問い合わせを行う。

検索条件確認(1.3)は 、 システムが確定 した検索条件について、ユーザの要求 したもの

と違 っていないかどうかユ ーザに問い合わせる機能である。

要求分析の機能に関するさらに詳細なデータフローが図2-9で ある。

キー識別子付

検索要求

1.3.1

キ.ワード

標 準 化

足
報
求

不
情
要

統計関連

一 検索鰭 関連

件縫

統計に関す 統計
る知識 辞書

/磯

蕊
醗 ⑱

DB関 連
検索要求

データベースに関 チータやス

す る知 識 辞書

検索条件

図2--9要 求分析データフロー図

図2-9の 基本的なデータの流れは、

キー識別子付検索要求 → キーワー ド標準化(1.3.1)→ 検索条件確定(1.3.2)

である。

キーワー ド標準化(1.3.1)は 検索要求を構成す るキーワー ドを基本名詞 に変換する機能

である。
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検索条件確定(1.3.2)は 、標準化されたキーワー ドによらて表現された検索要求か ら、

統計 に関する知識を使 って統計の概念 としての検索条件を確定 し(1.3.3)、 データベース

に関す る知識を使 ってデータベース検索の際 の検索条件確定(1.3.5)を お こなう機能であ

る。

検索条件確定の際に、確定の為 に不足 している情報があれば、不足情報補足(1.3.6)に

よって補足す る。またユーザの指定す る統計やデータベースが存在 しない場合 は、次善情

報選択(1.3.4)に よって次善の情報を選択する。

次善情報の選択については、本年度は、具体的な支援の方策が固ま らず、試作 システム

の機能 として実現されていないが、検索支援の うえで は重要な機能であり、今後の課題 と

されている.
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2.3.2デ ータモデル

システムの各モジュールでや りとりされる検索要求を図2-10の ように表現 した。

データモデルができるまでの経緯 は、3.1で 詳 しく説明する。

ご)→

↑

㊥

統計分野

貿易

産業

「 繍 こよる変換丁

概 念 スキ ーマ?DBス キ ーマ

報告国
相手国
品目
事項
状況

労働

物価

相手国コード
輸出入区分
品目コー ド
時点
期種
単位

報告国 コー ド
相手国 コー ド

系列コー ド
時点
期種

日本貿易統計

ド
ー
ド

コ

一

国

コ

告
列
点

報
系
時

各国間貿易統計

世界経済統計

図2-10デ ータモデル

図2-10で 概念スキーマ と表現 された項目(報 告国、相手国、品目、事項、状態)は

ユ ーザの世界の検索要求を表現するためのキーワー ド群で、フ レームと呼ばれる知識表現

である。概念 スキーマは、検索要求に対するユーザか らの表現と言える。 この表現を決定

す るためには、ユ ーザ検索要求 という無制限の広が りを持つ対象を とらえ る必要があり、

本年度 の調査研究で も、長期間の検討や、調査を要 した。

この概念スキーマがユーザの検索要求 として入力 され、統計の世界、デ ータベースの世

界間の情報の媒体 となり、最終的にDBス キーマと呼ばれるキーワー ド群に変換されて、

検索コマンドが生成 される。

DBス キーマは、データベースごとに定義されるキーワー ド群で、データベースの構造

に依存 してキーワー ドが定め られる。言い方をかえれば、検索 コマンドを生成するために

必要なキーワー ドの集合として、定義された ものであるといえる。即ち、DBス キーマは

概念スキーマと異なり、データベースによって一意的に決められるものである。

試作 システムでは、検索要求=貿 易統計の概念スキーマと考え×概念スキーマの下にユ
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一ザ要求(ス キーマ)を 特定化させ る過程で
、デ ータベースの絞りこみを行い、概念スキ

ーマとDBス キーマを同時に形成する仕組みを実現 した
。

より一般的なユーザの要求を考えると、貿易統計の他に、産業、労働等の貿易分野があ

り、 それぞれに異なる概念スキーマが存在すると考え られる。

またユ ーザの要求は、必ず しも経済統計を意識 して発生するものではないので、実際の

ユ ーザ要求か ら、各分野の概念スキーマを抽出す るためには、さらに、変換 の処理が必要

である。

2.3.3シ ステム構成 ・

試作 システムの開発は、オブジェク ト指向という概念を とりいれた開発ツールによって

おこなわれた。

オブジェク ト指向 とは、処理の単位をオブジェク トと呼ばれる、階層構造を持 ったモジ

ュールによって表現 し、オブジェク ト間の通信(メ ッセージパ ッシングと呼ばれ る)に よ

って システムの制御を記述する考え方である。

各オブジェク トは、そのオブジェク トに特有 の変数と手続きを定義することができるよ

うになっている。

麺識 画面制御部

(オブジゴク ト)

劃
検索結果の判断

ー
索検ー

↓

↑

求

デ 一夕ベ⊥ス選択制御部

(オブジェク ト)

入力誘導 ・
属性別人出力枠 結果表示
(オブジェクト)一 →←
属性別人出力枠 入力 ユーザ

(オブジェク ト)

知 識、,

椥 識 ベ ニス:)

デ ー タベ ース

検索結果

＼ 一.

弓

搬 騰 開宴議知識'

灘 灘 箋購 紬
(知識ペース)一

i摸 索要求嬢関埜iる;・

デ ータベース検索部
{模 索 要素 ヲじム)"・

一(オ ブジェク ト㌔一」

薩 撚 騰 る知織・椥 識ベニス)

図2-11.rシ ス テム構成 図
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図2-llは 、試作 システムのシステム構成図である。

試作 システムは、画面制御部、データベース選択制御部、デ ータベース検索部の各オブ

ジェク ト及び画面制御部の下位 オブジェク トである属性別入力枠から構成 されている。

データベース制御選択部は、試作 システムの全体的な制御を行うオブジェク トである。

データベース選択制御部では、概念スキーマに相当する各項目を変数 として持 ち(検 索要

求フ レーム)、 画面制御部を通 してユーザの検索要求を取 り込み、統計に関す る知識、デ

ータベースに関する知識、類義語に関する知識を使って、検索条件の確定をお こない、デ

ータベース検索部にDBス キーマに変換 された検索要求を引き渡す。

データベース検索部 では、DBス キーマに相当する各項目を変数 として持ち、各データ

ベースの検索コマ ンドに関する知識を使って、検索 コマン ドを生成する。

画面制御部では、画面に表示す る入力枠毎の下位オブジェク トを持ち、 これらを制御 し

なが らユーザ入力を誘導する。

試作 システムの知識 ベースは、検索要求に関する知識、画面制御及び レイアウ トに関す

る知識、統計に関する知識、デ ータベースに関す る知識、類義語に関する知識、検索コマ

ンドに関する知識、検索結果の判断及び再検索の戦略 に関する知識の7種 類である。

検索結果の判断及び再検索の戦略に関する知識は、試作 システムでは、まだ実現 してい

ない。

これ らの知識ベースについては、第3章 で詳 しく説明する。
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IRSの 知 識 ベ ー ス第3章





第3章lRSの 知識ベ ース

検索支援 システムとしてのIRSの 特徴 は、知識ベースに収録された専門家の知識を使

って、支援機能を実現 している点である。

知識ベースは、 コンサルテ ィングに必要な情報を、データとして システムに蓄え、必要

に応 じてこれを利用するための仕組みで、IRSの 知識ベースは、その内容に応 じて、①

検索要求に関する知識、②類義語に関する知識、⑧統計に関する知識、④データベースに

関する知識、⑤画面制御 ・レイアウ トに関する知識、⑥検索コマンドに関する知識、⑦検

索結果 に関する判断及び再検索の戦略に関する知識の7種 類に分類できる。

本章では、これ らの知識 ベースの構造を明らかにし、 口知識を蓄える"… という観

点か ら、IRSの 知識ベースを考察する。知識ベースがどのように働 いて、支援機能を実

現 しているか … については、次章で説明する。

各知識ベースの関連を確認する為に、下記に2章 で解説 したシステム構成図を再び掲載

す る。

知識 画面制御部

盒剰
検i鎌 果の判鰯

戦略嬬灘rる ・
知識
(知識ベース)

(オ ブ ジェ ク ト)

→

←

宇検ー

入力誘導 ・

属性別入出力枠 結果表示

(オブジェク ト)一 一→　
属性別入出力枠 入力 ユ ーザ
(オブジェク ト)

[iiiCEi)

デ ータベース選択制御部

(オブジェク ト)

デ ータ ベース

検索結果

＼

デ ータベース検索部

統韻 舗 濠端 旙'"'

譲、三夕穴 燕…娼 講 演…る錦織
シ・ソ三 コ・刻 調 穿る知識
1椥 識 ペ 二叉)・

検索要求i}㍍関劣る

〈検索要求撲レーム灘

'〈知 識
ぺ=ス)'

図3-1シ ステム構成図
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3.1検 索要求の表現

ユーザの検索要求(こ のよ うな情報が欲 しい … という、データベースの検索コマン

ドを意識 しない要求)も システム内部では、一種の知識表現として蓄え られる。

但 し、ユーザの検索要求 は、他の知識ベースと異なり、専門的な知識 として確定 したも

のではなく、ユーザの入力に応 じて システム内部にた くわえ られるもので、検索の処理の

過程で参照 され、処理に必要 な形式に変換 されるものである。

IRSで は、この検索要求をフ レームと呼ばれる表現方法で、 システム内部にた くわえ

ることにした。フレームとは、表現 したい実体を、有限個の属性 と呼ばれ る、キーワー ド

によって表現する手法である。

属性 は、属性 の名称 と属性の値によ って定義 される。

3.1.1検 索要求を表現す るための属性

検索要求を表現するための属性は、最終的に下図の構成 とな った。 これは、貿易統計に

関する検索要求を表現するための検索要求であり、他の経済統計に関 しては、別のフレー

ムが存在する。

表3-1貿 易統計に関する検索要求

属性名 意味 取りうる属性値

報告国 貿易統計の主体となる国名
(どの国からみた統計かを示す)

日本、アメ リカ合衆国等の国名及

び、ASEAN諸 国等の国群と、これら

俗称のうちよ く使われるもの(米 国

東独、AMES等)

相手国 報告国に対して、貿易の相手とな
る国名

報告国と同 じ

事項 知りたい情報の種類 輸 出額、GNP、 為替 レー ト等

状態 事項に関する表現形式 最新値、動向、推移等

品目 貿易でやりとりされる物の名称 石油、 コンピュータ、電気製品等

基本的に概況分類に従 って分類 され
た品目とこれ らの俗称
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3.1.2検 索要求 の属性決定に関する検討の経緯

前節に述べた検索要求が確定するまでに、検索要求を表現するための種 々の試行錯誤を

おこなった。

検討の過程で、検索要求を表現するうえでの問題点が明らかになったので、以下にまと

める。

(1)最 初に貿易統計に限定 してフレームを想定 し、ユーザの入力によって初期のフレーム

が構成された後、統計の世界、データベースの世界へ、 このフレームが変換 され検索が実

行 される … というシステムモデルを作成 した。

また、それぞれの変換は、知識ベースにた くわえ られた専門家の知識を使 ってお こなわ

れると考えた。

フレーム1

輸出入区分
報告国
相手国
品目
時点
期種
単位
要求種別

⇒

フ レーム2

輸出入区分
報告国
相手国
品目
時点
期種
単位
要求種別

⇒

フ レーム3

デー外 ス名

報告国コード
相手国コード

品目コード
時点
期種
単位
コメン ト

検 索 コマ ン ド

→retr308/102/80FY_82FY

↑ ↑ ↑
ユ ーザ世界 一 → 統計の世界 一一一→ データベースの世界

ll
↓ ↓

変換に必要な知識群1変 換に必要な知識群2

日本語文法辞書

不足知識を補うための知識
(コン棚ラィングシナリオ辞書)
統計 ・DBを 確定する知識
(収録辞書、選択辞書)
日常語を統計用語に換える知識
(類義語辞書)

検索データ構成を決定する

知識
(データベースコマント辞 書)
(コンサ,励ングシ河オ辞書)

図3-2検 索要求フ レームとシステムとの関連

(2)図3-2の プレ7ム1の 形式に通産 ジャーナルよ り抽出した100数 件 のユーザ要求

を書き換える作業を通 じて、 このフ レームによる表現の可能性を検討 した。(付 録4)

検索要求を標準的な用語に置き換える際に必要な知識、問題点、知識構造、考え られる

知識獲得 の方法にっいてまとめたものが次ページの表である。
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表3-2属 性別検索要求フレーム検証結果

ス ロヅ ト名

輸出入

報告国

相手国

品目

必要情報、問題点、知識構造、知識獲得の方法

☆必要情報及び問題点

輸出 ・輸入以外に貿易や貿易外収支などがある。
貿易 は、輸出+輸 入でよいか。
貿易関連 と言えないテーマの場合は、出入の区分がない場合がある。
例 我が国の外国製品の消費の状況を知 りたい(14)

発展途上国の対外債務残高について知 りたい(104)
⇒14は7国 丙需要額 に対する輸入額の比 と解釈可能,

→104は 、世界銀行'WorldDebtTable,等 参照

対象統計の案内のみをお こなうか。
外国製品の消費を外国製品の輸入 と置 き換え、次善情報として

一
☆必要な知識の構造

出N'入 、1出+入 の3種 類に対する類義語辞書 と次善情報ルール。
☆知識獲得
サ ンプル100ケ ースの範囲で類義語辞書を作成す る。

☆必要情報及び問題点
デフォル トを日本に してよいか。

報告国と相手国を逆転するとデータが有る場合は、注釈つ きで示す。
例'東 ドイツか ら日本への輸出'は ないが'日 本 の東 ドイツか らの輸入'は ある場合

報告国が日本以外 の場合は、各国間貿易統計で総額は得 られるC
報告国がグループの場合は、定義を類義語辞書に記述する必要がある

(NICS、 アジア等)。
複数の国の場合、国別データが必要か合計で良いか。
☆必要な知識 の構造

国名に対する同義語辞書(別 称)。
例 大韓民国⇒韓国、アメ リカ合衆国→合衆国、米国、 ひSA、 ア刈カ
グループ名定義 リス ト(〔 〕 の申が構成国を示す)。

例 アジアNICS=〔 香港、韓国、 シンガポール、台湾〕

国が複数の場合は、国別、総計の区分が追加 される。ユーザの指定が
ない場合は、国別 と総計の両方 と解釈するc.

☆知識獲得
日本貿易統計、各国間貿易統計の収録国名か ら国名を収集 し、それぞ

れに対 して別名を対応 させた同義語辞書を作成する(辞 書、専門家へ
のインタビュー)・。 ・

サ ンプルlOOケ ÷スの範囲でグループ名を抽出 し、専門家が補足1
したものを もとにグル ープ名定義 リス トを作成する。'∴

☆必要情報及び問題点1'・
グル ープ名の場合の定義は、報告国同様に定義が必要。

デフォル トは、全世界でよいか(ユ ーザに確認必要か)。
その他、報告国 と同様。 ∨

☆必要な知識の構造
報告国 と同様。
☆知識獲得
報告国 と同様。 ・

☆必要情報及び問題点'、.い
製造業等業種別分類の定義が必要(通 白分類 コー ドで分類可能か)。

)。・製品
、原料等加工状態による分類の定義.(通 白分類、SITC

サ ービス等は、検索可能か。

分類体系は、通 白分類等を基準に した階層構造でよいか ・
DBの コー ド変更に対応できるか

☆必要な知識の構造
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ω 品目類義語辞書
例 テ レビ受像機 ⇒ テ レビ、 テ レビジ ョ ン ・ 、

② 品 目分類 フレーム
業種別 ・産業別 ・加工別等のカテゴリに階層化する。

最下層の分類が、関税分類 とリンクする。

例
製造業 原料 ◆◆・ ←抽象的カテ…籾

/＼ 〉 ・

輸送機械 精密機械 ∴ ・木材 動物性油脂 ・・←表分類

へ ＼
自動車 自動車部品 化学光学機器 ・… ←秦分類
・1

鉄道用及び軌道用以外の車両 ・… ←関税分類

☆知 識獲得 －r、

通白分類、概況分類のいずれかをべ「スとす る。

専門家へのインタビューを もとに必要な抽象的カテゴリを設定する。

選択した抽象カテゴリに属する分類に関して、類義語辞書を作成する
,同 様に選択 した抽象カテゴリと連結す る大分類、小分類 に関 して類義

語辞書を作成する。
類義語辞書 は、ワーキ ンググループ等を組織 して作成する。

期種 ☆必要情報及び問題点
期種に関 して はユーザか ら指定のない場合がほとんどである。

蜆掻 は、基本的にDBの 収録状況に依存 し、指定のない場合は、最も
細かい分類により表示することとしてよいか。`
年次暦年をデフォル トとするほうがよいか。・

時点で期種が決まる場合があるか。・
☆必要な知識の構造'
月次、四半期暦年、四半期年度、半期暦年、半期年度、年次暦年 `

年次年度の区分がある。それぞれの表現方法は複数あると思われので
区分別類義語辞書が必要である。∵ 、 ・
☆知識の獲得
専門 家へ の イ ンタ ビューま たは、 ワ ーキ ンググル ープ

時点 ☆必要情報及び問題点,
ユーザか らの具体的な指定のない場合が多い。'最 近'な らば最新デ

, 一夕、要求種別が状況などならば、最新5年 分とい う判断をシステム

側で してよいか。'、
デフォル トを最新としてよいか。

特に指定が なければ西暦 としてよいか。

☆必要な知識の構造
基本的にX～Yと いう形式で表現できる(X～Xな ら単一年次

指定)
上記指定がない場合は、最新、最近、過去i年 等時点に変わる用語と
数字に付随する形容詞の解釈によって時点を特定する。

用語 解釈 ・

}'

.三 最新/最 近
過去i年

DB収 録データの最新のもの

最新か ら遡 ってi年 分
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単位

要求種別

X～Yと い う指定がな くて、要求種別に時点の指定がある時(要 求

種別参照)は 、要求種別か らの指定を優先させる。

☆知識獲得
ワーキンググループによる協議

☆必要情報及び問題点
ユーザからの指定がない場合がほとんどである。

指定がない場合や、指定単位と収録単位が合わないときは、DBに 収
録されている単位にあわせる。指定単位と収録単位が合わない場合は
換算方法のメッセージを表示。
要求種別によって単位の指定をしたい場合があるか。

☆必要な知識の構成

金額の単位 としては、円、 ドル等。
数量単位 として は、立法 メー トル、 カラッ ト、排水 トン、ダース、
グ ラム、 グロス、総 トン、キ ログラム、キロリットル、
キ ロワッ トアワー、 リッ トル、メー トル、 トン、数(個 、本、枚、

頭、匹、羽、台、両等)、 平方メー トル、組、千本＼千枚等。
類義語辞書は不要か。
単位の換算方法。

要求種別に付随する単位の定義(要 求種別参照)。
☆知識 の獲得

要求種別に付随 して単位が決定 される場合は、要求種別 ごとにワーキ
ンググループの協議によって決定。

☆必要情報及び問題点
影響、比較、割合等は、補足情報が必要。
(情報1、 情報2の スロットを追加)

補足情報の要不要の区別を含め2段 階の知識が必要か。
☆必要な知識の構造
(1)要 求種別類義語辞書
② 要求種別構成辞書

要求種別 情報1 情報2 単位 時点

影響

金額

… の

一

… に対す

る
一

一

円

要求種別の用語に関しては、下記の3タ イプがあると思われるが、
他に分類方法がないか。要検討。

タイプ1(単 独で要求種別を表すもの)

数量、金額、貿易額GNP等

タイプ2(AのBと い う形式で2つ の用語の組で表すもの)

額 の 変動 筆

工 タイニ に含まれる用語

タイプ3(AのA'、 に対するBの よ うに2つ の量の比較等を
表すもの)

輸入額 とGNPの 関係
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鎚 に対する 随 の 塁塞

輸入額、GNP、 輸出、円高は、タイプ1に 含まれる

(3)要 求種別と統計を結び付ける知識
タイプ1の 範囲であれば、統計やDBを 確定しやすいが、影響
や関係は、ルールの形式で蓄積しておく。
例
輸出関連の製造業の鎚

⇒ 構造的な情報が求められる場合は、

①国民経済計算
②産業連関表

具体的な晶目に関する情報及び速報性が求められる場合は
③生産動態統計調査
④週間統計

回答にあたっては、輸出の増加率、生産に占める輸出の比率
の動向が必要

☆知識獲得
ワーキンググループによる協議

以上のようにサ ンプルケースをωのフレームを使 って表現 した場合の問題点が属性別に

まとめ られた。 ここで最 も大 きい問題点は、属性 「要求種別」の属性値の選び方である。

付録4に 示すよ うに要求種別 のなかには、補足情報を必要 とするものが多 く、ケースス

タデ ィの過程で、当初考えていたフレームに 「情報1」 、 「情報2」 の2つ の属性が追加

された.

表3-2の 要求種別個で示 したタイプ1か らタイプ3を 暫定的な要求種別の分類方法と

したが、情報1、 情報2を 必要 とするケースを見るとその内容が、一意的に表現されるこ

とは難 しく、同 じ検索要求が何通 りもの表現に書 き表される危険を含む ことが判った。
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(3)㈱ の反省をもとに検索要求フレームを再度検討し、検索要求の内容を示す用語と検索

要求の構造を示す用語を区別 しそ捉える必要があるとの認識を持った。

以下に、新たな検索要求表現と検索要求の構造について説明する。

①貿易統計の検索要求表現(改 良案)`

従来検討されている属性(フ レーム)を 貿易統計の世界で見直すと、要求種別は

次ページに示すように、{造 を示す用語が多 く含まれるので、意味的には

、従来検討してきた、輸出入区分、報告風 … 等検 要求の意味を示す属性と区別

すべきである。 .要求種別のなかで検索要求の意味を表す もの(GNP、 為替 レー ト

等)は 「輸出入区分」のとりうる値 の一つとして扱 う。

また・報告国・
,相手国がク:ルプ の場合甲別の情報撤 しいかグルニプ合計の情報

が欲 しいかを指定す る属性(表 示方法)が 必要である。

上記観点か ら検索要求に関する属性(ス レーム)を まとめなおす と下記のようにな

る。 〈 〉の中 は、デフォル ト値を示す。(輸 出入 区分に限り入力情報が必要。輸出

入区分が輸出で、他 の属性に相 当するキーワー ドが見つか らない ときは、 「日本の年

間輸出総額に?い て最新の情報が ドルベースで欲しい」と解釈されることになるの

輸出入区分によって必要な属性と不要な属性が決まる。(国 民総生産等は、相手国、

舶 ・ は不 要)
.、1・

・"1: .ご ・ ・`'一'・ ・1.∵

A.検 索 要 求 の 意 味 を 定 義 す る 属 性

、 輸 臥 区分,_,、 ≦ ご

報告国/表 示方法(グ ループの場合国別か合計か)

相手国/表示方㍉ グれ プの場合醐 ‖か合言}か)

品目

期種

時点

単位

B.検 索要求の構造を定義する属性

要求種別/要 求構造 ・時点構成 ・表示形式

日 本/合a†
至

く世界/合 計

く全品目 〉

〈年 〉

〈最新 〉

〈 ドル〉

〈金額/単 独 ・単一 ・表型 〉

>

〉

.
,
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②対象とする検索要求の構造

一 検索要求から読み取る必要のある構造(要 求種別の分類案)

〈要求構造〉

〈時点構成〉

〈表示形式〉

複合比較型検索要求
比較 ・影響 ・障害 、
前年同月比

時系列比較型検索
状況 ・推移 ・攻勢

複翁i加轟型模索要求
割合 ・比率 ・・依存度

篇灘 力瞬型検索

重要
やや重要
特殊

図3-3検 索要求の構造

髄 を示す用語搬 綴 求糖 除く剛 こ・イζターアエ・スの鍛 の際に・串 らの

用語が入力 されないようなテ ンプ レー トを用意す ることを検討 した。

(・1さ ら▲・・現麺N臥 縮 レー`il等の蹴 計の範酬 えた内容につV'ては・(3)

で検討したフレームも充分な表現能力を持つとぱいえないため・貿易統計以外の分野も考

えたうえで・さら'こ一蜘 な㍗ 一ムを陣 する・とがで捌 否か噸 をおこな・た・

今回の調査対象としたユーザの検索要求のなかで、貿易統計そのものではないものに次

のようなものがある。,
:)

興P・ 、生産額・樋 レニ ト 順 諏 弓|額㌻姻 麟 繍 ・直接投鯖

貸付資金フロニ、純資金ラロニ、国内販売量 ・ご・∫

これ らの用語は、(3)で定義 したラレームを使うと相手国、品目等が不要 たなり、基本的

に、 貿易 統計 とは異 な る フ レームで表現 され るべ きで ある と考 え られた。'∴ 』 ㌧
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検討の結果、GNP、 生産額、為替 レー ト等 は、輸出、輸入等 と同 じレベルの概念 とし

て取 り扱 う以外に適切な属性を定義することができず、輸出入区分の代わ りに、 「事項」

という属性を設けて、輸出入を含むこれ らの用語を収容す ることに した。

(5)さ らにフレームを構成する属性のなかで統計 レベルのもの(DBを 選択する基準

となる属性)とDBレ ベルのもの(DBが 選択された後 に決定 され るべき属性)を

区別 して考えることに した。

また統計 レベルの属性 として、状態を付 け加えた。状態は、最新値、動向、.推移等検索

要求のサンプルのなかによ く現れる概念的な用語を収容するための属性である。状態は、

属性入力によって当初考えていた概念的な入力が難 しくなることを避けるため、新たに付

け加え られた。

統計 レベルの属性 は、次の5種 類である

報告国、相手国、品目、状態、事項

DBレ ベルの属性は次 の3種 類である

時点、期種、単位

このような分類をお こな ったとき、相手国、品目の各属性は、事項 の内容によっては、不

要あるいは、無意味 となる。表3.3に 属性の組合せの例を示す。

表3.3事 項と対応するその他の属性の関係

輸出額 輸入額 GNP 為 替 レー ト 価格指数

報告国

相手国

品目

状態

○.

O

O

A

O

O

O

A

O

B

O

O

B

O

B

Aは 最新値、前年同期比、推移、傾向、対GNP此 等

Bは 最新値、前年同期比、,推移、傾向等

(6}要 求種別のなかに、貿易依存度のように、2種 の統計の演算 によって得 られる統計

が存在することが確認 され、 これ らを表現するための知識ベースとして、導出辞書 という

名前の知識ベースを検討 した。

-42一



例えば輸出依存度について、専門家は次のよ うな知識を持 っている。

定義式は
は

収録統計

(輸出額/GNP)×100で ある
国民総生産のなかで輸出の占める割合(%)、 である
は 輸出額 は通関統計、GNPはIMF統 計 である

ユーザが輸出依存度を希望 した場合、輸出依存度その ものは、データベースに収録され

ていないことが多いが、輸出額 とGNPが 収録 されていれば、上記の定義式を使 って算出

することが可能である。

導出辞書を使 うことにより、,次善情報に関する支援の一部を実現することができたと言

えよう。
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3.2検 索に必要な知識

前節で説明 したように、ユ ーザの検索要求を システムの内部に蓄えるための表現形式を

フレームを使 って決定 した。

この検索要求 に対 して、種々の専門家の知識を使 って、統計の世界の共通用語での変換、

データベース世界での共通用語への変換をおこなって、データベース検索コマ ンドを生成

し、データベースを検索 し、ユ ーザに情報を提供す るのが、IRSの 目的である。

試作 システムでは・ この変換に必要な知識を(1)検索要求に関する知識、②類義語に関す

る知識、(3)統計に関する知識、(4)データベースに関する知識、⑤画面及び レイアウ トに関

する知識、⑥検索 コマ ンドに関する知識 の6種 類の知識ベースに収集 した。 尚、本 システ

ムでの知識ベースは、prolog述 語の形式 で蓄え られている。

3.2.1検 索要求に関する知識

検索要求を蓄えるフレームの構造を認識するための知識 として、(1)検 索要求の定義に

関する知識、(2}属 性間の関連に関する知識の2種 類の知識が存在する。

(1)検 索要求の定義に関する知識

検索要求を表現したフレームの定義に関する知識で、下記の書式で記述される。

辞 書名:属 性 定義 辞書 基 本書式:def-atr([A1,A2...】).

変
数
の
意
味

変数名 意味

A-i 検索要求を表現するフレームを構成する各属性の識別子(注)

注,現 在r・c(報 告 国)、d・c(相 手 国)lkind(事 項)lcond(状 態),goods(品 目)の5種

② 属性の関係に関する知識

属性と属性間に特別の関連がある場合は、下記の書式に従って関連を定義する。
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㍉
辞書名:属 性定義辞書 基本書式:def・atf([A1,A2_1).

変
数
の

意
味

変数名 意味'

R 属性間の関連を示す識別子

A-i 関連Rに よらて関連を定義される属性(注)5
`

鯉 搬 辞書で登録された蹴 を使う・基絢 嚇 はRによ・て固定されて

検索要求に関する知識 は、基本的にフ レーム の構造定義に関するも ので、フレームの定

義その ものを変更 しだし、場合以外 ほ、'修正す ることぱまれである。但 しこのように 、デ ー

タどして、 フレーム構造が定義できれば、'貿易統計以外め分野を追加する場合にく現在 の

システムの制御そのものはほとんど手を くわえることな く、拡張が可能になる。 ‥'L

3.2.2類 義語に関する知識

ユーザが入力 した用語を統計の標準的な用語に置き換えるために、基本名詞に対する類

義語の集合を記述する辞書を定義した。

試作システムでは、国名と品目に関する類義語辞書が下記の書式で記述されている。

辞書 名:類 義 語辞 書 基本 書式:dic(Key,Name,{Name1,Name2_1).

変
数
の

意
味

変数名 意味

Key 国 ・品 目 の区分 を示 す キ ーr_c,goodsの2種 類(注)

Name 基本名詞

Name-i 類義語

注.r_c:報 告 国及 び相手 国(共 通)

goods:品 目

このような形式で知識を蓄えることにより、1件 の基本名詞に類義語を何種類でも定義
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す ることができる。但 し、現在のところ同 じ類義語を もった基本名詞が複数存在するとき

の取扱は、明確に決 められてお らず、最初に見つか った基本名詞が採用されるようになっ

ている。また、基本名詞 と基本名詞の間の意味的な関連 も考慮 していない。

類義語辞書は、最 も件数の多 い辞書であ り、今後内容を充実 してゆ くうえで、高速の検

索を行うしくみを検討する必要がある。また更新の際に、既存の知識と矛盾や競合が発生

しないかどうかチェックを行うしくみも必要である。

実用的な類義語辞書を構築するには、統計の分類体系をもとにした大規模な作業が必要

であるが、ユーザが使用した用語を逐次類義語辞書に蓄える機能を工夫すれば、稼動回数

が増えるにつれて、自動的に、辞書を充実させることが可能である。

但し、この場合類義語のなかで、個人的な言い回しに相当する、特別な用語がi共通知識

ベースに蓄えられないように、監視をする必要がある。(個 人辞書と共有辞書の区別の必

要性 も指摘 された)、
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3.2.3統 計に関する知識及びデータベースに関する知識

統計 とデーベースに関する知識は、本来区別 して考えるべきであると思われるが、実際

上、データベースの専門家が統計に関 しても知識を持 ってコンサルテ ィング している場合

が多 く、試作 システムの開発では、専門家の知識のうち、検索コマ ンドに係るものと、そ

れ以外の知識に分 けて知識ベ ース化 した。

本節では、検索 コマン ド以外 の統計及びデ ータベースに関する知識について説明する。

統計及びデータベースに関する知識 としては、(1)DB種 別辞書、(2}DB属 性辞書、{3)状

態メニュー辞書、{4)説明辞書、{5}導出辞書、〔6}導出式辞書 の6種 類である。

{1)DB種 別辞書

取 り扱 うデータベースの種類を下記の書式で定義する。

辞書 名:DB種 別 辞 書 基本 書式:def-db([D1,D2...1).

変
数
の
意
味

変数名 意味

D-i 取 り扱 うデータベースを示す識別子

注.現 在 日本貿易統計、各国間貿易統計、世界経済統計 の3種

データベースの種類の更新に対応可能である。

(2)DB属 性辞書

データベースの属性及び収録条件に関する知識を下記の書式で定義する。

辞 書 名 言DB属 性 辞 書 基 本 書 式:dbd(D,【Al,A2,..】,【Kl,K2,,.1,[Tl,T2_1{Yl

,Y2...】,【P1,P2..◆],【Ul,U2..・1).

Dが 収録する事項を示す識別子
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Tl,T2 Dの 収 録時点(T1～T2)∵T1<T2,TlとT2は 西 暦年 号

Y-i 年(年)、 暦年(年 度)の 内、Dが 収録するもの

P二i Dが 収録する期種(年 、半期、四半期、月の内)

u-i Dが 収録する単位(円 、 ドルの内)'

1

(3)状 態メニュー辞書

状態めメニューに関する知識を、下記 の書式で蓄える。

辞書名:状 態メニュー辞書 基本書式:de仁cond(C,{P1,P2,P3L[K1,K2_】).

変
数
の

意
味

変数名 意味

C 状態を示す識別子 『

P1 Cの 示す期間の開始時点に関する指示(注1)

P2 Cの 示す期間の終了時点に関する指示(注2)

P3 Cの 示す期間の年数に関する指示(注3)

K-i Cを 状態として持つ事項の識別子

注1ユ ーザに指示を させるとき=y、 それ以外のとき=D

注2ユ ーザに指示をさせるとき=y、 最新値のとき・=new、 それ以外のとき=D
注3数 字で、期間に含 まれる年数を指定する
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㈲説明辞書

事項及び状態に関する説明文を下記の書式で蓄える。

辞 書名:説 明 辞書 基 本書 式:exp(K,'E').

変
数
の

意
味

変数名 意味

K 事項または、状態を示す識別子

E 説明文

`1

注.説 明文 は、説明アイコ ンがクリックされた時に説明ウィンドウに表示される
、 〉

㈲導出辞書1

導出の必要な事項に関して、導出の方法を、下記の書式で定義する。

辞書 名:導 出 辞書 基本 書式:rd(K,{'V1','V2'...},[N1,N2..,L$E$,い1,A2_D.

変
数
の

意
味

「

変数名 意味

K 事項を示す識別子 、

V-i Kを 算出するために必要な変数名(注1)

N-i Kを 算出する為の演算式番号(注2、 注3)

E

〈

,、 「

説明文

A-i Kの 属性を示す識別子
.、

注1.必 ず取り扱うデータベースに収録されていること
注2.必 ず導出式辞書で定義されていること ・
注3.導 出式は複数指定が可能であるr

⑥導出式辞書 一

導出に必要な算式を、下記の書式で定義する。

辞書名:導 出式辞書 基本書式:fd-f([`Ol$FORH$]).

変
数

変数名 意味

NO 導出式番号
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の
意
味

FORn 導出式(注)
'

`、

注.導 出式 に使 うこ とので きる変 数 は、A,B,C山,Eの5変 数 で あ る

3.2.4画 面制御及び レイアウ トに関する知識

画面制御に関する知識は、画面上で、入力用の枠をどのように表示するか ・・という知

識で、制御情報に近い。 しか し、内容 として、各属性のデフォル ト値等の情報を持 ち、ま

た、対象分野を追加 し、入力 フレームと画面を連結させ る情報 なので、知識 として取 り扱

う 。

(1)入力枠定義辞書

属性入力枠 の位置とデフォル ト(初 期に表示 される文字列)の 定義を、下記の書式で記

述する。

辞 書名:入 力 枠定 義辞 書 基 本書 式:iw(A,[C1,C2],[$S1$,$S2$,SWD.

変
数
の
意
味

変数名 意味

A 属性を示す識別子(注1)

C-i 表示位置のxy座 標

S1 Aの デ フォル ト

S2 Aの 枠の後に表示する文字列(注2)

SW 連動するメニューウィン ドウ名(注3)

注1現 在r-c,d-c,kind,cond,goodsの5種"

注2「 の」、 「に対 す る」等

注3連 動す るメ ニ ューがな い ときは、offと 記 入
、
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(2)メ ニュー定義辞書

メニュー画面に関する定義を、下記の書式で行う。

辞書名:メ ニ ュー定 義辞 書 基本 書式:mw(A,[C1,C21,[NLN2,AR,MHEl).

変
数
の
意
味

変数名 意味 ・

A タ イ トル 、

C-i 表示位置のxy座 標

N1,N2 X方 向,Y方 向の分割数

AR 属性を示す識別子(注1)
'

NAnE ウィン ドウ名(注2)

注1現 在kind,cond,の2種

注2ウ ィン ドウ定義 辞書 て定 義 されて い ること

{3}ウインドウ定義辞書

属性入力枠以外のウィン ドウの位置の定義は、下記の書式で記述す る

':
辞 書名:ウ ィン防 定 義辞 書 基 本 書式:wind(NAHE,C1,C2,c3,C4,KIND).

-

変
数
の

意
味

変数名 意味

NME ウィンドウ名1

C-i 表示位置のxy座 標(左 上、右下)

KIND ウィンドウの種類(注)

注 現 在icw(メ ニ ュ ーウ ィン ドウ)の み
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3.2.5検 索コマ ンド生成 のための知識

検索コマンドを生成するためには、次の2つ の知識が必要である。

(1)コマンドに関する知識

②コー ドに関する知識

以下、試作システムで実現 した これ らの知識について述べる。

ω コマ ンドに関す る知識

一般的に検索コマ ンドは、各データベースの特徴を反映するように設計されている。す

なわ ち、同一ーシステム内で提供す るデータベース群についてぐ検索 し易いようになってい

るため各システムによ加 マンド体系が異な'る・切 だめ・横銅rは 異なる'㍗ ド体

系毎に検索目的に応 じたコマ ンドを選択 したり、同一コマ ンド体系において も適切なパ ラ

メータ設定を行 うことが必要となる。コマ ンドに関す る知識とは、検索目的に応 じたコマ

ンドを選択 し、パ ラメータ設定を行 う知識といえる。

試作 システムでは、経済 ・貿易分野に関する次の3つ のデータベースを対象にしている

①世界経済統計:IMF加 盟国の主要経済指標に関する情報等を収録 したデータベース。

② 日本貿易統計:日 本の輸出入 に関す る貿易情報を収録 したデ ータベース。

③各国間貿易統計':任 意の2国 間に関する貿易総額を収録 したデータベース。

これ らのデ ータベ ースで は・デ ー タづ 一ス検 索用 にVI,用 検 索 言語(以 下・EUL:EndUser

Languageと 略記)を 備えてお り、検索コマン ドとして表3.4に 示すよ うなものが用意
ヤ

されている。今回のプロ トタイプでは、検索のみを目的とし、表示、.加工等の検索後の処

理については対象 としていない。

このため、項目コー ドを直接指定 して検索指定を行 う基本コマ ンド 「RETR」 コマ ンド

について、3つ のデータベース毎 にどの様なパ ラメータを設定すればよいかという知識を

検索コマ ンド生成プログラムで表現 している。

その他、導出を必要 とする事項が選択 された場合について、次のよ うなホス ト側で加工

を行 うコマンドを試験的に生成 するようにしている。

・上位n力 国:MAJORコ マ ンド(日 本貿易統計)

・上位n品 目:MAJORコ マ ン ド(日 本貿易統計)

・前年同期比:DISP-SRATIOコ マンド(世界経済統計 ・日本貿易統計)

RATIOコ マンド(日 本貿易統計)
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表3.4EULの コマ ン ド

◇RETR:デ ー タを 検索 す る。(項 目を 直接指定 で きる もの)

◇F'IND:デ ー タを検索 す る。(項 目を 直接指定 で きな い もの)

◇D'ISP:デ ー タを表示 す る。r"前 年 同 期比"',tt"成 長 率"な どの関数 が使用 で き る。

◇GRAP:デ ー タを グ ラフ表示 す る。 折れ線 グ ラフ と棒 グ ラフが表示 で きる.

◇KEYL:指 定 され たデ ー タ項 目につい て、デ ータ数を 出力 す る。.,t・ 、

◇MOVE:検 索 結果 を ホス トの作業 領域 に出力 す る。'1

◇SAVE:検 索 結 果を指 定 され た ファ イル に保存 す る。'1

◇AND,OR,NOT:保 存 された フ ァイル間 の集 合演算 を行 う。 、

◇LET:演 算 式 を定義 す る。 ピ ・..、.

◇SORT:デ ー タ の並 べ 替 えを行 う。

◇PTONLP:検 索 結 果 をプ リンタ ーへ出力 す る。

◇PTOF:PTONコ マ ン ドを解 除す る。.・'』tt、.

◇DONE:検 索 を 終了 す る。

(2)コ ー ドに関す る知識

貿易分野においては、 「いつ」、 「どこ(国)」 か ら 「どこ(国)・ 」へ、、「何(品 物 ・

価値)」 が移動 したか ということが問題となる。すなわち、データベースの項目として時

点、国 ・地域名、品目名、価額 などに関する情報が収録 されている。 これらの収録項目に

ついて、例えば次のような対応 コー ドが決め られている。検索時には〉 これ らの コ〒 ドを

指定することにより、検索が行われるC・'"・ ・

◎時点:暦 年…CY

会計年度…FY

四半期…C9・ 、..lt.'、r,..

月…岡

◎国 ・地域名:日 本←→158(世 界経済統計 ・各国間貿易統計)

西 ドイツ ←→134(世 界経済統計 ・各 国間貿易統計),213(日 本貿易統計)
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◎品目名:自 動車←→2934(日 本貿易統計)

テ レビ←→2941(日 本貿易統計)

コー ドに関 す る知 識 は、 デ ー タベ ース選 択'・制 御部か ら引 き渡 され た項 目情報 を対応 す る

コー ドに変 換す る知識 であ る。 プ ロ トタ イプ では、 コー ドに関 す る知 識 を知識 ベ ース と して

表現 して い る。 コー ドに関 す る知識 ベ ース の概 要 は次 の通 りで ある。

◆知識 ベー スの構 築

・品 目:概 況分類 約900品 目

・国 ・地域:約230カ 国 、15地 域 、j

・IFS系 列;約40系 列

◆知 識ベ ース の構 造

・品目 の知 識 ベー ス

9_code(Name,Code).

Name:品 目 名(基 本名 詞),

Code:概 況 分類 の品 目 コー ド ・i、

一般品 目…[輸 出 コー ド
,輸 入 コー ド]

特 殊 品 目…'先 頭 を除 く2桁 以 降 のコー ド'

例.g_code(食 料 品 及び 動物,['310,'410']).

g_code(鉄 鋼,'2921').

・国 ・地域 の知識 ベ ース(基 本名 詞)

c_code(Name,Code_1ist).

Name:国 名 、地 域名

Codelist:[世 界 経 済統 計 コ ー ド、 各国 間貿易 統計 コ ー ド、 日本 貿易 統計 コー ド]

倣c_code(日 本,[158,158,*]).;t*'は 、 対応 す るコー ドがな い ことを示す。

・系列 コー ドの知識 ベ ース

k_cOde(Name,Code,Attribute-List).

Name:系 列 コー ド名

Code:系 列 コー ド

Attribute-list:同 一 の系 列名 に対 して複 数 の系 列 コー ドが存在 す るので、 一つ の

コー ドを特 定 す るため の属 性 リス ト。

一54一



{列.kcode(GNP,[unitCNC')]).

Kcode(GNP,[unit('NC'),r_c(西 ドイ ツ)]).

』
r

.

〆

「

、

`

`

、

ト

、

、
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3.3知 識獲得の経緯

IRSの 知識ベースは、6種 類の内容を持っているが、今後の運用上知識の内容の正確

さや、追加更新 のし易さが、知識ベースの質を確保する上で重要である。

知識の獲得にあたって は、デ ータベースのマニュアルか ら抽出したもの、専門家へのア

ンケー トや、イ ンタビュー等を行 った。

現状では、試作 システムとしてのIRSの ための知識収集が終了 した状態であるが、今

後の拡張や、メ ンテナンスを念頭において、知識獲得の経緯をまとめてお く。

(1}検索要求の表現に関する知識獲得

検索要求の表現に関 しては、3.1に 詳 しく経緯を説明 したが、知識獲得として、まと

めると、下記のよ うになる。

① 通産 ジャーナルより検索要求を抽出(100数 件)

② 専門家 との協議を経て、設定 したフレームに①を適用 して、不具合点を検討 し、再度

フレームを設定 しなおす。また、検索対象 としてとりあげた3種 類のデータベースの

マニュアルよ り、収録項目を調べて、この範囲に関 して、確かに不都合が生 じるか否

か検討する。

このよ うに して最終的なフ レームが決定するまでには、半年以上の時間がかか っている。

ユーザの使用 イメージや利用範囲が明確になっていれば、もう少 し速 く議論が収束 した とお

もわれるが、なるべ く多 くのユーザに対応できるものを作りたいという目的があ ったため、

敢えて、利用範囲を限定せずに作業をお こな った。

また、データベース側か らでな く、ユ ーザ側か らの要求表現を検討 したい ときに、、デ ー

タベースに関する知識があると、かえって純粋なユーザ要求を捉えにくい … という現象

も見 られた。素人がなにを欲 しているか … というよ うな知識に関 しては、 もう少 し、方

法を検討する余地があると思われ る。

②類義語に関する知識獲得

国名に関 しては、データベースのマニュアルに記載された国名を基本名詞 として、基本名

詞に関する知識獲得はできたが、類義語に関 しては、 よ く使われる国名を開発者の判断で登
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録 した段階で、件数 も少 ない。

百科辞典等か らの獲得や、市販のシソーラスの利用等が今後の対策 として考え られる。

品目に関 して・は、概況分類を基準に基本名詞を収集 した。類義語は、国名 と同様で、大

規模な知識獲得 は、行 っていない。品目に関す る類義語は、国名に関するものよりさらに

多いことが予想 され、また慣用的な呼び方が人によってまちまちである場合がある。 、

個人的な辞書と共有辞書の使い分 けを工夫するとともに、自動的な知識獲得や、知識の

整合性のヂェック機構等、知識 の管理を行 う機能が必要である。、

(3)統計及びデータベースに関す る知識獲得

統計及びデータベースに関す る知識に関 してはミ知識ベースの構造を決定するまえに、対

象 とするデ ータベースのマニュアルよ り、下表 の知識を獲得 した。

表3-5デ ータベ ースに関する知識'■

'注 .日 本貿易統計2は 、 日本貿易統計を

品目ゴー ドに関 して改訂 したもの

c

日本貿易統計 、日本貿易統計2 各国間貿易統計 世界経済統計

・出典 日本貿易統計と同
1

・出典
Y・出 典 ・

大蔵省日本貿易月表 様 IMF作 成 … IMF作 成

. DirectionOfTr 日nternatiOnal

adeStatistics' Financial'Stat

・輸出入合わせて12千 品目 ・輸出入合わせて ・2国 間輸出入額 istiCS三 、

の相手国別通関金額、・数量 122千 品 目' 輸出入シェア、双
',◆ 為 替 レ'〒'ト 、

、

、 極化指数 国際流動性、通

・最新36ヵ 月分の月次デ ー 日本貿易統計と同 ・最新40時 点分 貨当局、預金通
F

タと最新7年 分の年次デー 様 ← ' の年デ ータと最新
・貨銀行ぐマネタ

タ 72時 点分の月次 リサ 三ベイ、 そ

イ こ,、,
rI

、 データ、最新7泡 ,の他の金融、国
,

.

時点分の四半期デ 際取引、利子、
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・月末に前月のデータが収録

され る。 『

・品目コー ドは、BTN,通 ・品目コー ドは

白分類、概況分類の3種'HS

(注BTN・=CCCN)

・最終 は1987年12月 ・1988以 降

以降はHSTRADEに 切

替え

・税関を通過する貨物に関す 日本貿易統計 と同

統計'様 ・

但 し10万 円以下の貨物や

見本品等 は除 く。

・計上時期

輸出=出 航月

輸入=許 可、承認月

一タ

・2ヵ 月 前 のデ ー

タ(20日 更 新)

・品 目分 類無'

物価、生産、国

際収支、政府金

融、国民所得

・1960以 降

の年データ

・19701

期以降の四半期

・1975・1

以降の月データ

'・2か 月前 のデ

ータ(10日 更

新)

・国 ・国 コ ー ドは 日本 ・国 コ ー ド

輸出=仕 向け国 貿易統計と違う 160国

輸入=原 産国 160国 ～

220国 、33地 域

・数量(統 計品目標 による)

単位未満切捨て ■ ●

重量は純重量

・価格(千 円及び ドル単位) ・100万 ドル ●

単位

1

輸出=FOB価 格

単位未満切捨て 輸入=CIF価 格

・12月 にデータの補正行 う

《
1

・グラフ、国別一覧表等作成 ・グラフ作表あり ・グラフ作表あ

の機能あり り
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・検索コマ ンドは独 自 ・検 索 コマ ン ド

EUL

・EUL

表3-5は 、データベースの収録に関する情報であるが、 さらにデータベースの検索属性

より、つぎのよ うなデータベース選択手順が得 られた。

日本に関する輸出入で、品目の指定があれば日本貿易統計

日本に関する輸出入で、品目の指定がなければ日本貿易統計か各国間貿易統計

日本に関係のない輸出入で、品目の指定があれば検索不可能

日本に関係のない輸出入で、品目の指定がなければ。各国間貿易統計

輸出入以外で為替レー トならば世界経済統計

輸出入以外でGNPな らば世界経済統計

また、貿易統計以外のデータで、貿易統計と関連の深いデ ータについて、専門家か らのア

ンケー トにより、知識獲得を行 った。(付 録5)

実際 に専門知識のない開発担当者が検索をおこない、不明な点について、専門家に問い合

わせ、データベースQ&A集 を作成 した。(付 録3)

状態 として、蓄積すべ き項目を収集するために、通商白書の図表タイ トルを使 って、専門

家 に重要度を判定 してもらうア ンケー トを実施 した(付 録2)

(4}検索コマ ンドに関する知識獲得

データベースのマニュアルを使い知識獲得をお こなった。

マニュアルによ って判断の難 しい、検索コー ドの選定方法に関 しては、専門家に問い合わ

せた。(付 録3)

検索コー ドについては、マニュアルか ら充分な情報がえ られないものがあ り、専門家 も、

実際に検索 して、得 られたデータをみて、判断を行 う場合 もあることが判 った。
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第4章IRSの アル ゴリズム

本章では、IRSの 機能を実現するための主要なアルゴリズムに関,して説明を行う。

IRSで は、"オ ブジェク ト指向"と 呼ばれる制御方式を採用 してお り、 システムとして

の処理は、各機能の主体である"オ ブジェク ド に定義 された変数や手続 きを、"メ ッセ

ージパ ッシング"と 呼ばれるオブジェク ト間の通信によって起動 して、実現 している。

特にIRSに 特有なアルゴ リズムは、知識ベースを使 って検索の支援をおこなう部分で

ある。.知識ベースは、3章 で説明した構造を もってお り、知識ベースごとに、異なるアル

ゴリズムが存在 し、全体 としてのコンサルティング機能を実現 している。 ・

支援の手順に従 って、①データベース選択、②データの導出、③状態の読替え、④検索

コマ ンドの生成 … の各機能について、知識ベースとの関わりを中心に、アルゴリ,ズム

を説明する。

システムの拡張性を考慮すると、 このアル ゴリズムが、あ る程度の一般性を持 っている

ことが、,重要であると思われる。

4.1デ ータベース選択

データベース選択 は、試作 システムの基本的な機能で、ユ ーザの入力 した検索要求の属

性か ら検索可能なデ ータベースを知識ベースを使 って選びだし、ユーザが検索不可能な要

求を入力 しないよう入力画面を書き換える機能である。

4.1.1選 択のための処理の流れ

試作 システムによるデータベース選択の基本的な処理 は、下記のようにな っている。

① 検索要求を5個 のキーワー ドか ら構成される文章 としてユーザに示 し、キーワー

ド部分をユーザ に入力させ る。(キ ーワー ドは検索要求の属性を示 している。)

事項 と状態については、メニュー画面及び説明画面が表示される。
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画面例

(報告国)の(相 手国)に 対す る

(事項)に 関 して

(状態)を

(品目)に ついて知 りたい

()が キ ー ワー ド

② キ ーワー ドを1件 入力する度に選択可能なデ ータベースの絞 り込みを行い、知識

ベースを使 って表示されている入力画面のメニューやデフォル ト値を変更する。(ユ

ーザが入力する画面に表示 されているメニューやデフォル ト値は、必ず検索可能なも

のだけになっている)

4.1.2必 要 な知 識 ベー ス とデ ー タ

デ ータベ ース選択 に必 要 な知 識 ベ ース と処理 の過 程 で使 用す るデ ー タを下 記 に示 す。

ω デ ータ ベー スの属 性、 収録 状況 に関 す る知 識

DB属 性 辞書

dbd(DBNAME,ATR,KIND,PERIOD,CF,STEP,UNIT)

DBNAME

ATR

:デ ータづ一スの名前

:デ ータベースの属性及び定義域の リス ト

下記の属性名の中か ら当該データベースの属性 となっ

ているものを記入する。定義域に制限があれば、属性

名 の後 に([定 義域1)の 形式で追加す る

属 性 名:r=-c...報 告 国

d _c... .相 手 国

kind.、..要 求 種 別

cond...条 件

goods.、.品 目

KIND :デ ー タベ ース に収録 され た事 項 の リス ト
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PERIOD・:デ'一;タ ベース の収録 期間 リス ト

CF:年 、 年度 の種別 リス ト

'STEP:年
、 半 期、四 半期、 月等期 種 の リス ト ・

UNIT':単 位 リス ト

1　tjdbd(trade,[r_c({日 本]),d_c,cond.goods,ki・nd]・

,[輸 出 額,輸 入 額],

,[1981,1988},

,[年,年 度],

,[年,半 期,四 半 期,月]}

,[円 ㌧ ドル])∴ ・'

② 検索 要求 に関 す るデ ータ

入 力 され たキ ー ワー ドの属性名 ど入力 値

例r_c『,日 本1

③ 検索 要求 の入力 状況 に関す るデ ータ

検索 可能 なデ ータベ ースの リス ト(入 力状 況 に応 じて 内容 が変更 す る)

9iJ'[db1,db2,db3工

(4)入 力 画面 表示 用デ ータ

事項 用 メニ ューデ ーダ ト"

例mwdb(事 項 、輸 出額).'.

状 態 用 メニ ュ ーデ ータ

例mwdb(状 態 、 最新値).

属 性 別 デ ラ ォル ト値.'・"

例d_c(全 世 界).

4.1.3デ ータベース選択 のアルゴリズム

(1)入 力 された属性名と入力値がデータベースの属性 と定義域にマッチす るか否か

検 索 可能 なデ ータベ ースの リス トにあ るデ ータベ ースにつ いて チェ ックす る。

(2)マ ッ チ しないデ ータ ベースを検索 可能 なデ ータベ ースの リス トか ら除 く。

(3)検 索 可 能 なデ ータベ ースの リス トに含 まれ るデ ータベ ースの属 性 リス トの和集
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合が以降入力すべ き属性 となる(定 義域が固定値ならば属性値は、自動的に固

定 される。但 し、事項が導出を伴 う場合は、この処理は行わない。次節参照)

(4}検 索可能なデータベースの リス トに含まれるデータベースの事項 リス トの和集

合が以降選択すべき事項のメニュ「となる。

㈲iii、ivを もとに入力画面を変更 し、・すべての属性が確定す るまでiか らvの 処

理を繰 り返す。

4.1.4知 識のメ ンテナ ンス及び拡張性

データベースの収録状況に関す る修正 は、プ ログラムの手直 しではな く、prologの デ ー

タベースの修正で可能になっている。

貿易統計以外の分野を対象 とす る場合、卜事項、状況以外の属性は、無意味になり、新た

に必要な属性が発生す ると思われ るが、 その分野に関する検索要求を、貿易統計 と同様に

属性の組で表現することができるのであれば、データベニスの収録状況に関 しては、対応

が可能である。

報告国 と相手国が交換可能であるという関係等、属性間の固有の関係については、まだ

対応ができていない。。 このような関係の一般化は、かな り困難 と思われ検討を要す。

メニュー画面は、データベース収録状況か ら自動的に生成 されるので、メンテナンス性

は良い。説明画面の修正は、prologの デ ータベースの修正で可能になっている。

データベースの種類が増えた時に、あるデータベースに とって意味のない属性がテ ンプ

レー ト上に表示 される場合がある。(現 在でも世界経済統計の場合相手国、品 目は、無意

味であるが、相手国一全世界、品目=全 品 目 と表示 させている)

全域カテゴリ(全 世界、全品目等)を デ フォル トとす るとテンプ レー トが不 自然になる

場合どのよ うな対応をするべきか検討を要す。
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4.2導 出に関するアルゴリズム

検索要求の中の 「事項」は直接デ ータベースに収録 されている場合 と、デ ータベースに

収録 されたデータを加工 して得 られ る場合がある。後者の場合、事項 として入力 された用

語か ら知識ベースに収録 されているデ ータの加工方法を検索 し、要求 されたデ ータを導 く

(ここでは、 これを導出と呼ぶ)

また導出の場合は、複数のデ ータベースを検索 して得 られたデ三夕に演算を施 して、1

つのデータを求める場合がありkデ ータベースの取扱上注意が必要である。

2.2.1導 出のための処理の流れ

導出は、ユーザが属性入力の際に、事項を選択 し、事項のメニューの中か ら、導出の必

要な項 目を選択 した時に発生する。

(1)ユーザが導出の必要な項目(輸 入依存度等)を 選択する

検索 可能な デ ータベ ース は(∴'

の

輸入類 に関して
最新値 を
窒品目

) 入力確定 前画面へ 終了

全世界

について知りたい

に対する

事項 説明

輸出額 輸入依存度
輸入額
輸出数量
輸入数量

②選択 された項目がDB属 性辞書の事項として蓄え られていない場合は、導出が必要 と

判断する

(3)導出辞書を さが して導出に必要なデータベースを探す。

㈲導出に必要なデータベースの属性よ り、入力画面のメニューやデフォル ト値を変更す

る`

4.2.2必 要 な知 識 ベ ース とデ ータ

(1}加 工 に必 要 なデ ータ(直 接デ ータベ ースに収録 されてい る もの)と 加 工 方法

導 出辞 書

rd(KIND,【V1,V2,...】,{FNOI,FNO2,...]、$COMMENT$,A_LIST)◆
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‖伊

(2)

KIND:事 項 の名前

V1,V2...:加 工 に必 要な デ ータ

FNOI,FNO2...:加 工 式 番号

COMnENT:説 明文

A_LIST:属 性 の リス ト

(注)加 工 に必 要 なデ ータ は5種 類 まで使 うことが で きる。

FNO-iの 加 工 式を定 義 した導 出式 辞書 の加 工式 の 中で、 この

デ ータが順 にA,B,C,D,Eと 判 断 され て加 工演 算が行 われ る。

rd(輸 出 依存度,[輸 入 額,GNP】,[1,2],

$国 民 総 生産 に対 す る貿 易 の寄 与$、

[r-c,d-c([全 世 界1)、cond,goods([全 商 品1),kind]).・

加 工式

導 出式 辞書

rd _f(FNO,$FoRMURA$).

FNO:加 工 式 番号

FORMURA:加 工 式

{列rd_f(1,$A/B$).

4.2.3導 出のアルゴ リズム

(1)ユ ーザが指定 した事項がDB属 性辞書の事項 として蓄え られていない場合は、導出を

伴 うと判断 し、一般的なデータベース選択のアルゴリズムと区別する。

② 導 出辞書に定義 された属性 リス トが以降入力すべき属性となる。

(3)導 出辞書に定義された加工に必要なデータを収録するデータベースをデータベ

ース辞書よ り探索 し、検索可能なデータベースのリス トを変更す る。

(4)検 索可能なデ ータベースの リス トに含まれるデータベースの事項 リス トの和集

合が以降選択すべ き事項のメニューとなる。

(5)iii、ivを もとに入力画面を変更 し、すべての属性が確定するまでiか らvの 処

理を繰 り返す。
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4.2.4知 識のメ ンテナ ンス及び拡張性 「

導出は、基本的に、・デ ータベースか ら検索可能な変数 と定義式 によ って定義 される

変数の変更や定義式の変更 には、prologの データベースの修正により対応ができる。

導出に用いる変数が更に導出を要する場合は、まだ対応 していないが、若干のアル

リズムの追加により対応可能である。

但 し導出式が複雑になると、知識ベースが大変見に くくなり、入力 の誤 りが多 くな

ることが懸念される。'

現在、導出は、2種 以上 のデータ間の演算を要するもの。状態1ま、1種 のデータの

表示方式に関するものと区別 しているが、両方の要素をもった用語に対 してどのよう

に対応すべきか検討を要する。
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4.3検 索コマ ンド生成 一

ここではぐ検索コマ ン ド生成 のアルゴリズムについて述べる。.

4.3.1検 索 コマン ド生成部

データベース検索部の一部である検索コマン ド生成部 は、下図のような構成になっている。

検索コマ ンド生成部

db1用 検索コマバ

生成カグラム

db2用 検 索コマンド

生成プログラム

db3用 検索コマ洲

生成カグラム

1 1
・レ

db1用 知 識ベース db2用 知 識ベース db3用 知 識ベース

1

共通知識ベース

検索 コマン ド生成部 は、3つ のプログラムと4つ の知識ベースで構成 されている。設計

方針として各データベース毎にコマンドの生成部を設計 した。 これは、次のような理由に

よる。

ω検索 コマン ドのデータベース毎の差異が大きいこと。

{2}データベース検索 コマ ンド選択 ・制御部によって検索対象のデータベースが選択 され、

るため 必要なコマ ンド生成部をその都度 ロー ドした方がメモ リーの節約になること。

(3)コマンド生成部に変更が生 じた場合、個々の生成部のみで変更が完結すること。

また、知識ベースについて も共通にできるものとできないものがあり、それぞれについ

て設計 した。

4.3.2コ マ ンド生成 のアル ゴリズム

コマンド生成 は、データベース選択 ・制御部から引き渡された検索要求項目を知識ベー

スによってコー ドに変換 し、それ らをコマ ンドと組み合わせ ることによって行われ る。

(1)引き渡 される検索要求項目

データベース選択制御部か ら引き渡される情報は基本的に以下の変数による。
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・jikou

'r
_C

・d
_c

・goods

・jiten

…GNP等 の統計属性。

…報告国の基本名詞。

…相手国の基本名詞。

…品目の基本名詞

…年 ,年度等の時点種別、及び時点

・jyoutai… 上 位n力 国等 の状 態。t・

・unit… 各 国 通貨建 て か ドル建 てか の単 位種別。

また、"RETR'』 マ ン ドを生 成 す るあに必要 なパ ラメータ リス トを 下表 に示 す。・

db1 db2 db3

品目 ○ × × ・

系列 × × ○

国 ・地域 ○ O O'

(2}基本 アル ゴ リズ ム'

"RETR"コ マ ン'ドを生成 す るアル ゴ リズム は次 のよ うにな る
。

i'・jikou'ま た は`goods》 の 値 を参 照 して、 系列 コー ド(db3)ま た は品 目 コー ド(db1)

を 生 成 す る。 ・

ii'r_c'ま た は'd_c'の 値 を参 照 して、 国 ・地 域 コー ドを発生 す る。'

iii'jiten'の 値 を参 照 して、 時点 コー ドを生成 す る。

iv生 成 したパ ラメ ータ を"RETR"の コ マ ン ドフ ォー マ ッ トに従 って並 べ る。

また、"RETR"コ マ ン ド以 外 に 「状 態 」の値 を参照 に して別 の コマ ン ドを生 成 す る場 合 も

あ る。以 下 に、 具体 例 を示す 。

例.

「日本 の ソ連 に対 す る1989年 度 の 自動車 の輸出額 につ いて知 りた い。 」・とい う検 索要求

が入 力 され た とす る。 デー タベ ー ス選 択 ・制御 部 は、 対象 デー タベー スをdb1と 決 定

し、db1用 の コマ ン ド生 成 プ ログ ラムに次 のよ うなパ ラメータを 引、きi渡す。
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〈db1に 引 き渡 され るパ ラメータ〉

・jikou

'r
_C

・d
_c

・goods

・jiten

… 「輸出額」

…TRADEで は"r _c=日 本"が 自明のため、 このパ ラメータは引き渡されな

い。

… 「ソビエ ト連邦」(ソ 連の基本名詞)

… 「自動車」(自 動車 の基本名詞)

… 「89」及び 「年度」

・jyoutai… 状 態 は指 定 されて い ない ので、 引 き渡 され な い。

・unit…TRADEに おける単位指定は、jyoutaiが 指定 されている場合 に有効なので

この場合 は、引き渡されない。

<db1用 検 索 コマ ン ドの生 成>

i"jikou"及 び"goods"の 値 に よ り、 自動車 の輸出 コー ド'32933'を 発 生 す る。

ii"d_c"の 値 に よ り、 ソビエ ト連邦 の国 コー ド'224'を 発 生す る。

iii"jiten"の 値 によ り、'89FY'を 発 生 す る。

ivパ ラ メー タを正 し く配列 して 、 「RETR」 コ マ ン ドと結 合 す る。

"RETR32933/224/89FY"が 生 成 され る
。

{3)プ ア イル出力

プ ロ トタ イプで は、 検索 コマ ン ドを生成 した後 、 その コマ ン ド群 を フロ ッピーデ ィ入ク

にダ ウ ンロー ドす るよ うにな って いる。 この生成 コマ ン ドを用 いて検索 を行 う場合 に は、

一旦
、IRSを 終 了 させ て通信 ソフ トを立 ちあげてか らホス ト側 に コマ ン ドを送信 す る こ

とにな る。今 回 は、市 販 の通信 ソフ トを用 いた コマ ン ドの送 ・受信 テ ス トを試み、動 作を

確 認 した。.、
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第5章IRSの マ ンマ シンイ ンタ ーフ ェ イス

本章では、IRSの マ ンマシンイ ンターフェ イスに関する説明を行 う。

本年度に開発 した試作 システムは、パーソナルコンピュータ上で開発され、キニポー ド

とマウスを使 ってユーザが必要なデータの入力を行い、 システムが、データベース検索 コ

マ ンドを生成 した後、ホス トコ ンピュータ上 のデータベース との通信を行 って、必要なデ

ータ検索を行 う仕組みになっている。

人工知能導入の一つのね らいは、ユーザが煩雑な システム操作から開放され、 自由にデ

ータ検索をお こなうことができるようにすることで ある
。

本章では、ユーザに とっての操作性に着目 し、従来のデ ータベース検索と比べて、IR

Sが 、どのような特徴を持 っているかを重点的に説明する。

5.1画 面構成

(1)検 索指示画面

最初にユーザ に示 される画面で、検索要求 として報告国、相手国、品目、事項、状態の

5つ の属性を入力するための画面である。

一→入力確定アイコン

検索可能データベース表示域← 一 一→前画面指示ア

「→終
' 、

検索可能なデ ータベースは (三 liii・) 入力確定 前画面へ 終了

の 全養堺 に対する
i 輸入額
報1

に関 して

告事1
最新償 を

国項状i
全話目 について知 りたい

人入態品 ▼

力力入目 相
枠枠力入 手
枠力 国
枠 入

力

㌧

枠

ノ

終了ア イコン

ユーザは、報告国入力枠、相手国入力枠、事項入力枠s状 態入力枠、品目入力枠に検索 し
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たい情報の内容を入力する。 これ らの入力枠には、初期には、デフォル ト値として、最も

入力頻度の高そうなデータを表示する。

報告国入力枠、相手国入力枠、品目入力枠は、 キーボー ドから文字列を入力するざ入力

の内容は、それぞれ報告国、相手国、品目である。

事項入力枠、状態入力枠は、メニューか ら希望する項目を選択す る。事項入力枠に入力

す る内容 は、1輸出、輸 入、GNP等 、統計の系列名に相当するものである。

状態入力枠に入力する内容 は、最新値、最近の10年 間等、時点に関する概念を示すも

のまたは、上位10品 目等、・系列 の選択方法に関するもの等である。

検索可能デ ータベース表示域は、検索可能なデータベース名を表示する領域である。初

期には、システムで取り扱 うすべてのデ ータベースが表示 されてお り、ユーザが属性を入

力する度に、検索可能 なデータベースのチェックを行い、その時点で検索可能なデータベ

ース名を更新 し、 この領域に表示す る。

入力確定アイコンは、入力枠の一部 に入力をお こなった時点で、残 りの入力枠 は、デフ

ォル ト値をそのまま使いたい時にマウスでク リックする。

前画面指示アイコンは、入力の途中で、前の画面に戻 りたい時にマウスでクリックする

終了アイコ ンは、 システムを終了 した移時にマウスでクリックする。,

② メニュー画面(事 項 と状態)

事項 と状態 の2属 性に関 して、入力値を選択す るための画面である。

検索可能なデータベースは

日ホiiiii・ の
輸2瀕
最新値 を

全話目

(i・1・'1) 入力確定 前画面へ 終デ

に関 して
全日堺

について知りたい

事項
1説明

輸出額
↓

説
輸入額 明
輸出数量 ア

輸入数量 イ

L－事項メニ_ う'

に対する

状態

此期
比

値

同
P

新
移
年
N

最
推
前
G
"已

状態メニ。一

説明i
… ↓」

説

明

ア

イ

コ

ン

注.ユ ーザの指定に応 じて事項 と状態のどちらかが表示 される

メニュニ画面は、事項または＼状態をユーザが選択 したときに表示される。ユーザ は、
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このメニューの中から事項または・状態を選択で きる。

事項の選択、状態の選択には、マウスを用し、る。

またメニューに表示された用語の意味が不明のときは、説明アイコンをクリックして説

明画面を表示 させ ることがで きる。

(3)説 明画面

メニュー画面に表示 された項目の意味を確認するための画面である。

検索可能なデータベースほ

輸入額'
最新値
全9品目

*********

輸入額/GNP
******

羅 して 酬 界
を
について知 りたい

類義語:*******
定義式の番号を入力 して下さい 注.ユ ーザが 「説明」を指示 した時に

表示 される

説明画面 は、ユ ーザが事項まは、状態の入力の際に、説明アイコンをクリックした場合

に、事項または状態メニューの上に上書 きされる形に表示される。

説明画面に表示 され る内容は、説明辞書に記述 された説明文を表示する。また事項の

場合で、導 出を伴 う用語のときは、導出式も同時に表示される。

導出式が複数あるときは、ユーザが どの式を使 うかを この画面か ら指示する。

㈲ 補助項目入力画面 及び メ ッセージ画面

補助入力画面は、時点、年 ・年度の区別、期種、単位を選択するための画面である。
メ ッセージ画面 は、 システムか らのメ ッセージを表示するための画面である。
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r.「
検 索 可能 なデ ータ ベース は("・'、:'ヅ 入 力確 定 前画面 へ 終了

日本≡ の 至世界 に対する
輸入額 に関して
最新植 を
全品 目 について知 りたい

年(年/年 度)の

一

輸入額 を
年(年/四 半期/月)毎 に 円(円/ド ル)ベ ースで 一

表示します
一

一 数字を入力して ください
、 ノ

一→ メ ッセ ージ画 面

補助項 目入力画面 ← ・

補助項 目入力画面は検索すべきデータベースが決定 した後、時点単位等データベース毎

の補助項目を入力す るために使 う。

画面には予めデータベースの収録に合わせてデフォル ト値が設定 されている。
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5.2デ ー タ入 力方 式

本節では、画面の遷移に伴 って、ユーザの操作手順を説明する。

試作 システムでは、ユ ーザは、キーボー ド入力 とマウス入力の2通 りを使い分 げる必要

がある。物理的な操作の手間 としては、 これは、煩雑であるといえる。

入力の操作性としては、このほかに、入力すべきデータが明確であるか、マニュアルが

な くて も操作が可能であるか、ユーザの望む結果が簡単に引き出せるか(検 索 してか ら、

自分の思 うもの と違 っているということがないか)等 を考慮する必要がある。

以下に操作手順を示 しなが ら、操作性 について考察する。

5.2.1操 作手順

入力は、基本的にマうスを使 って行 う。但 し報告国入力枠、相手国入力枠、品目入力枠

は、キーボー ドか ら入力を行 う。

マウス操作は、枠を指示 したい時に左ボタ ンをクリックし、表示 されている説明画商を

消去するときや、一度指示 したものをキ ャンセルしたいときに、右ボタンをクリックする。

検索指示画面
一→入力確定 アイコ ン

検索可能データベース表示域←
一→前画面指示ア

「→ 終
' 「

検索可能なデータベースは ¢……・:

'
・:'・) 入力確定 前画面へ 終了

全8堺 一 に対する

L
日・本'≡輸勇灘 の

に関 して
を

皆勤
最新健
全品目' について知りたい

国項状1
人入態品 ◆

力力入目 相
枠枠力入 手
枠力 国
枠 入

力

枠

s ノ

終了アイコン

基本的な作手順を下記に示す。(詳 細は、付録の操作マニュアル参照)

①検索指示画面にユーザが検索要求を入力するときは、マウスを使 って入力 したい入力枠

(報告国、相手国、事項、状態、品目のいつれか)を クリックする。入力枠への入力はど

のような順序でもかまわない。
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②入力枠をク リックすると入力枠が入力可能な状態になる。報告国、相手国、品目は、キ

ーボー ドより文字列を入力する。事項、状態は、入力枠をクリックした時点で、メニュー

画面が表示されるので、メニューの中からマウスで選択する。

③入2〕が終了すると、入力枠の色が変Qり 、マウうによる指示に反応しなくなる(入 力確

定の状態儲 る)・ データベ三スが限定され・入力可能踊 醜 に捌 限卿 えられると

きは、入力枠は自動的に確定状態になる。

⑭ ⑳ 入力枠が入力綻 の状態になると泊 動的に・難 入麺 酵 転 ずる・

入力確定状態になっていない入力枠が残っていても、入力確定アイコンをクリックする

と・各入力継 表示されたデフ・ル ト値を入加 と賊 して・入推 嘩 レ・酬 入力画

面を表示する。

⑭ 件入麺 醐 主選 択さ披 デニパ ースにあわせて・噸 や・単位のデフ・ルト値

を入力画面に表示する。

⑱細 入力輌 の入力枠も入麺 序は舳 である・.入力枠をクリ・け ると・汲 テムメ

ッセージ表示域が表示 される。

⑦時点の入力は、西暦 の数字を入力する。数字を入力 して改行き一を押すと入力確定 の状

態になる。

鍵 位 獅 はぐユーt」'の選択する・とのできる囎 をO日 頃 示する・マウスの右

ボタ ンをクリックすると、枠内の文字が()内 に表示された順に変わ ってゆ く。

ユニザ は、選択 したい項目が入力枠 に表示 された状態で、マウスの左ボタンを クリック

す ると入力確定状態になる。

⑨全ての条件入力が終了すると検索 コマン ドをシステムメ ッセージ域に表示する。

5.2.2従 来 システムとの比較

従来のデ ータベース検索 システムと比べて試作 システムの インターフェイスの特徴をま

とめる。

①入力手順が柔軟である。

②検索不可齢 情畢 入力 しないよう{こ入力の醐 をシステムが行う・

!但e・.蜘 こ絶 したいと品 品 の畢 うもρぱ る可能性もある)

③マウスによる入力が多いため、キーボー ドによる操作と比べると、操作が簡単である。
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(2つ のボタ ン押すことと、マウスの位置を変えることにより操作を!行う)

④国名、品名等のコー ド表を読む必要がない。

⑤デ 一夕ベースめコマン ドを意識せずに複数のデータベース を使うこと・がで ぎる。

⑥マニュアルを読む必要がない。

⑦データの用途に側 したメニューを用意 しているので、非常識な検索指示を さけること

ができる。
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5.3画 面遷移 と知識ベースとの関連

本節では、実際 の検索サ ンプルを通 して、 どのように知識!く一一スが使われているかを明

らかにし、知識ベースの利用の効果を確認すると ともに、知識ベース構造の妥 当性や、拡

張性を例を示 し考察する。

例)'日 本 か ら米国 へ のテ レビの輸 出額を ドル ベ ース で知 りたい'と い う検索 要求 の場合

① 報告国をクリックしてそのまま改行キーを押す(デ フォル トが日本なので)

検索可 能な デ ータベ ース は(db1/db2/db3

難

登品目:

の 全世界…
に関 して

を
について知 りたい

に対す る

☆画面遷移 → 報告国入力枠の色が変わる(入 力確定)

t
☆知識ベース→DB属 性辞書のなかの属性の定義域に日本を含まないデ ータベースは

ないので、検索可能なデータベースは、変わらない

(注)以 下データベース名は、日本貿易統計 －db1、 各国間貿易統計=db2、

世界経済統計=db3と 略記する。

② 相手国をクリックして 「米国」と入力する

検索 可能 なデ ータベ ースは(db1/db2/db3

ミ轍

最新値
合品目.

の 繍
に関して
を
について知りたい

に対する
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☆画面遷移 → 相手国入力枠の色が変わ る(入 力確定)、 米国 と入力 したものが

アメリカに書き換え られる。

検索可能なデータベースがdb1,db2に なる。

☆繍 べづ → 鱗 語絡 により 「米国・の頚輪 としてアメリカを興 し・輌

に表示する。

DB属 性辞書のdb3は 属性 として相手国を持たないので、相手国に関

する指示を含む検索は不可能である。

③ 品目をクリックして 「テレビ」と入力する

☆画面遷移 → 品目入力枠の色が変わる(入 力確定)。 テレビと入力したものが

テ レビ受像機に書き換え られる。

検索可能なデータベースがdb1の みになる。

☆知識ベース→ 類義語辞書 により 「テ レビ」の類義語として 「テレビ受像機」を選択

し画面に表示する。

DB属 性辞書のdb2は 属性 として品目を持たないので、品目に関する

指示を含む検索 は不可能である。

一83一



④事項入力枠を クリッ'クしてメニューか ら輸出額を選択す る

検索 可能なデ ータベ ース は(dbl

、鐡

騰

の 融
に関して
を
について知りたい

☆画面遷移 →

☆知識ベース→

メッセ ージ表示域に入力指示が表示 され る。

事項入力枠の色が変わ り輸 出と表示 され る(入 力確定)。 、

事項メニュー辞書のなかか ら'dblが 収録するもののみをD'B収 録辞

書より選択 して画面に表示する。

⑤状態入力枠をクリックしてメニューから最新値を選択する

検索可能なデータベースは(db1

㈱ の
顯鹸 に関して
轟 を一

)

賜'

について知 りたい

に対する

状態 説明

最新値
推移
前年同期比
GNP比

A

メニュー画面か らマウスで選択 して下さい

☆画面遷移 →

☆知 識 ベース→

メッセージ表示域に入力指示が表示 され る。

状態入力枠の色が変わ り最新値 と表示 される(入 力確定)。

状態 メニュー辞書のなかか らdb1が 収録す るもののみをDB収 録辞

書より選択 して画面 に表示する。
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⑥条件入力画面で単位を ドルに変換

麟

報撒(円/ド ル)ベ ースで

魔羅(年/年 度)の
蹴鞠(年/四 半期/月)
表示します。

修正 の必要な枠 をクリックして下 さい。修正後入力確定を …

☆画面遷移 →

☆知識ベース→

条件入力画面が表示される。

メ ッセージ表示域に入力指示が表示され る。

マウスの左 クリックにより円と ドルが交互に表示 され る。

マウスの右クリックにより入力確定。

DB属 性辞書よりdb1の 最新時点、期種、単位をデ フォル トとして

条件入力画面にセッ トす る。

⑦検索コマ ンドがメ ッセージ表示域に表示される

騰

鑑醐(円/ド ル)ベ ースで

蹴鞠(年/年 度)の
難鰯(年/四 半期/月)
表示します。

☆画面遷移 → メッセージ表示域に検索コマ ンドが表示 される。

☆知識ベース→db1用 検索 コマン ド生成部が検索 コマ ンドを生成。

以上のように、本試作 システムでは、ユーザ要求を5つ の属性によ って表現 し、類義語

辞書や、DB属 性辞書 も、 この属性を もとにして定義 されている。 このよ うな知識構造で

あるため、任意の順序での属性入力が可能になっているわけで、今後分野の拡張を考慮す

る場合に、属性による要求の表現がどこまで可能であるかを検証することが重要である。
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第6章 試作システムの評価と課題

試作 システムの開発に伴い、い くつかの観点か らの評価をお こなった。

本章では、試作 システムで実現された機能を説明し、この評価及び、今後の課題を提案

す る。

システムの対象ユーザを明確に しない状態で開発をお こなったために、評価 の焦点が絞

りに くい面があるが、"統 計や、データベースを詳 しく知 らないユーザでも検索が可能で

ある"こ とを システムの要件 として評価を行 った。

評価 に際 しては、①問題解決能力、②操作性、③メンテナンス性(保 守性)の3点 を、

評価のポイン トとした。

さらに、①研究業務、②企画業務、③調査業務(定 例業務)、 ④調査業務(臨 時業務)

の利用目的を想定 した場合の、ユ ーザニーズに関するア ンケー ト結果を もとに、必要な支

援機能を抽出 し、IRSの 拡張項 目と技術的 ポイン トをまとめた。

6.1試 作 システムの概要

ω 環境
IRS試 作 システムは下記 の環境にインプリメン トした

IRS

開発ツール

OS

ハ ー ドウエア

制御機能 知識ベース

AI環 境

オ ブ ジ ェク ト指 向環境

(グラフィックライブラリ含 む)

プ ロダ ク ションル ール prolO9

MS-DOS(シ ング ルタス ク)

(キー孝一ト)

pc-98シ リーズ

(主 記憶640Kバ イ ト)

(RAMデ ィス ク2Mバ イ ト)

(マウス)

回
図6-1試 作システムの稼働環境
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② 機能概要

試作 システムで実現 した機能 は次のようなものである。

IRS

試作システ

検索要求入力 属性別入力 の機能(デ フォル ト表示、メニュー表示

「事項」、 「状態」に関するメニュー表示)

入力値 の基本名詞への変換

検索可能データベースの探索及びこれに伴 う

属性デフォル ト値、メニューの自動変更

導出項 目の展開

入力値 の確定 と取消機能

補助項目の入力機能

:竈=τ ㌶:1蕊 ドの生成

㈲ 主要知識ベースのメモ リ専有量(概 算)

試作 システムのコ ンピュータ上の記憶領域は、表6-1の よ うになった。

表6-1主 要知識ベースのメモ リ専有量

知識ベース名 使用メモ リ(KB)

DB辞 書 一

類義語辞書
国名 8(180か 国)
品名 28(900語)
導出辞書 }

導出式 一

状態辞書 一

検索 コー ド辞書
国名 8

品名 28
系列 コ ー ド 2

(4)試 作 システムの処理 と制約

試作 システムに関 して、処理の流れ と、知識 との関連、及び現在のシステムの制約をま

とめた ものが、図6-2で ある。
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〈処理 の流れ 〉 〈必要な知識〉

初期画面の表示

↓

〈制約 〉

・入力画面表示用データ ★属1thtは貿易統計のフレーム

(の メニューデータ を もとに定義 してある
状態のメニューデータ(他 分野でも汎用的なフ

属性別のデフォル トデータ)レ ームが定義できれば
・検索可能なデータベース リス ト 対応は可能)

検索鷺ご遮 コ

・ データベースの 豪 況
一砺一 れた事項

収録期間 ・年/年 度の区別
期種の収録状況 ・単位)
・ 工に"な データ

鋤割譲糟纂曝露

　
◆

↓

補助項目の入力

6

・状態を統計的に定義するための知識
… デ ータ1 、、

・各データベースの収録状況

(属性別の定義域 ・収録 された事項
収録期間 ・年/年 度の区別

期種の収録状況 ・単位)

★細かい注意点等
は、含まれない
(何年に品目の
組替えがあった
等の情報)

★概況分類ベース
ほとんどが基本名
詞のみ

検索コマ ンドの生成

L検 索 。マ。ドフ。イルの作成

・デ ータベースll索 コマ ンド生成 順 ★DB別 にプログラ

か ら コマンド
・検索コー ドに関する知識

回目 ・ コー ドに変換)
・系列コー ドの選択に関す る知識

)ム で定義している
★新規追加時の矛盾

L→ 結果ファイルの作成(ホ ス トの機能)

検索結果に問題ない時

検索結果に対する判断(単 位、次善の検索
要求等)と 再検索

検索結果の加工 ・表示

加工の必要がない場合

・検索結果に関する判断基準

Lま だ作成していない

・加工に必要なデ ータ

(導出辞書 ・導出式辞書)

検出等は、未だ
考慮 していない

図6-2試 作システムの処理の流れと知識の関係
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6.2試 作システムに関する評価

試作 システムに関 して、①問題解決能力、②操作性、③メ ンテナ ンス性(保 守性)の3

点から評価をお こな った。

(1)問 題解決能力

試作 システムでは、貿易統計に関 して、 日本貿易統計、各国間貿易統計より、検索でき

る情報及び、世界経済統計より検索で きる情報の一部を対象 として、ユーザか らの入力を

受 け付ける。

ユーザは、国名や品 目名を検索 コー ドではな く、 日常使用する言葉で入力することがで

きる。 また3種 類のデ ータベースの選択は、 システムがお こない、データベース毎の検索

コマ ンド作成 もシステムがおこなう。即ち、試作 システムは、3種 類のデータベースの範

囲で、 コー ドの検出 と検索 コマ ン ドの生成 に関 して、人間の代行を行 う。

また、ユーザは、 「最近10年 の推移」、 「最新値」、 「上位10品 目」 … 等のメ

ニューのなかか ら、検索す る系列の指定方法を選択することができる。 これは、検索コマ

ンドによって情報を選択す る場合と比べると、生のデ ータではな く、意味のある情報の集

合 としてのデータを取 り出すことを可能に しているといえる。即 ち試作 システムは、'用

途を考慮 したデ ータ検索'の 機能を一部実現 している。

また、データベースに直接収録 されていない用語についても導出辞書により、データベ

ースに収録 された用語を導出 して、検索をおこない、演算をお こな って、回答をだす こと

ができる。即 ち有益な指標等の算出に関 して、人間の代行をおこなうことができる。

但 し、情報に関する判断に関 しては、まだ充分な機能を持つ とは言えない。 「複数のデ

ータを比較 して、 この関連や、影響を判断する」また、 「同 じデータを定期的に検索 して

、その変化を判断 し、必要に応 じて警告を出す」等は、要望の高い支援項目であり、今後

の課題であるといえる。

② 操作性

試作 システムは、ユーザが5種 類の基本属性の入力 と、3か ら5項 目(デ ータベースに

よ って項目数が異なる)の 条件を入力することによってシステムが自動的に検索 コマンド

を生成 し、検索を実行するようにな っている。

ユーザは、システムの表示するメ ッセージに従 って、入力を行 っていけば、どのデ ータ

ベースになにが収録されているかを気にせずに情報を検索できる。

操作は、殆どマウスによる選択で行 うが、国名 と品目名に関 しては、キーボー ド入力で
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あり、操作に慣れないユーザ は、マウスの操作、キーボー ドの操作、かな漢字変換の方法

等を習得するまで、若干の煩雑 さを感 じると思われる。

また、 「一旦入力 したデータを取り消 したい場合は、始めか ら入力をや り直さなければ

な らない」、 「検索に成功 した後、検索に要 した手続 きを保存する方法が示 されていない

」等の不都合な点がある。

問題解決能力に も係わることとして、 「入力誘導に関す る問題」をどのように解決す る

かが、比較的大きな課題であると思われる。

即 ち、試作 システムの処理方式上、ユーザが、一件データを入力することに、 システム

が、検索できるデータベースを絞 りこみ、 メニュー画面や、デフォル ト表示の変更をおこ

な う。 これ は、検索の失敗をな くすために有益な方式ではあるが、ユーザが最初に検索 し

たいと思った検索要求が、入力の過程で、表現不可能になる場合が発生す る。

この結果検索できたデータが、当初ユーザが欲 していたデ7タ に最 も近いものである補

償はな く、ユーザが不満を感 じることがある。

この問題を解決す るためには、次善情報のありかたを再度検討 し、入力方式を含めて、

ユーザにどのように提供するかを決定する必要がある。

㈲ 知識の拡充及び保守

試作 システムでは、知識をプログラムと切 り離 して、知識ベースとして、蓄えることに

は、注力 したが、知識ベ ースの拡充が、保守に関 しては、検討が充分におこなわれている

とはいえない。

現在 の知識ベースのなかで、品目に関する知識ベースは、 もっとも保守 の困難な知識で

ある。新 しい商品への対応、新 しい呼び名が普及 した時の登録、使 う人によ って、同 じ呼

び名が指 し示す ものが異なる場合への対応、また膨大な類義語、基本語の集合のなかか ら

、ユーザの求めるものを高速に、的確に検出する機構等、今後の課題が多い。

また、試作 システムでは、知識ベースは、開発者が収集 して入力 したものを使 っている

が、特 に類義語辞書や状態辞書を実用的な ものに してゆ くために、知識の自動獲得の仕組

みを作 ってお くことが重要である。 これは、人工知能技術のなかで、 「学習」 と呼ばれ る

領域に属す るものであるが、検索行動を極力妨 げないように、知識獲得を行 うよ うな機能

が必要 である。
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6.3今 後の検討課題

次年度の調査研究のための検討課題を抽出するために、検索支援 システムの利用 目的に

よって、どのような支援機能が求められているかを調べ、そこから得 られた項 目について

技術的 ポイン トをまとめた。

6.3.1利 用目的と必要な機能

通産 ジャーナルより抽出 した100数 件の事例については、前述のように分折をおこな

い概念モデルの作成 と試作 システムに反映 させたが、IRS拡 張の方向性を考慮す るとユ

ーザの検索目的によって、必要な支援の方法が異なると考えられ る。

そこで、本調査研究では、IRSの 今後の検討課題を抽出するために、実際にユ ーザへ

のサービスを行 っている部門に対 してユ ーザが業務に応 じて、どのようなデータベースの

使い方を しているか、専門家に支援 して欲 しいのは、どのような場合かをア ンケー ト方式

で調査 した。(付 録6)

本節では、 この調査に関する結果を説明する。

(1)ユ ーザの利用目的について

統計データベースの利用目的 として下記の4種 類が挙げ られた

①研究業務担当者

本格的な検索を行 う前に、データの性格 に関するチェックや、加工結果

に関す るパ イロッ トスタデ ィを行い、満足のい く結果が得 られてか ら本

格的検索に入 る。加工 は、SAS等 の汎用パ ッケージを使 っている。

②企画業務担当者

主張 したいこと、意見等の裏付けのための資料や、背景を説明するため

の資料作成を目的 として、検索を行 う場合が多い。

③調査業務担当者(定 例業務)

定期的な報告書等の作成のために、決まった手順で、検索を行 う。

前回と比べて、データがどのように、変化 したか … に興味がある。

④調査業務担当者(臨 時業務)

与えられたテーマに関 する調査なので、デ ータベースの分類体系 とマ ッ

チ しない場合が多い。データの出典や性質等に関する情報が必要である。

試行錯誤的に検索を行い、テーマにあ った ものを選択 してゆ く。
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② ユーザの利用 目的と必要な支援機能

利用目的別に必要な支援機能をまとめると下記の各項目があげられた

①研究業務担当者

データ特性 に関する情報提供(メ タデ ータ)

検索データの収録情報

検索デ ータのダ ウンロード

多種(多 分野に渡 る)デ ータの結合

条件文の保存 ・再利用

②企画業務担当者

加工結果の評価

③調査業務担 当者(定 例業務)

処理手順 の単純化(登 録等)

デ ータ更新等の監視

加工結果の変化の監視

結果出力の編集

④調査業務担当者(臨 時業務)

デ ータの収録案内

検索案内

複数データベースか らの結果の結合における注意

データ比較の妥当性指示

またすべての利用目的に共通 の支援課題 として、試行錯誤的な使用に耐えるシステム化、

多種(多 分野)の デ ータの結合に対する支援があげられた。

このアンケー トによ り、最終的に利用目的を絞 るという結論はでなか ったが、IRSの

拡張項目をその背景 と共に捉えることができた。次節で、それ らの項目について説明する。
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6.3.2拡 張項目と技術的ポイン ト

試作 システムの評価を踏まえて表6-2の ような拡張の方向性がまとめられた。

拡張の項目としては、①知識ベースの拡充、②次善情報の提供機能の追加、③分野の拡張

可能性の検討、④要求指定方法の拡張、⑤検索可能なデータベースの追加、⑥データの加

工、⑦検索履歴の保持 の7項 目が挙 げられた。

(1)知 識ベースの拡充

試作 システムが充分な問題解決能力を持つためには、現在ある知識ベースをさ らに拡充

し、専門家 の知識、マニュアルの収録内容等に近づける必要がある。

長期間の使用に耐え る質の高い知識 ベースを作成するためには、知識獲得をお こな って

知識量を増やす とともに、運用時に知識を追加更新す るための機能や、整合性をチェック

するための機能を工夫することが重要である。

これ らの機能を検討する際に、各知識ベースについて、内容に関する管理責任者が明確

になっていなければな らない。管理責任者 としては、データベース管理者、統計専門家、

ユーザの3者 が考え られ、類義語辞書はユーザ、導出辞書 は統計専門家、検索 コマン ドに

.関する知識はデータベース管理者 とい うよ うな、役割分担が必要であろう。 これによって

、ユーザが責任を持つ知識に関 しては、利用時 に知識獲得をお こなう。デ ータベース管理

者が責任を持つ知識に関 しては、デ ータベースの利用方法に変更のあった時にメ ンテナ ン

スをおこなう等の管理方法を設定 し、 そこで必要なインターフェイスを設計 しなければな

らない。

② 次善情報の提供機能の追加

試作 システムでは、ユ ーザの入力 に対 して、 システム側が、その時点での検索可能なデ

ータベースをチェックし
、常にユーザが検索可能なものを選択するよう、メニューやデフ

ォル トを変更 していた。

ユーザが当初 イメージした要求 に最も近いものを選択するためには、一旦ユ ーザの要求

をすべて入力させてか ら、この完結 したユーザ要求に対 して、次善 の情報を選択すべきで

あろう。

次善情報の定義 は、明確に定義 されていないが、該当する品目が収録 されていない場合
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は、その品 目を含む上位分類名で代替する。GNPが 収録 されていないときは、GDPを

代わりに使 う等。、何通 りかの 「次善情報」の定義を、定式化す ることが可能であると思わ

れ る。

また、次善情報が必要な場合 としては、検索を行 うまえに、データがない ことが判 る場

合 と、検索実行後に欠測等で、検索に失敗する場合の2つ のケースが考え られ る。それぞ

れに対 して、 どのようなシステムの対応が望ま しいかを検討する必要がある。

(3)分 野の拡張可能性の検討

試作システムでは、貿易統計の範囲での、検索支援機能を実現したが、貿易統計以外の

分野に適応可能であるか否かは、補償されていない。

実際に新に分野を追加することは、先の話であるにしても、同じ手法が、別の分野に関

しても適用可能であることを、検証してお くべきであろう。即ち、別の分野の検索要求は

、貿易統計と同様のフレーム形式で表現することができるか。検索に必要な各辞書に相当

する知識が存在するか。また複数の分野が共存する場合に共有する知識と固有の知識は、

どのように、区別 しておけばよいか。また複数の分野を同時に検索領域としたい場合にど

のような仕組みにしてお くのが好都合か等が検討課題になる。

(4)要 求指定方法の拡張

試作 システムでは、検索したい要求を属性別に入力するが、文献等の分析事例等から検

索要求が発生する場合、実績のある検索要求そのものをメニュー選択できるような仕組み

が有効である。

また、複数の検索結果を同時に画面上に表示させたいという要望は、利用形態によらず

多 くのユーザから出されており、これに対する対応も、要求指定方法の拡張に含まれる。

㈲ 検索可能なデータベースの追加

試作 システムは、3種 類のデータベースを検索対象としたが、データベースの種類を増

や し、貿易に関す る情報提供を充実させる … という拡張の方向がある。同 じデータが

複数のデ ータベースに収録されている場合の、選択のしかた等が問題 となって くると思わ

れ る。また数値デ ータベース以外 に、文献データベースを追加すると、特に、入出力方式

等に関 して数値デ ータと文献デ ータの混在 させかたを充分に検討する必要がある。
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⑥ データの加工

報告書作成を最終目的 とするユ ーザにとっては、グラフ作成や表作成の機能 と、データ

の分析に関する機能が重要である。

表やグラフの作成は、当面、デ ータをダ ウウンロー ドして、市販の作表、グラフィック

ソフ トウェアで、加工す る方法が考え られる。検索後のデータの分析 は、今の ところ、人

間にとって も判断の難 しい ものが多いと思われ、本年度 の調査研究では、 まだ充分な調査

はできていない。

(7}検 索履歴の保持

同 じ内容の検索を定期的に行いたいユ ーザにとって、一度入力 した検索要求が、次回か

ら簡単に指定できるよ うな機能が有効である。作成 された検索コマ ンドファイルを保存す

るのが最 も簡単な方法であるが、さらに高次な支援 としては、そのユーザの検索傾向や使

用する用語等を蓄積 して、頻度の高い ものがデフォル トになるような誘導をおこなう等の

拡張が考えられる。

以上の項目のなかで、次年度の検討課題は、知識ベースの拡充と分野の拡張可能性の検

討が優先課題である。
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表6-2拡 張の方向性

項目 技術的ポイント 備考

知識ベースの充実
類義語辞書の充実 ☆類義語の収集 ◇類義語辞

☆基本名詞への変換速度の維持 書は、大規
☆品目分類の体系化(既 存の分類体系ではなく 模になれば
ユーザオ リエ ンテ ッドな分類体系を考慮する必 ホス トに移

要がある) 行も検討
状態辞書の充実 ☆経済白書等を使って、状態として登録すべき ◇状態辞書

テクニカルタームを抽出する と導出辞書
☆テクニカルタームを検索条件に展開 して、知 の切り分け

識ベースを作成する 方は、再検
導出辞書の充実 ☆経済白書等を使って、導出辞書に登録すべき 討の余地が

(因果関係によって導かれる)テ クニカルター ある
ムを抽出する

説明文の充実(デ ータの属性等) ☆デ ータの属性 として、ユーザに提示すべき情
報の収集、整理

知識の追加更新機能の充実 ☆知識ベース追加更新用 インターフェイスの仕
様検討

知識の整合性 チェック ☆知識の矛盾検出のしくみ(知 識間の関連性を
考慮する必要がある)

次善情報の提供機能の追加 ☆品目分類、情報の因果関係等から次善情報を
を選択するための情報尺度を定義する
☆上記尺度を使って再検索を行う仕組みを作る

分野の拡張可能性(PPIS関 連分野)
国際経済(財 政 ・金融) ☆分野別フ レームの検討
国内経済(マ クロ経済 ・産業 ・企業活 ☆分野間のメタ知識の抽出と知識ベース化

動 ・物価 ・労働 ・産業連関 (品目分類と産業分類の関連に関する知識等
表等) ☆複合分野検索 のためのインターフェ イス検討

資源情報、地域別経済情報、公害情報 ☆知識ベースの高速逆引き機能
企業財務、商品市況、法令情報等 (例えば貿易→自動車→自動車産業→産業)

要求指定方法の拡張
過去の事例により指定 ☆事例の収集と知識ベース化
アラ加 トメニュー に よ る指定 ☆検索手順の知識ベース化
複数の検索要求入力 ☆入力インターフェイスの検討

検索可能なデータベースの追加(貿 易統計の)
数値情報デー外 スの追加 ☆検索コマ ンドの追加 ◇文献検索
文献情報データベースの追加 ☆ キ ーワ ー ド検 索 ・キ ーワー ド合 成等 は、本質的

☆数値情報と文書情報の併用システムとしての には別 シス
要件抽出(入 力フレームの共有等) テム

データの加工

統 計パッケージ とのリンク ☆デ汐 のダウンロードと統計ソ升 用ファ伽への変換
統計分析手法のアトバイス ☆統計分析のノウハウ収集と知識ベース化

|

検索履歴の保持
前回入力値を次回デフォ}}ト値 として利用 ☆履歴ファイルの作成(ユ ーザ別カルテ)
メニュー・辞書 の並 べ換 え ☆知識ベースのメンテナ ンス機構
(前回使用 したものを先頭に置 く)
前回の検索要求をメニューに追加 同上

、
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第7章 ヨーロ ッパの統計DBユ ーザ ・インタフェースの研究動向 とIRSの 拡張性

本章 は、当調査の一環 として行われた、海外調査の報告をまとめた ものである。 この海

外調査は、統計DBシ ステムへの人工知能 ・オブジェク ト指向DBの 応用の現状を把握 し、

当調査の システムの今後の発展に資す ることを目的 としたもので、1990年1月8日 か

ら19日 にかけて、スウェーーデ ン、フィンラン ド、イタ リーの3カ 国の統計局、研究機関

を訪問 し、先端的な研究開発動向を取材すると共に、研究者 らと研究の方向性について討

議を行 った。

取材 ・討議 した内容は、運用 中の統計DBシ ステムとその機能拡張の方向、統計データ

モデル、統計データ操作概念、統計DBユ ーザ ・インタフェースなど多岐 にわたるが、本

章では、 これ らの内、当調査の システムIRSと 密接 に関係する統計DBの ユーザ ・イン

タフェースの研究 ・開発状況に的を絞 って報告する。

社会経済統計DBは 、種 々の集計 レベルをもち、互いに関連を もつ多種 のデータで構成

されてお り、個々のユーザがその全体像を把握 し、必要なデータを正 しく検索することは

難 しい。そこで、ユーザの統計データ検索を支援するためのユーザ ・イ ンタフェースが、

統計DB研 究の主要なテーマの1つ として研究 ・開発 されてきた。 これまでに提案 された

新 しいタイプのユーザ ・イ ンタフェースは、おおむね以下の3種 に分けられる。

① 自然言語インタフェース

② グラフ型の統計データモデルに基づ くインタフェース

③ 対象中心 の統計データモデルに基づ くインタフェース

以下では、上述の海外調査の結果を踏まえつつ、 これ ら3種 のユーザ ・インタフェース

の研究開発状況を説明 し、最後にIRSの 拡張方向との関係に言及する。

7.1自 然 言 語 イ ンタフ ェー ス

7.1.1フ ィ ンラン ド中央統 計局 のTSEXSY

自然言語 インタフェースは、DBの 内容についてユーザの特別な予備知識を前提 とせず

に済む。 このため、人工知能研究の応用 として 自然言語解析が容易になるにつれ、一般の

DBの 世界では、自然言語 インタフェースを提供するDBMSが 数多 く登場 してきている。

しかしながら、 これを統計DBの ように、データの種類が多 く、かつ、多様な加工方法が
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存在するデータに適用 しようとすると、1っ の ジレンマが発生する。

それは、ユーザが予備知識を持たずに検索要求を出せるためには、ユーザが使いそうな

構文の全てを予め登録 しておかなければな らないということである。 これ は、データの対

象世界が広 いとき、言 うは易 く、行 うのは難 しい。 このため実際には、使える構文をある

程度限定せざるを得な くなり、構文に関するユーザの予備知識を前提とせ ざるを得な くな

る。

このジレンマに対 し、 フィンランド中央統計局のJanhunenら が開発 したシステムは、

1つ の回避策を示 している。 それは、厳密な構文解析は行わず、単なるキーワー ド・マ ッ

チ ングだけで、自然言語検索文を解釈 しようとするものである。 このシステムは、中央統

計局がもつ13、000も 経済時系列を対象に自然言語d)デ ータ要求文の入力を受け付け、

対応するデータを提供するものである。 これは、TSEXSY(TimeSeriesEXpertSYs

tem)と 呼ばれており、現在 ベータ ・テス ト版が提供されているところである。

この システムでは、例えば、

「1978年 ～1988年 のサービス業の時間当た り平均賃金の実質変化率は?」

という問に対 して、文を構成す る単語を以下のように種類分 けし、対応 するコマンドを

生成する。

① 主たるデータは何か...こ の例では、 「賃金」

② それはいかに特定化 され るか...「 サービス業」 「時間 当たり」 「平均」

③ 期間 はいつか...「1978年 ～1988年 」

④ どう加工す るか...「 実質」 「変化率」

このシステムは全て、IBMPC上 で作動するAPLで 書かれており、生成されるコ

マン ドもAPLの 合成関数の形を とる。例えば、

「全消費支出に占める個人消費支出の割合」

という入力文は、以下のAPL関 数に変換 される。
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(100・TIMES(READ50010)DIV(READ50008))

ただ し、50010、50008は それぞれ、個人消費支出、全消費支出の時系列コー ドである。

7.1.2TSEXSYの 評 価

フィンラン ド中央統計局で実際にテス ト使用 されているシステムは、フ ィンランド語を

用いるものである。著者が見せてもらった ものは、英語のデモ版で、こちらにはご くわず

か しか単語が登録 されておらず、その能力を十分に知ることはできなか った。 このデモ と

担 当者か ら聞 きだ したことをもとに評価すると、その長所 は以下のようにいえそうである。

① どのような入力文に対 して も、一応答えることがで きる。

これは厳密な構文解析を行わず、また分か らない単語は無視するという方法を とってい

るためである。実際、語順を一部入れ替えて、文法的には正 しくない文を入力 して も、同

じ答えが返 ってきた。

② システム構築 は比較的容易である。

知識 の拡充 は、(a)単 語の定義とそのAPL関 数への対応付 け、(b)同 義語の定義、の

2種 のみであるようで、問い合わせ画面の中か ら知識メンテナンス画面を呼びだせ るよう

になっている。

以上の長所 と裏腹 の関係になるが、その短所 は以下のようにいえる。

① 複雑な問に正 しく答え られない。

これ は、構文解析を行わないことの当然の帰結 である。例えば、先 の例で、 「平均」は

「特定化」の単語に分類 されており、 「加工」の単語 とみなされていない。従って、 「業

種別賃金の平均」を求めることは難 しい と予測 され る。

② 対話型 インタフェースにならない。

TSEXSYは 構文依存でないといっているが、前節で述べたように使用単語を類別 し

て解釈 している。 このことは、単一の構文のみを認めていることと実質的に同値であり、
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データ問い合わせ以外の入力文を認めるようにシステムを拡張することは困難である。つ

まり、 システムか ら疑問点をただす質問をユーザに出 して答えさせ るといった、自然言語

インタフェースに特徴的な対話を実現することは難 しい。

③ 意図せざる結果が得 られることがある。

これは、構文解析 しないことに加 え、未知の単語は無視するというアル ゴリズムの結果

である。

これ らの欠点 は、開発者の承知 してお り、その対策として、advisorな るものを用意 し

ている。 これは、いわゆる助言 システムで はな く、推論プロセスを記録 したログ情報、及

び、データに関する注意事項などのメタデータの表示機能であり、 これを見ることにより、

導出されたデータが意図したものと同 じか否か確認することができる。 しか し、著者の印

象では、 ログ情報よりも、 システムが理解 した内容をもとに問い合わせ文を言い直す文章

生成の方が、利用者には分か りやすいと思われ る。

7.2グ ラ フ型 ユ ーザ ・イ ンタ フェー ス

7.2.11ASIのGRASS

統計データの構造、及び、データ相互間の関係を有向グラフで表現するモデルであるS

UBJECTは 、カ リフォルニア大学のShoshani教 授 らによ り1981年 に提案された

ものである。その後、 イタリーの国立研究機関IASI(情 報分析 システム研究所)のR

afanelli教 授、 ローマ大学のBattista教 授 らにより、その精密化が行われている。

ここでは、IASIのRafanelli、Ricciら が開発 したグラフ型ユーザ ・インタフェー

スを紹介す る。 これは、上記SUBJECTの 拡張であるグラフ型統計データモデルGR

ASSの 有向グラフ表現を、そのままユーザ ・インタフェースとしたもので、Macintosh

上で作動す るPascalObjectを 用いてインプ リメン トされている。
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図7-1は そ の検 索画 面のハ ー ドコ ピーで あ る。 左 の副画面 は、GRASSモ デ ル に従

った統計 デ ータ の記 述 であ り、 「自動車 の型別 、年 別、州 別 のアメ リカ の 自動車生 産 台数」

(Tノ ー ド)を 表 して いる。 まti'N「 自 動車 の型 は、モ デル と排気 量(displacement)の 組

合わせ で与 え られ るこ と」(Aノ ー ド)、 及 び 「州(State)は 、County更 にCityに 細

分化できること」(Cノ ー ド)を 表 している。

右上の副画面は現在ガーソルがおかれているノー ド(今 のケースでは、Tノ ー ド:ア メ

リカの自動車生産)に 関する詳 しい情報を表示 している。

・・ この図7-1は 、 自動車生産台数 というただ1つ の統計属性をもつ統計表を表現 してい

るが、GRASSで は同様に して、多種の統計表 とそれ らの間の関係を表示することがで

、きる。・またぐい くつかの統計属性ノー ドを集めたノー ドを トピック(主 題)と 呼び、 トピ

ックを選ぶ ことにより、スコープを限定することができる。利用者がい くつかの統計属性

ノー ドを指定 して、独自の トピックを定義することも可能である。

なお、、これ らのノー ドの種類の違いは、画面では色で区別されてお り、実際は図7-1

より分かりやすい。

画面には、図7-1の ようにノー ドを名称つきで表示する詳細画面(ズ ームイン)と ノ

ー ド表示を省略 したアウ トライン画面(ズ ームアウ ト)が 存在する
。

このユぞザ ・インタフェースを用いた統計データ検索 は概略以下のよ うになる。

① アウ トライン画面で必要なデータがあ りそ うな部分に見当をっ}ナてズームインする。

②、詳細画面上でデータ検索に関す る細かい指定をす る。詳細画面上では、ノー ドをマウ

スで選び、そのノー ドに適用可能なオペ レーション(選 択、集計、マージなど)を 選択す

ることにより、問い合わせの指示を行 う。なお、適用可能なオペレーションはノー ドの選

択によって現れるポップア ップ ・メニュー として表示 される。

③ ② の指示に基づいて、図7-2に 示 され るよ うなDBMSへ の検索コマ ンドが生成

される。.

7.2.2GRASSイ ンタ フェー スの評 価

GRASSの 長所 は、 ビジュアルで分か りやすい ことである。共通の分類を持つ統計属

性は、同 じ分類ノー ドに矢印で リンクしており、統計属性間の関係を見なが ら検索を行 う
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ことができる。 このリンクを利用 して、例えば、同 じ商品分類 で分類されている統計属性

だけを表示せよ、 といった問い合わせば、商品分類のノー ドを選択するこ.とによ り、容易

に実行できる6'

また、特定のカテゴリの選択(例 えば、商品 カテゴリ 「自動車」の選択)や 中分類への

集計の指示 も、ノー ドを選択 したときに表示 されるポ ップア ップ ・メニュ「上で、容易に

指示で きる。`

他方、欠点 としては、多種データの記述には不向きとい うことができよ う。実際 に見せ

て もらったデモ ・システムで は、統計属性、分類属性のノー ドが30～50程 度の小規模

のものであったが、詳細画面では1度 に表示できる属性ノー ド部分は10～15ノ ー ド程

度 である。また、アウ トライン画面は、この程度で も蜘蛛の巣 にようになり、よほど慣れ

ていないと何か表されているのか分か らない。

なお、現在のGRASSモ デルは、 より原理的な問題点をかかえている。それは、統計

間の関係 といって も、正確に分類が一致する場合の リンク関係 しか表現できない ことであ

る。国際標準商品分類 と日本標準商品分類のように、粗 く対応関係 はつけ られ るが、1対

1に カテゴリが対応するわけではない分類が存在するとき、それぞれの分類を持つ統計間

の関係を表現することはできない。同 じ理 由か ら、途中で分類変更のあった時系列統計の

表現も困難である。

この欠点は、Rafanelliら も気がついてお り、彼等 の新 しい理論モデル(STORM)

と提案 しているところである。そこでは、一般的 に 「商品分類」 と呼ばれ るもののように、

個 々のカテゴリを特定化できない抽象的な分類の概念と、 「○年に制定された国際標準商

品分類」のよ うに、個 々のカテゴ リを列挙できる分類 の概念を区別するようにな った。前

者 を 内包的 な(intensional)な 分 類、後 者を 外延 的 な{extensiona1)な 分 類 とい う。

彼等 は、 この新 しいモデルに基づ くユーザ ・インタフェースもGRASSと 同様 にビジ

ュアル化することを構想 している。 しか し、内包 と外延の区別により、ノー ドの数は更に

増大 し、 リンク関係も複雑になるので、実用的なものが作れ るかどうか疑問である。

7.3対 象 中心 アプ ゴーチ のユ ーザ ■'インタ フェー ス

スウェーデ ンは中央集権的 な統計収集体制 をとる国で、最 も統計DBシ ステ ムの体系化
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が進んでいる国である。 その中央統計局 は、先端的な統計DBシ ステムの開発 ・研究で知

られており、 そのシステムは、 ヨー ロッパ経済委員会、中国、ザ ンビアをはじめ多数の国

や国際機関で採用 されている。 そこで特徴的な点 は、彼等はDBシ ステムのソフ トウェア

を単に持 ち込むだけでな く、同時に統計DBを 設計す るための考え方(統 計データの概念

モデル)の 普及に努めていることである。 そのモデルを、OPRモ デル(Object-Pro'perty

-Relationshipmodel)と い う。 このモデルは、彼等に固有なものではな く、一般のDBの

世界で意味データモデル と呼ばれている対象中心のデータモデルと同 じものであり、一般

のデータモデルの概念を用 いて統計データを整理する事が重要であることを主張 している

のである。(注)

(注)オ ブジェクト指向と対象中心アブ0一 チ

本節 で対象中 心と呼 んでい るアブ0一 チは 、オ ブジ■ クト指向 と混同 され るこ とが 多い.オ ブ ジェク ト指向 では 、共 通の オペ レーシ

ョン(デ ー タ操 作)が 適用 でき る対 象の集 まり を1つ の クラス(objectcla5s.objectivpe)と み るのに対 し 、対象 中心 では 、共通 の

性 質を}寺つ対象 の集 ま りを1つ の クラス とみ る 。物理的な 対象に 閲す るデ ータでは 、オペ レー ショ.ンの違いはデ ー タ対 象 の性質の違 い

に起因 する ことが多い ため 、オブ ジxク ト指向は 、対象中 心ア プロー チを内tc含 むア プロ ーーチ と考 えることが で きる。他方 、統§tデー

タの場 合、統 計デー タ操作の 適用可 能性 と対 象の 性質 との 関係が 、一 部の例,トを除 き、明か でな く、オペ レー'ショ ンの共通 性は あま り

強 く意識 され ていない 。そ こで 、ここでは 、オ ブジェ クト指向 と呼 ば ずに 、対象中心 とい う用語 を用いた.

な お、統計デ ー タ操 作 と対 象の性 質 との 関係が明 白な 例と して は 、時 系列 デー タが あ る.こ れは 、時点とい う共通 の性質 をもつ デー

タで あり 、この性質故 に伸び 奉書の時 系列演 算が 適用可 能にな る 。

OPRモ デルの基本的な考え方は、著者 らが国土庁の統計DB検 索プロ トタイプ ・シス

テムLIDS86の 開発に際 し提案 した統計データモデルSDS4Sと 極めて類似 してお

り、簡単に言えば以下 のように要約できる。

① 共通 の性質を持つ対象を抽象化 したものを対象型(objecttype)と いう。

② データは、対象型毎 にその性質を記述 した もの として、まとめることが望 ましい。

例えば、通関統計 も各国間貿易統計も報告国、相手国、輸出額、輸入額 という共通 の性

性質を持 ってお り、同 じ 「輸出入」という取引を表す対象型に関するデータであると考え

ることができる。 これ らが区別 され るのは、先に述べた外延の違いであ り、データの収集

方法、対象範囲が異なるか らである。 また、世界経済統計、各国間貿易統計、・通関統計が

貿易統計 として一括できるのは、 これ らが報告国別 という共通の性質をもつか らである(

図7-3)。
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貿易統計
[報告国別]

輸出入統計
[報告国相手国別]

商品統計
[商 品別] 抽 象的

↑
'
↓
具体的

く内包的 〉

IF・S DOT 通関統計 生産統計 ・〈外延的 〉

図7,-3対 象中心 アプロrチ における統計データの汎化階層

」'

,1,θ

先のRqfanelliのGRASSモ デルでは、統計属性をまとめる抽象概念は、ア ドホ ック

な トピ ックとい う概念でしかなか ったが、 この対象中心アポローチの下では、上述 のよう

に共通する性質に着 目することで、多種多様 な統計データを抽象度 の高 いものか ら具体的

なものへと汎化階層 に整理する ことができる。

現在のところスウェーデ ンの統計DBは 、このOPRモ デルに立脚 したものではな く、

OPRモ デルは、単 に統計DB設 計の指針 としての役割 しか果たしていない。1988年

の国際統計DB学 会で、スウェーデ ンのMalmborgは 、このモデルに基づ くユーザ ・イ7

タフエースの構築の計画を報告 した。 それ は、データの抽象度 に応 じた階層関係を利用 し

てDB全 体をブラウズでき、対象型別に整理 された性質を利用 して検索要求を特定化 して

い くものであった。 これは、国土庁のLIDS86の ブ ラウザ と良 く似ている。LIDS

86の ブラウザ は、単にブラウズの機能があるだけで、データ検索機能は別になっている。

Malmborgの 計画は、ブラウザをSmalltalkの マルチウインドウを用 いて分かり

やす くするとともに、検索機能を付加するものであった。 ・

今回のスウェーデ ン訪問の主 たる目的 は、 この計画の進捗状況を知ることであったが、

このプロジェク トは未だスター トしていないということで、 この面の収穫はなかった。か

わりに、OPRモ デルの提唱者であるSundgren及 び 上記のMalmborgと 直接会い、彼

等のモデル概念がLIDS86の データモデルであるSDS4Sと 基本的に同 じであるこ

とを確認できたことは収穫であった。また、 この会合で、対象中心アプローチのユーザ ・
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イ ンタ フェー ス と して、IRSの テ ンプ レー トが有 望 であ る とい う ことで、意見 の一致 を

み た。 この点 につ いて は、7.5節 で 述 べ る。

7.4統 計 ユ ーザ ・イ ンタフ ェース と3ス キーマ

以上、 ヨーロッパの3機 関における統計DBの 新 しいユーザ ・インタフェースの研究 ・

開発の動向をみてきた。それ らは、いずれも統計DBの インタフェースとはいうものの、

それぞれ、対象 どするデータの範囲、想定 している利用目的に差があり、同列 に評価する

ことはで きない。そこで、これらの相互関係を理解する視点 として、一般DBの 世界でほ

ぼ普遍的に受 け入れ られている3ス キーマの概念を説明し、次いで、その概念を用 いて、

先の3種 のユーザ ・インタフェースのそれぞれめ位置づけを明 らかにしてみよ う。

7.4.1ANSI/SPARCの3ス キ ー マ

3ス キーマの概念は、ANSI/SPARCに よって1975年 に提案 されたDBに お

けるデータ記述の構成法である。 ここで3ス キーマとは、以下の3種 のスキーマのことを

指 している。

① 外部スキーマ

特定の利用目的た応 じたデータの記述であり、DB内 のデータから導出される特定デー

タの記述である。

② 概念スキーマ

特定 の利用目的か ら中立的なデータの記述であ り、DB内 の全データの記述である。

③ 内部スキーマ

DB内 の物理的配置に依存するデータの記述である。

一112一



林 4 ↑
1./

外部スキーマ

1 _⊥_
外部スキーマ外部スキーマ

[二 三念スキーマ コ
7一

内縁=ヨ 巨 竺一マ

∋
＼ ノ'

DB

巨 キ三

DB

図7-43ス キ ーマ

この3ス キーマの関係は、図7-4の よ うに書 くことができる。3ス キーマで構成 され

たDB上 で は、以下のようにデータの検索が行われる。利用者のデータ要求は、外部スキ

ーマに対 して出される。 このデータ要求の情報 は、外部スキーマの定義情報を もとに概念

スキーマ上の用語に変換され る。次いで、概念スキーマ用語のデータ要求は、内部スキー

マ定義情報を参照 して、物理的なデータ検索命令に変換され、物理DBか らデータが検索

される。 このようにデータ記述を3種 のスキーマに分 けるのは、以下のよ うに、変更に対

する自由度を確保するためである。

外部 スキーマを概念スキーマか ら切り離す ことによ り、他の利用者のことを考えずに個

々の外部スキーマ(デ ータの特定の利用形態)を 変更することが可能になる。つまり、個

々の利用目的に応 じたデータのカスタマイズが可能になる。これを論理的データ独立性 と

いう。また、内部スキーマを概念スキーマか ら切 り離す ことにより、利用者に(外 部スキ

ーマに)影 響を与えることな く、データの物理的配置を変更することが可能になる。 これ

を物理的データ独立性 という:
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概念スキーマ=外 部スキーマ

〕レ

{a)DBの 対象 世界が狭いとき

二〕レ

(b)DBの 対象世界が広いとき

概念スキーマ

図7-5概 念スキーマと外部スキーマ

3ス キーマ概念をここで持 ち出したのは、IRSが 現在かかえている最大の懸案事項の

一つが、他の対象分野への拡張性の確保 とい う点にあるか らである。現在のIRSは 、貿

易統計 という特定の利用形態を想定 し得る狭い領域だけを対象 としている。 この範囲内で

は、概念スキーマと外部スキーマを区別す る必要は生 じない(図7-5(a))。 しか し、

他の分野のデータを、従 って、別のタイプのデータ利用形態を取 り込むように拡張 しよう

とすると、利用 目的に応 じた外部スキーマとは別に、概念スキーマを用意する必要がでて

くるのである(図7-5(b))。

7.4.2各 種 統 計 ユーザ ・イ ンタ フェースの位 置づ け

ここでは、上で説明 した3ス キーマの概念を用 いて、7.1～7.3節 で紹介 した各種

統計ユーザ ・インタフェースの位置づけを考えてみる。

(1)自 然言語検索

フィンラン ドのTSEXSYは 、入力 された単語を、①データの種類、②特定化 の条件、

③期間、④加工方法、の4種 に類別することにより、一意に検索コマ ンドを生成するもの

である。つまり、データの利用形態 は、ただ1種 類に限 られてお り、現在のIRSと 同 じ
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く、概念スキーマと外部スキーマが未分化な システムであるといえる。

むろん、自然言語検索一般がそ うだということではない。7.1.2節 で述べたように、

他の種類の入力文 も許すよ うに拡張 しようとす ると、一般的なデータ表現 と個々の構文で

表現で きるデータの記述とを分 ける必要がでて くる。

(2)グ ラフ型ユーザ ・インタフェース

グラフ型統計データモデルの祖であるSUBJECTは 、 もともと、現実の統計書に収

録 されているよ うな統計表を記述する目的 で考案されたものである。つまり、表顕、表側

があ り、それぞれが多重にネス トしている統計表の構造のモデルである。 このため、意味

的には同 じデータで も、表顕、表側が入れ替わると、異なる形で記述されることになる。

つま り、物理配置を表現する内部スキーマ、あるいは、出力表の形式を定義する外部スキ

ーマの記述モデルとしては有効であり得 るが、DB内 のデータを目的か ら独立に記述する

とい う概念スキーマ記述には不向 きである。

SUBJECTを 改良 した前述のGRASS、 あるいは、STORMに なると、統計表

の物理モデル とい うよ り、統計データの論理構造を記述するものに変わってきているが、

依然と して、意味的に同 じデータは同 じ形式に記述 されるべきであるとい う、概念スキー

マの視点は希薄である。

(3)対 象中心のユーザ ・インタフェース

DBの 世界で対象中心のアプ ローチが とられるようになってきたのは、先の3ス キーマ

が受け入れ られ、その概念スキーマを記述するためのモデルとしてであった。 目的に依存

しないデータ記述のためには、目的か ら離れたデータ自身の意味を捉えること、すなわ ち、

どの対象のどのよ うな性質を記述 したものであるかということを明らかにすることが、有

効であ ったか らである。

統計DBの 場合 も同様で、 スウェーデ ンのOPRモ デル も、国土庁のLIDS86の デ

ータモデルSDS4Sも 、共に、特定 の目的に応 じて集められた各種 の統計データを、個

々の収集 目的か ら離れて、統合的に記述するための手段 として、対象中心 のモデルを採用

してい るのである。っまり、 これ らのモデルは、個々の収集目的に応 じた統計ファイルの

記述を内部スキーマ とみたて、それらを統合する概念スキーマを記述するために提案 され

た ものなのである。

一115一



それでは、 このアプ ローチでは、統 計DBの 外部スキーマはそのように考えられてきた

のであろうか。 こめ問題 は、次節で詳 しく述べることにする。

7.5対 象中心アプ ローチとIRSの 拡張性

前節で述べたように現在のIRSの 最大の課題の1つ は、外部スキーマか ら独立 した概

念スキーマの確立であ ると思われる。他方、概念スキーマの記述モデルとしては、対象中

心のモデルが今 のところ唯一のものである。そこで、本節では、IRSの ユーザ ・インタ

フェースと対象中心アプローチ との関係について考察 し、IRSの 今後の拡張の方向性に

ついて私見を述べてみたい。

7.5.lLIDS86の ユ ー ザ ・ イ ン タ フ ェ ー ス

統計DBに 対する対象中心 アプ ローチには、 スウェーデ ンのOPRモ デル と国土庁 のL

IDS86の2つ のものがある。 しか し、先にも述べたように、OPRモ デルには、 それ

に基づ く実働 システムは存在せず、そのユーザ ・インタフェースの考え方 は詳 しくは明か

でない。そ こで、 ここでは、まずLIDS86の 考え方を紹介 してお こう。

LIDS86で は、統計データは、図7-3に あ ったように対象型の汎化階層に整理 さ

れている。従 って、汎化階層上の内包的な対象型(概 念ファイル)一 例えば、貿易統計 一

を1つ 指定すると、その下にある具体的な統計 ファイル(1)Bフ ァイル)の 集合 一この場

合、世界経済統計、各国間貿易統計 と通関統計 一が定まる。

この概念 ファイル とDBフ ァイルの関係を分かりやす く書 くと、図7-6の ように書け

る。LIDS86で は、 この図のようなDBフ ァイルの集合の概念スキーマ上の記述を、

そのまま画面に表示することによ りkそ のブラウズ画面が作 られている。つまり、LID

S86の ユーーーザ ・インタフェースは、概念スキーマの一部を切り出したものであり、特に

外部スキーマといえるものは持 っていない。

なお、LIDS86で は、輸入依存度 のような加工データも、 この図にあるように、そ

のDBフ ァイル記述を用意することにな っている。 これは、実データと加工データの違い

は単に内部 スキーマ記述の違い、すなわち、物理DBか ら直接取 り出すか、あるいは、
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加工 して作るかの違いに過ぎない と考えるからである。

概念ファイル 〈内包的〉

貿易統計 時点 報告国 相手国 品目 事項

DBフ ァ イル 〈外延的 〉

/IFS/時 点 報告国
NA NA

1事 項 ・
事項2 事項n

DOT 時点 報告国 相手国 品目 輸出 輸入

/通 関統計/時 点 {日 本] 相手国 品目1輸 出 輸入 輸出数量 輸入数量

輸入依存度 時点 [日本] 相手国 品 目 輸入依存度

[]:全 域 カテ ゴ リ NA:適 用 不能

図7-6対 象中心アプローチの概念 ファイル とDBフ ァイル

7.5.2対 象 中心 アプ ロー チの汎用 ユ ーザ ・イ ンタ フェー ス

上で述べたLIDS86の ブラウザは、単 に概念スキーマ情報をブラウズで きるだけで、

データの検索を行 うことはできない。そこで現実 のLIDS86か ら離れて、LIDS8

6の 概念スキーマ情報だけを利用 して、特定目的別でない汎用的な検索画面を作るとした

ら、 どのような ものができるか考えてみよう。図7-7は 、IRSの 検索画面に似せて作

ったそのような画面の例である。なお、参考のために、IRSの 検索画面を同様に示す と、

図7-8の ようになる。

図7-7の 事項のザブ ・,ウイ ンドウは、、GNP比 を除き、図7-6の 統計属性情報(事

項の情報)よ り生成 され得 る。また、LIDS86の 概念スキーマには、各々の分類属性

の定義域の情報が書かれているので、それを利用す ることにより、報告国ぐ相手国、品 目

の各サブ ・ウィ ンドウを表示す ることがで8る ・鞘9ザ ブ ●ウイ ンドウは・聴 ある

いは、四半期データを含めば、図のように、最新値、推移、前年同月比を表示するように、

予め決めておけば良 い。
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図7-7対 象中心 アプローチの汎用ユーザ ・インタフェ'"ス の例

(報告国)の(相 手国)に 対する

(事項)
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図7-8現 行 のIRSの ユ ーザ ・イ ンタフ ェース
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GNP比 は、やや扱いが面倒である。 これについては以下のようない くつかの取り扱い

方が考え られる。

① 輸 入依存 度 と同様 に1つ1つ の事項 のGNP比 を 、導 出デ ータ と して、 概念 ス キーマ

上 に定 義す る。

② 事 項 間の演 算を検 索 画面上 で定 義 で きるよ うにす る ことで対 応す る。

⑤IFS(lnternationalFinancialStatistics)やSNA(SystemofNationalAccoun

t)の よ うに、事 項 と してGNPを もつ統 計 フ ァイルが ス コー プ(DBフ ァ イルの集合)に

入 る ときは、GNP比 と い う事 項 オ プ シ ョンを表示す るよ うにす る。

① は、DB管 理者に負担がかかり、② は、一般性はあるが、ユーザ ならびにシステム開

発者に負担がかかる。③は、 システム開発者に若干の負担がかかる。 しか し、いずれにせ

よ、GNP比 だけであれば、 このよ うな汎用的なユーザ ・インタフェースの下で も、扱え

ないことはない。

図7-7と 図7-8と を比較 すると判るように、機能的には、汎用ユ ーザ ・インタフェ

ースで もIRSと ほとんど同 じことができそうである。

7.5.3対 象 中心 アプ ローチ とIRSテ ンプ レー ト

対象中心アプローチの汎用ユーザ ・インタフェースとIRSの テ ンプ レー トを比較する

と、以下のようにいうことがきる。

まず、対象中心アプローチの汎用ユーザ ・インタフェースが優れている点 は、次の諸点

である。

① ウインドウならびに検索方法を一般化できるので、対象分野に依存 しない統計DBの

汎用的なユーザ ・インタフェースとな り得 る。

② 図7-3の ような汎化階層 は、DB内 の統計ファイルの対象中心型の記述(図7-6

のDBフ ァイル記述)が 与え られれば、かなり機械的に作 ることができる。

③ ユーザが任意に自己のスコープ(DBフ ァイルの集合)を 決めた場合で も、それに対

応する検索画面を 自動生成できる。
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すなわち、この方法で は、検索 システムはただ1つ 作れば良 く、対象分野の拡大 は、概

念スキーマ情報の整備のみで済むということになる。 これに対 し、現状のIRSテ ンプ レ

ー トでは、.テンプ レー トごとにそこで使用する推論知識、データ知識を個別に定義する必

要がる。 い,・

他方、IRSテ ンプ レー.トが優れている点は、次の諸点である。'

①!「 ～に対する」 「～に関する」等、項目に適 した接続語がついているので分かりやす

い。'

この分かりやすさという点 は、軽視すべ きものではない。国土庁のLIDS86が 、そ

のままでは、ユーザに受 け入れ られなかったのは、一般性を重視するあまり、この種の分

かりやす さを欠 いていたか らである。 ・

②'各 入力項目にその初期化 として適切なデフォル ト値を与え られ る。

それぞれの画面に適 したデフォル ト値を一般的に生成する方法を考えることは難 しい。

③ ア ド・ホ ックな加工データ、あるいは、GNP比 のような事項オプションを容易に追

加できる。"、

将来、GNP比 のよ うな ものが多数登場 し、 しか も、7-5-2節'・ べたようには、

うま く一般化できないか も知れない。IRSテ ンプ レー トは、個別に.L養 するものである

か ら、そのような もの も取 り込むことができる。

すなわち、個々の目的に応 じたカスタマイズ とい う点で、IRSテ ンプ レー トは優れて

いるのである。 一 ピ

7.5.4対 象 中心 ア ブu-一 チ の外 部 スキ ーマ と して のIRSテ ン プ レー ト

上で述べたIRSテ ンプ レーーートの特徴は、まさ しく、7.4節 で述べた外部スキーマの

特徴に他な らない。つまり'、IRSテ ンプ レー トは、外部スキーマとして優れているので

ある。 これまで当調査では、・このIRSテ ンプレー トを概念スキーマ とみなしてきたため

に、対象分野の拡張に際 して、困難が生 じてきたのである。

概念スキーマと外部スキーマを分けるとき、 システム構成は、図7-9の(a)か ら(
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b)へ と変わることになる。 ここで、 「概念スキーマの定義情報」が(a)、(b)の 双

方にあるが、これ らは異なるものであることに注意する必要がある。(a)の それは、目

的に依存 したデータの記述であ り、(b)の それは、目的か ら中卒的なデータの記述であ

る。なお、(b)の 中にある 「外部スキーマのメタ知識」とは、検索画面の レイアウ トな

ど、個々の外部スキーマに依存 しない外部スキーマに関する知識である。'

個々の外部 スキーマに固有 の知識をできるだけ少な くす ることが、 システムの拡張を容

易なものにする上で重要である。概念スキーマでデータを記述するモデルと外部スキーマ

のそれ とが大幅に異なると、 「外部スキーマ→概念スキーマ変換知識」が複雑になり、外

部スキーマの定義が難 しくなる。 しか しなが ら、図7-7と 図7-8を 比較すると判るよ

うに、IRSテ ンプ レー トと対象中心アプローチの項目は、極 めて良 く一致 してお り、 こ

の変換 はごく簡単なものになると予想 される。

従 って、対象分野の拡張 という課題に対 しては、概念スキーマを対象中心アプ ローチに

従 って作成 し、外部スキーマをIRSテ ンプ レー トのよ うに作ることが望ましい解である

と思われる。 これが7.3節?述 べたスウェーデ ンのBoSundgrenと の対話を通 じて得

た著者の結論である。

(東京国際大学 佐藤英人)
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圏7-9検 索システムの知識の構成
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む す び

本報告書では、3ヵ 年計画の調査研究の2年 目の成果についての報告を行った。

本年度は、委員会の活動を通 じて、貿易統計に関す るデータ検索を行 う際の、検索支援に

必要な知識を収集 し、知識ベースを試作 し、パーソナルコンピュータ上で稼動する試作シス

テムを作成 した。

試作 システムは、まだ適用範囲が限定されているが、データベースや統計に関す る専門

知識を持たないユーザが、知識ベースの働きによって、3種 のデータベースのなかか ら、

的確なものを選択 し、デ ータベース検索コマ ンドを生成することができるようになってい

る。

また、試作 システムの開発に係わる検討や、知識獲得の作業を通して、有意義な議論が

行われ、今後の調査研究に大 きな示唆を与える成果を残す ことができた。

とくに、ユ ーザの検索要求の表現に関 しては、時間をかけた議論を行 うことができ、今

後データベースの対象分野を拡張する際の基礎 となる考え方がまとまったといえ る。

海外調査に関 しては、本年度 は、フ ィンラン ド、スウェーデ ン、イタ リアの経済統計デ

ータベース研究機関を訪問 した。本調査研究に近い研究テーマを持つ機関を中心 とした調

査 となり、有意義な意見交換を行 うことができた。

試作 システムに関する評価の過程で、現在 の試作 システムに関する次年度への拡張の方

針 と、問題点が明確 になり、実用化へ向 けての足掛かりができた。

次年度の調査研究では、本年度の成果をもとに、実用的な検索支援 システム開発のため

の調査研究を継続 してゆ く予定である。

本年度の調査研究 の成果を総括するに当た り、調査研究に多大なご協力を戴いた委員各

位に改めて謝意を表するとともに、次年度の調査研究に対 して も、引き続きご指導 ご協力

を賜 るよう切にお願 いしたい。
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付録1 知 識 ベース リス ト

/*+++windowdefinition+++*/

/*inputwindow*/

iw(r_c,[16,16],[$日 本$,$の$,off]).

iw(d_c,[304,16],[$全 世 界$,$に 対 す る$,offD.

iw(kind,[16n8],[$輸 入 額6,$に 関 して$,rnsw3]).

iw(cond,[16,80],[$最 新 値$,$を$,msw3]).

iw(900ds,[16,112],【$全 品 目$,$に つ い て 知 り た い$,off]).

/*menuwindow*/

㎜(事 項,[16,160],[2,8,kind,icw4]).

mw()1犬態,[420,160],[1,6,cond,icw5]).

/*windowsizeandcollor*/

def _wind(iw,22,1,3).

def_wind(mw,22,1,0).

def」7ind(emw,80,1,2).

/*+++attribuヒedefinition+++*/

/*kindofattribute*/

def _atr([r_c,d_c,kind,cond,gbods】).

/*relationofattributes*/

def _atr_relation(exchange,[r_c,d_c]).

/*+++databasedefinition+++*/

/*kindofdb*/

def_db([trade,doヒ,ifs]).

/*attributeofdb*/

dOd(trade,[r_c([日 本]),d_c,cond,goods,kind],

[輸 出額,輸 入 額],[1960,1989],[年,年 度 】,[年,四}igm,月 】,[円,ド ル]).

dOd(dot,[r _c,d_c,cond,g∞ds([全 品 目]),kind],

[輸 出額,輸 入 額],【1960,1989],[年,年 度L[年,四 半期,月],【 円,ド ル]).

dbd(dot,【r _c,d_c,cond,goods([全 品 目 】),kind],

[輸 出 数 量,輸 入 数 量],[1970,1989】,【 年,年 度 】,[年,四 半 期,月],[]).a

Od(dot,[r _c,d_c,cond,goods([全 品 目]),kind],

[双 極 化 指 数],[1970,1989】,[年,年 度 】,[年,月],[]).

dOd(ifs,[r_c,d-C([全 世 界]),cond,goods([全 品 目]),kind],

[GNP,為 替 レー ト],[1955,1985],[年,年 度],【 年,四 半 期,月],【NC]).

def _cat([全 世 界,全 品 目]).
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/*conditionforeachkind*/

def _cond(最 新 値,[D,new,1],

[輸 出 額,輸 入額,輸 出 数 量,輸 入 数 量,双 極 化 指 数,GNP,為 替 レー ト,依 存 度]).

def_cond(指 定 時 点 の 値,[D,y,1],

[輸 出 額,輸 入額,輸 出 数 量,輸 入 数 量,双 極 化 指 数,GNP,為 替 レー ト,依 存 度]).

def _cond(指 定 期 間 の 値,[y,y,D],

[輸 出額,輸 入額,輸 出 数 量,輸 入 数 量,双 極 化 指 数,GNP,為 替 レー ト,依 存 度])■ ・t

def-cond(最 近10年 の 推 移,[D,new,10],・

[輸 出額,輸 入額,輸 出 数 量,輸 入 数 量,双 極 化 指 数,GNP,為 替 レー ト,依 存 度]).

def _cond(上 位10品 目,[D,new,1】,

[輸 出額,輸 入 額,輸 出 数 量,輸 入 数 量,双 極 化 指 数,GNP,為 替 レー ト,依 存 度]).

def _cond(上 位10カ 国,[D,new,1】,

[輸 出額,輸 入 額,輸 出 数 量,輸 入 数 量,双 極 化 指 数,GNP,為 替 レー ト,依 存 度]).

def _cond(対 前 年 比,[D,new,1],

[輸 出 額,輸 入 額,GNP,為 替 レー ト]).

def _cond(対GNP比,[D,new,1],

[輸 出 額,輸 入 額,為 替 レー ト】).

exp(双 極 化 指 数,
'二 国 間 の 貿 易 の 結 合 の 強 さ を示 す')

.

exp(_,'sorry,Ihavenomessageforthisitem.').

/*+++definereduction+++*/

rd(依 存 度,['輸 入 額','GNP'],[1,2],

$国 民 生 産 に 対 す る貿 易 の 寄 与$,

[r_c,d_c([全 世 界]),cond,goods([全 品 目 」),kind]).

rd_f(1,$A/B$).

rd_f(2,$abs(A/B)$).

/*+++windowdefinition+++*/
wind(icw1,462,532,0,22,icw).
wind(icw2,533,602,0,22,icw).
wind(icw3,603,637,0,22,icw).
wind(icw4,350,390,160,182,icw_2).
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wind(icw5,590,630,160,182,icw_2).
wind_exw(1,21,39,229,247,exw).
wind_exw(2,21,39,251,269,exw).
wind_exw(3,21,39,273,291,exw).
wind_exw(4,21,39,295,313,exw).
wind_exw(5,21,39,317,335,exw).

1

`

、

、

'
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/*******************/

/*類 義 語 辞 書 で す 。*/

/*1/9/26S.T*/

/*******************/

/*概 況分類 ・特殊品目*/

dic(goods,食 料品及びその他の直接消費財,[食 料品,直 接消費財〕).

dic(goods,工 業 用 原 料,【]).

dic(goods,棚 ミき斗,{]).

dic(goods,鉱 物 性 燃 料,[]).

dic(goods,化 学 工 業 生 産 品,

dic(goods,金 属,日).

dic(gocds,繊 維 品,口).

dic(900ds,資 本 財,口).

dic(goods,一 舟重機 力戒i,[]).

dic(goods,電 気 機 器,[]).

]).

dic(goods,輸 送 機 器,[]).

dic(goods,非 耐 久 消 費 財,[]).

c(goods,繊 維 製 品,[]).d

c(goods,耐 久 消 費 財,[]).d

c(goods,家 庭 用 品,口).d

C(goOds,家 庭 用 電 気 機 器,[D.d

c(goods,親 玉巨,[]).d

c(goods,二 輪 自 動 車 類 ・自 転 車 類,[オ ー トバ イ,自 転 車 〕).d

dlc(goods,が ん 具 ・楽 器 類,【 お も ち ゃ,楽 器]).

dic(goods,食 料 品,[]).

dc(goods,魚 介 類,[魚]).

dc(go(Xis,原 燃 料,口).

dc(gocds,軽 工 業 品,口).

dc(goOds,繊 維 及 び 同 製 品,[繊 維,繊 維 製 品]).

dlc(goOds,綿 織 物,[]).

dic(goOds,合 成 繊 維 織 物,[]).

C(goOds,非 金 属 鉱 物 製 品,[D.d

c(goods,重 化 学 工 業 品,U).d

C(90(xis,化 学 製 品,[]).d

c(goods,化 学 肥 料,[】).d

dic(goods,金 属 及 び 同 製 品,【 金 属,金 属 製 品]).

dc(goods,S朱 銅,[]).

dc(goods,=,[]).

dc(goods,テ レ ビ受 像 機,【 テ レ ビ]).

dc(goods,ラ ジ オ 受 像 機,【 ラ ジ オ]).

dc(goods,自 動 車,{車D.

dlc(goods,月6‖ 白,[§6]).

/*概 況分類 ・一般品 目(輸 出)*/

dic(g∞ds,食 料 品 及 び 動 物,[食 料 品,動 物]).

dic(goods,生 き た 動 物,[動 物]).

dic(goods,肉 類 及 び 同 調 製 品,[肉 類,肉]).

dic(goods,酪 農 品 及 び 鳥 卵,[酪 農 品,卵]).

dic(900ds,ミ ル ク 及 び ク リー ム,[ミ ル ク,ク リー ム]).

dic(goods,魚 介 類 及 び 同 調 製 品,[魚,魚 介 類]).

dic(goods,魚 介 類(生 鮮),[魚,魚 介 類 】).
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dic(goOds,時 計 用 貴 石 及 び 半 貴 石,[1時 計 用 貴 石,半 貴 石]).

dic(goods,写 真 用 フ ィ ル ム類,[フ イ ル ム 】).

dic(gocds,未 撮 影 映 画 用 フ ィ ル ム,[]).

dic(goods,撮 影 した 映 画 用 フ ィル ム,[]).

dic(go〔 辻s,録 音用 ・録 画 用 テ ー プ 類,[テ ー プ 】).

dic(goods,が ん 具 及 び 遊 戯 用 具,[が ん 具,遊 戯 用 具,お も ち ゃ]).

dic(goods,ゴ ル フ 用 具,[ゴ ル フ用 品]).

dic(goOds,美 術 品 ・収 集 品 及 び こ っ と う,[美 術 品,収 集 品,骨 董D.

dic(goods,成 型 品 及 び 彫 刻 品,[彫 刻]).

dic(goods,再 輸 入 品,[]).

/***********************/

/*国/地 域 の 類 義 語 辞 書*/

/***********************/

dic(r_c,日 本,['JAP州',]).

dic(r _c,大 韓 民 国,['KOREA',韓 国]).

dic(r_c,」 ヒ草月鼻羊,[]).

dic(r_c,中 華 人 民 共 和 国,[中 国,℃HINA']).

dic(r _c,台 湾,[]).

dic(r_c,モ ン ゴ ル,[D.

dic(r _c,香 港,[]).

dic(r_c,ベ トナ ム,[]).

dic(r _c,タ イ,[]).

dic(r_c,シ ンガ ポ ー ル,口).

dic(r _c,マ レー シ ア,口).

dic(r _c,ブ ル ネ イ,[】).

dic(r_c,ブ イ リ ピ ン,[]).

dic(r _c,イ ン ドネ シ ア,[]).

dic(r_c,カ ン ボ ジ ア,[]).

dic(r _c,ラ オ ス,[】).

dic(r_c,ビ ル マ,【]).

dic(r _c,イ ン ド,[印 度 】).

dic(r _c,パ キ ス タ ン,[]).

dic(r _c,ス リ ラ ン カ,[]).

dic(r_c,モ ル デ ィ ヴ,口).

dic(r _c,バ ン グ ラ デ ィ シ ュ,[]).

dic(r_c,東 チ モ ー ル,[]).

dic(r_c,マ カ オ,[〕).

dic(r _c,ア フ ガ ニ ス タ ン,[ア フ ガ ン]).

dic(r_c,ネ パ ー ル,[]).

dic(r _c,ブ ー タ ン,[〕).

dic(r_c,イ ラ ン,[]).

dic(r_C,イ ラ ク,[D.

dic(r_c,バ ー レー ン,[]).

dic(r_c,イ エ メ ン民 主 人 民 共 和 国,[]).

dic(r _c,サ ウ ジ ア ラ ビ ア,[サ ウ ジ]).

dic(r_c,ク ウ ェ ー ト,[]).

dic(r_c,カ タ ー ル,{]).

dic(r_c,オ ー マ ン,臼).

dic(r _c,イ エ メ ン,[]).

dic(r _c,イ ス ラ エ ル,{]).

dic(r _c,ヨ ル ダ ン,[]).

dic(r_c,シ リ ア,口).
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/*****************************/

/*概 況 分 類 の 品 目 デ ー タ で す 。*/

/*1/9/7S.T*/

/******************************************************/

/*1.収 録 デー一夕は概況分類約900品 目です。

/*

/*2.構 造 は次の通 りです。

/*
*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

概況分類 ・特殊品目の場合

9_code(Name,Code).

Name:品 目 名

/
/
/
/
/
/
/
/

*

*

*

*

*

*

*

*

Code:先 頭 を除いた2桁 目以降のコー ド*/

概 況分類 ・一般品 目の場合

g_code(Name,Code),

Name:品 目名

Code:[輸 出 コー ド,輸 入コー ド]

/
/
/

/
/

*

*

*

*

*

/******************************************************/

/*概 況分類 ・特殊品目*/

g_c〔Xie(食 料 品 及 び そ の 他 の 直 接 消 費 財,'21').

9_cOde(工 業 用 原 料,'22').

9_cOde(粗 原 料,'221').

9_c(灯e(鉱 物 性 燃 料,'222').

9_cOde(化 学 工 業 生 産 品,'223').

g_code(鋸 ノ224').

9_cOde(繊 維 品,'225').

9_code(資 本 財,'23').

g～cOde(一 肩受1幾若戎,,231').

g_cOde(電 気蹴},'232,).

9_cOde(輸 送 機 器,'233').

9_cOde(非 耐 久 消 費 財,'24').

9_c(Xle(繊 維 製 品,'241').

9_code(耐 久 消 費 財,'25').

9_c(xie(家 庭 用 品,'251').

9_code(家 醐 ヨ電 ≦誠 器,'252').

g_ccde(剰 『ヨ車,'253').

9_cOde(二 輪 自 動 車 類 ・自 転 車 類,'254`).

g_c(りe(が ん 具 ・楽 器 類,'255').

9_c(Xie(食 料 品,'26').

9_c(Xie(魚 介 類,'261').

g_code(原 燃 料,'27').

9_cωe(軽 工 業 品,'28').

9_c〔Xie(繊 維 及 び 同 製 品,'281').

g_cOde(糸 吊糸離物,,2811,).

g_c(Xle(合 成 繊 維 織 物,'2812').

g_c(xユe(非 金 属 鉱 物 製 品,'282').

g_cOde(重 化 学 工 業 品,'29').

9_c(xie(化 学 製 品,,291').

9_cOde(化 学 肥 料,'2911').

9_cOde(金 属 及 び 同 製 品,'292').

g_code($大 錦,,2921').

g_code(⌒ 」,'293').

9_cOde(テ レビ 受 像 機,'2931').

g_code(ラ ジ オ 受 像 機,'2932').
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g_c(Xie(自 動 車,'2933').

9_code(痛{}‖ 白,'2934').

/*概 況分類 ・一般品 目*/

9_cOde(食 料 品 及 び 動 物,['310∵410']).・

g_c(Xie(生 き た動 物,['31001∵41001']).

g_cOde(肉 類 及 び 同 調 製 品,{'31003','41003']).

9_cOde(酪 農 品 及 び 鳥 卵,['31005∵41005']).

9_code(ミ ル ク 及 び ク リ ー ム,['3100501∵4100501']).

g_cOde(魚 介 類 及 び 同 調 製 品,['31007','41007']).

9_cOde(魚 介 類(生 鮮),['3100701','*']).

g_cOde(鮮 魚 及 び 冷 凍 魚,['310070101∵*'j).l」 ・

g_cαie(か っ お,['3100701011','*'1).

9_c(Xle(ま ぐ ろ,['3100701012∵*']).

g_c(Xle(か じき,['3100701013㌧'*']),

g_cOde(甲 殻 類 及 び 軟 体 動 物(生 鮮 、冷 凍 、 塩 蔵 、 乾 燥),['310070103','*']).

g_cOde(え び,['3100701031∵*']).
'9_cOde(魚 介 類 の 調 整 品,['3100705','4100711']).

9_c(Xie(魚 介 類 の か ん 詰,{'310070501∵*']).

9_cOde(ま ぐ ろ及 び か っ お,['3100705011∵*']).

g_c(xle(さ ば,['3100705012㌧'*']).

g_c(Xie(か き,['3100705013','*']).

9_cOde(穀 物 及 び 同 調 製 品,[t31009','41009']).

9_cOde(小 麦 粉,['3100901∵*']).

g_cOde(果 実 及 び 野 菜,['31011∵41011'])・

9_cOde(果 実,['3101101∵4101101']).

g_ccde(う ん し ゅ う み か ん(生 鮮),{'310110101∵*'】).

g_c(de(り ん ご(生 鮮),['310110103∵*']).

9_cOde(果 実 か ん 詰,['310110105∵*']).

9_c(Xle(う ん し ゅ う み か ん か ん 詰,['3101101051∵*']).

g_cOde(野 菜,['3101103∵4101103']).

g_c(xie(乾 しい た け,['310110301∵*']).

9_c(Xle(糖 類 及 び 同 調 製 品 ・は ち み っ,['31013','41013']).

g_c(xie(コ ー ヒー ・茶 ・コ コ ア ・香 辛 料 類,【'31015','41015']).

g_cOde(茶,['3101501','*']).

g_c(Xie(θ 司*斗,['31017','41017']).

g_c(ガe(魚 の 粉 及 び ミ ー ル,['3101701','4101705']).

g_c(de(配 合 飼 料(ペ ッ トフ ー ドを 含 む),['3101703∵*']).

9_c(de(そ の 他 の 調 整 食 料 品,['31019t,'41019']).

g_cOde(飲 料 及 び た ば こ,['311','411']).

g_code(歎 き斗,['31101','41101']).

g_ccde(た ば こ,['31103㌧'41103']).

g_cOde(葉 た ば こ,['3110301','4110301']).

9_cOde(食 料 に適 しな い 原 材 料,['312∵412']).、

9_c(Xie(原 皮 及 び 毛 皮(未 仕 上),['31201','41201']),

g_cOde(採 油 用 の 種 ・ナ ッ ト及 び 核,['31203∵41203']).

g_c(ガe(生 ゴ ム,['31205','41205']).

g_c(Xie(合 成 ゴ ム,['3120501','4120505']).

9_cOde(木 材 及 び コ ル ク,['31207∵41207']).

g_cOde(フ 樽 オ,[13120701',t4120701'〕).

g_c(Xie(製 非才,['312070101t,t412070103']).

9_c(Xie(な ら製 材',['3120701011∵*']).

9_cOde(パ ル プ 及 び 紙,['31209∵41209']).

9_cOde(織 物 用 繊 維 及 び くず,【'31211∵41211']).

9_c〔Xie(ノ贈 繊 「匡,['3121105','*'】).

9_cOde(合 成 繊 維 短 繊 維,['312110501∵*']).
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/*******************************/

/*IFSの 系 列 コ ー ド辞 書 で す 。*/

/*1/9/8S.T*/

/********************************************************永*******/

/*構 造 は 次 の 通 り で す 。*/

/****************************************************************/

*

*

*

*

*

*

/
/
/
/
/
/

k _code(Name,Code,List),

Name:系 列名

Code:系 列 コー ド

List:単 位(各 国通貨建てまたは ドル建て)
'NC'は 各国通貨建 てを表す

。
'*'は 各 国通貨でも ドルでもないことを示す

。

*/

*/・

*/

*/

*/

*/

/****************************************************************/

k _c(Xle(GNP,'99A..',[unit('NC')]).

k_cα]e(GNP,'99A.C',[unit('NC')]).

k _c〔Xie(GDP,,99B..'.[㎜itぐNC')]).

k_code(GDP,'99B.C',[unitぐNC')]).

k_c(de(交 換 比 率,'..RF.',[Unit('*')】)./*NC/ド ル*/

k _cOde(輸 出額,'70..∴[unit('NC')]).

k_cOde(輸 出額,'70..D',【unit('$')]).

k _code(輸 出額,'70.XD',{unit('$')]).

k_c(辻e(輸 出額,'70.V.㌧[unit('NC')]).

k _cOde(輸 入 額,'71..∴[unit('NC')]).

k _c(辻e(輸 入 額,'71..D',[unit('$')]).

k_cOde(輸 入 額,'71.V.',[unit('NC')]).

k-code(輸 入 額,'71.VD',[unit('$')]).

k_◎Ode(輸 入 額,'71.X.',[unit('$t)]).

k_cOde(輸 入 額,'71.XD',[unit(1$')]).

/*CIF*/
/*CIF*/
/*FOB*/
/*FOB*/

k _cOde(輸 出数 量 指 数,'72...',[unitC*')]).

k_cOde(輸 出 数 量 指 数,'72.X.',【unit('*')〕).

k _cOde(輸 入 数 量 指 数,'73..∴[unitC*')]).

k_cOde(輸 出 価 格 指 数,'74..∴[unit('NC')]).

k _code(輸 出 価 格 指 数,'74..D',{unit(`$')]).

k_code(輸 入 価 格 指 数,t75..∴[unit('NC')]).

k_code(輸 入 価 格 指 数,'75..D',[unit('$')]).

k _c(x]e(原 油 輸 入額,'71M.1,[unit('NC')]).

k _c〔辻e(原 油 輸 入額,'71AAD',[unit('$')]).

k _code(MERM∴.AHX',{unit('*')]).

k_code(人 口,'99Z.∴[unitC*')]).

k_c(xie(人 口,'99ZX∴[unit('*')]).

k_c(辻e(卸 売 物 価 指 数,'63、.∴[uniヒ('*')]).

k_code(商 品 輸 出額,'77AAD',[unitC$')]).

k _c(冠e(商 品 輸 入額,'77AB:',[urlit('$')]).
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/*****************************/

/*国 ・地 域 コ ー ドの 辞 書 で す 。*/

/*1/9/7S.T*/

/**************************************************************/

/*構 造 は 次 の 通 り で す 。*/

/*c_c(Xie(国 名,[工FSコ ー ド,DOTコ ー ド,TRADEコ ー ド]).*/

/**************************************************************/

/*国 コー ド*/

c_cOde(日 本,[158,158,*]).

c _cOde(大 韓 民 国,[542,542,103]).

c_code(才 ヒ草月負革,[*,954,104]).

c_cOde(中 華 人 民 共 和 国,【924,924,105〕).

c_cOde(台 湾,[*,*,106】).

c _cOde(モ ン ゴ ル,[*,948,107]).

c _cOde(香 港,[532,532,108]).

c _code(ベ トナ ム,[582,582,110]).

c _c(Xie(タ イ.【578,578,111]).

c _cOde(シ ン ガ ポ ー ル,[576,576,112]).

c _cOde(マ レ ー シ ア,[548,548,113]).

c_cOde(ブ ル ネ イ,[516,516,116]).

c _c(Xie(フ ィ リ ピ ン,[566,566,117]).

c_cOde(イ ン ド ネ シ ア,[536,536,118]).

c_c(Xle(カ ン ボ ジ ア,[522,522,120]).

c _c〔Xie(ラ オ ス,[544,544,121]).

c_c〔x]e(ビ ル マ,[518,518,122]).

c_c(Xie(イ ン ド,{534,534,123]).

c _c(Xle(パ キ ス タ ン,[564,564,124]).

c _c(x]e(ス リ ラ ン カ,[524,524,125]).

c_cOde(モ ル デ ィ ヴ,[556,556,126]).

c_cOde(バ ン グ ラ デ ィ シ ュ,[513,513,127]).

c_cOde(東 チ モ ー ル,[*,*,128]).

c _code(マ カ オ,[546,546,129]).

c _c(x]e(ア フ ガ ニ ス タ ン,[512,512,130]).

c_c(Xie(ネ パ ー ル,[558,558,131]).

c_cOde(ブ ー タ ン,[514,*,132]).

c _c(Xie(イ ラ ン,[429,429,133〕).

c _c(Xie(イ ラ ク,[433,433,134]).

c _code(バ ー レー ン.[419,419,135〕).

c _c(Xie(イ エ メ ン 民 主 人 民 共 和 国,[459,459,136]).

c_cOde(サ ウ ジ ア ラ ビ ア,[456,456,137]).

c_cOde(ク ウ ェ ー ト,{443,443,138]).

c _c〔Xie(カ タ ー ル,[453,453,140]).

c _c(xie(オ ー マ ン,[449,449,141]).

c_ccde(イ エ メ ン,[473,473,142]).

c _c(x]e(イ ス ラ エ ル,[436,436,143]).

c_c(Xle(ヨ ル ダ ン,[439,439,144]).

c _c(x]e(シ リ ア,[463,463,145]).

c_c(X]e(レ バ ノ ン,[446,446,146]).

c _cOde(ア ラ ブ 首 長 国 連 邦,[466,466,147〕).

c _cOde(ガ ザ,[*,*,148〕).

c _c(X]e(ア イ ス ラ ン ド,[176,176,201]).

付 一15



「



通商白書図表タイ トルに関する重要度アンケー ト集計結果
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付録2 通商白書図表タイ トルに関する重要度ア ンケー1集 計結果

通商白書の図表タイ トル索引に掲載 された図表タイ トルに、貿易統計としての重要度の

順に1か ら3ま での得点を付 けてもらった。
'

回答は、通産省、JETRO、 アジア経済研究所よ りよせ られた回答を集計 し、得点の

高い順に並べたものが、以下 の表である。

点 タ イ トル 番号

9 世界貿易の動向 1-1-7
主要4地 域間の貿易動向 1-1-11
(アメリカの)地 域別貿易動向 1-1-12

(アメリカの)貿 易収支の推移 1-1-19
(アメリカの)商 品別貿易収支動向 1-1-20
(EC各 国の)貿 易収支の推移 1-1-28
(中国の)貿 易動向 1-1-31
(ソ連の)地 域別貿易動向 1-1-34

(我が国の)地 域別輸入動向 2-2-24
地域別輸出動向 2-2-7

財別輸出動向 2-2-5
財別輸入動向 2-2-24
88年 の財別地域別輸出動向 2-2-7

輸入額、輸入価格、輸入数量の推移 2-2-22

8 (ソ連の)西 側先進国向け輸出構造 1-1-35
世界の農業貿易 1-3-23

(我が国の)輸 出動向(前 年比(同 期比)伸 び率) 2-2-1

部品輸出の推移 2-2-8

品目別輸出数量の推移(85年 基準) 2-2-12

電気機器輸出の推移 2-2-13

有線電信機器の輸出数量の推移 2-2-14

排気量別乗用車輸出台数増減率(87～88年) 2-2-15

鉄鋼輸出の推移 2-2-16

表面処理鋼板の輸出の推移 2-2-17

資本財輸出の推移 2-2-18
(アメリカの)資 本財輸入動向 2-2-20

品目別輸出入 2-2-40

我が国の機械部品輸入の動向 2-2-44
ECの 世界貿易(輸 出)に 占めるシェアの推移 3-2-1

世界の工業製品輸出額に占めるECの シェア 3-2-2

(EC)及 び世界の工業製品輸出額伸び率 3-2-5

(ECと 我が国の)工 業製品輸出構造の変化 3-2-7

工業製品輸出に占めるハイテク製品輸出のウェイ トの推移 3-2-8
ECの 相手国 ・地域別輸出額伸び率 3-2-23

(アジアNIES、ASEAN諸 国の)輸 出に占める工業製品 3-3-25
の割合の推移

ASEAN諸 国の地域別輸出動向 3-3-34

(アジアNIES・ASEAN諸 国)間 貿易の品目構成の推移 3-3-35

(マ レイシアの)対(ASEAN諸 国)電 子機器輸出動向 3-3-38

中国の工業製品輸出の推移 3-3-42

中国の地域別貿易動向 3-3-43
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7

6

5

14

中国の香港経由対韓国、対台湾間接貿易め推移
オース トラリアのアジアNIES向 け工業製品、鉱物性燃料輸

出の推移

(西下イツの)、域内相手国別機械輸出額(前 年同期差)
(EC各 国の)財 別貿易収支
韓国からのニットの製品及び付属品の輸入額 ・
農業貿易の商品貿易に占めるシェアと貿易額の推移
世界の工業製品需要ど我が国輸出数量の推移
通関貿易収支の推移
(アメリカの)部 品輸入の推移
(台湾の)家 電製品貿易
(マレイシア)を 巡る半導体貿易動向
(オーストラリアの)地 域別輸出動向
(ニュージーランド)地 域別輸出動向
(韓国、台湾)に おける部分品の輸入依存

(我が国の)輸 入弾性値と資本財輸出数量の変動要因
相手地域別製品輸入額と製品輸入比率
加工度の高い食料品等、石油製品を製品に加えた場合の製品等
1輸 入比率(試 算値)

主要先進国の製品輸入指標 ご

世界経済 ・貿易の実質成長率の推移(対 前年比坤び率)
先進国の実質輸入伸び率と主要国の寄与率
(日本 ・アメリカ ・西 ドイツの)国 際収支の動向
(日本 ・アメリカ ・西 ドイツの)貿 易収支の変動要医1
(アメリカの)輸 入数量の変動要因
(ラテンアメリカ諸国の)実 質為替 レー トの推移
世界の対先進国輸入と我が国の輸入の品目別増加寄与度
輸出数量の変動要因
財別輸入の相手地域別増加寄与率(88年)
製品輸入比率の推移と財別寄与
(我が国の)輸 入構成(円 ベース)の 変化
輸入数量の財別弾性値(7.9～88年)
輸出入構造変化指数
我が国の貿易特化計数の変化(85～88年)
我が国製造業の逆輸入の増加
(アメリカの)完 成工業品収支の推移
ECの 工業製品貿易における域内依存度の推移
(E℃)の 製品別競争力係数の推移
(EC)の ハイテク製品競争力係数の推移
(アジアNIES)の 製品用途別国際競争力の推移
(韓国 ・台湾の)輸 出地域集中度指数の推移
(ASEAN諸 国の)製 品用途別国際競争力の推移
(ASEAN諸 国の)貯 蓄 ・投資バランス
(中国の)製 品別貿易時化係数(84年 →88年)
(中国の)(対 日、対アジアNIES)機 械輸入の動向
(我が国の)対(ア ジアNIES、ASEAN諸 国)品 目別貿

易特化係数の推移

GATT加 盟国の数の推移と世界貿易(輸 出)に 占める加盟
国のシェア

輸出の地域集中度指数
輸出の所得弾性値の推移
財別輸入数量の前回円高時との比較
輸出額上位企業(製 造業)の 我が国輸出総額に占める割合
(アジアNIES、ASEAN諸 国)か らの耐久消費財輸入の例
(アメリガの)品 目別競争力係数の変化
(アメリカの)機 械 ・輸送機器の品目別競争力係数の動向

3-3-44
3-3-54

9

0

1

2

6

∴

3

7

2

3

6

2

3

1

2

3

3

7

2

3

5

5

5

.一

=

=

=

=

一

=

1

1

3

3

2

2

1

3

3

3

3

3

=

=

=

一

ー

一

=

一

1

1

1

1

2

2

3

3

3

3

3

3

O
O
7

8

1

り
'
り
'

一

一

一

り
乙
り
6
り
'

一
㌦
一

一

り
'
り
'
り
乙

2-2-29

0

1

8

5

6

1

2

1

5

2

0

1

0

3

6

7

5

6

7

1

6

9

1

2

2

6

2

2

2

3

3

4

4

1

6

4

1

1

1

2

2

2

4

4

5

=

一

=

一

=

一

=

一

=

一
,
=

一

=

一

=

一

=

1

1

1

1

1

2

3

2

2

2

2

2

2

2

3

r

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

=

=

=

=

=

=

一

=

=

=

=

=

,
一

=

1

r

l

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

付 一20

1-3-1

0

」
隈
0
◎

-
⊥
り
ρ

-

刀
怯
3

う
0
8

1

1
⊥

一

一

ー

ー

ー

ー

一

3

9
白
り
白
9
白
口
U
l

l

－

ー

ー

ー

一

一

一

1

9
凸
2

2

0
∠

り
0
う
0



3

2

(84年 か らのアメ リカの)貿 易収支変動要因t
(我が国の)生 産比率、輸出比率ぺ輸入比率の推移
(環太平洋地域内)及 び(EC)と の間 の輸出結合度(87年
域内競争指数の推移
(韓国、台湾の)実 質GDP成 長率及び輸出の寄与度
(日米 一アジア諸国)の 実質為替 レー トの推移
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(アメ リカ)輸 入物価 の推移 1-2-17

(ラテ ンアメ リカ)の 主要経済指標 1-2一24

(ラテ ンアメ リカ諸国 の)工 業化率 と輸出に占める工業製品 の 1-2-26
シェア

地域別経常収支動向 1-2-31

(1930年 前後の)世 界貿易と世界経済の推移 1-3-2

世界の実質貿易の伸びと鉱工業生産 1-3-4

(60年 代の)工 業製品輸出構造変化指数 1-3-5
東京ラウンド前後における鉱工業品平均関税率の変化 1-3-7

主要先進国の貿易不均衡指数と輸入額に占める非関税障壁関連 1-3-8
品の割合の推移

鉱工業生産 ・出荷動向 2-1-9
国内向け鉱工業出荷の推移 2-1-10

(カラーテ レビの)対 アメリカ輸出と現地生産の関係 2-2-9
(自動車の)対 アメリカ輸出と現地生産の関係 2-2-10

海外生産比率の推移及び見通し 2-2-11

我が国の輸入数量の従来の関数による推計値からの乖離 2-2-30

国際収支総括表 2-2-35
貿易外収支と海外旅行者数の推移 2-2-37

対外収支の対GNP比 率 2-2-38

工業用原料における粗原料から中間財への輸入代替化 2-2-43

主要耐久消費財の実質購入価格の推移 2-3-5

主要耐久消費財の購入達成率の推移 2-3-9

中間財輸入数量の変動要因 2-3-10

製造行の完成品輸入(逆 輸入、開発輸入、OEM輸 入を除 く) 2-3-11
とその要因

小売企業の輸入品仕入れ額及び輸入品仕入れ割合の推移 2-3-14

(プラザ合意移行の)(ア メリカの)輸 出入数量と生産の変化 3-1-8

(アメ リカの)品 目別輸出入比率と実行為替 レー トの推移 3-1-10

(アメ リカの)(最 近 の)機 械 ・輸送機器の輸出入相対価格指 3-1-13
数の推移

(アメ リカの)国 内需要 と輸入の相関関係(80～87年 平均 3-1-16

先進7か 国のGNPに 占める輸出比率の比較 3-1-20

(アメ リカの)輸 出の在庫弾性値 3-1-21

実質経済成長率と失業率の推移 3-2-3
(環太平洋地域諸国の)経 済成長の推移 3-3-1

(環太平洋地域諸国の)実 質経済成長率の推移 3-3-2

(環太平洋地域の)経 済構造変化 と一一人当たりのGNPの 推移 3-3-3
(台湾)に おけるNC工 作機械生産 ・貿易動向 3-3-12
(韓国 ・台湾の)需 要項目別、産業別実質成長率の推移 3-3-16
(台湾)と(ア ジアNIES、 韓国)と の産業内分業度指数の 3-3-21

推移(工 業製品)
(中国の)香 港経由自国向け輸出の推移 3-3-50

(日米、アジアNIES、ASEAN諸 国)に おける需要波及
マ トリックス(88年) 3-3-60
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(アジアNIES・ASEAN諸 職 対(日)顧 獅 数

(日米の)対(ア ジアNIES)需 要波及係数の変化
(86年 →88年)

3-3-61

3-3-62
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ア ンケー トの集計結果と白書を参照 し、①タイ トルと実際の表 との関係を調べる

②事例 として重要な ものを抽出する とい う観点か らまとめ、IRSの 拡張として、実

現可能性を コメン トする。

(1)タ イ トル と実際 の表との関連

重要なタイ トルは、下記の構成を したものが多い

地域別

商品別

財別

地域間

十

貿易の'

貿易収支の

輸出(数 量、額、価格)の

輸入(数 量、額、価格)の

十`

向

移

動

推

① 常識的な用語の使い方

地域別→世界、先進国(ア メリカ、日本、西 ドイツ、その他)、 発展途上国

共産圏

商品別→全商品、農産物、鉱産物、工業製品.

財別 →食料品等直接消費財、工業用原料、(化 学品、金属)、 資本財(一 般機

械、電気機器、輸送機器)、 非耐久消費財、耐久消費財(家 電機器、乗

用車)(国 によって分類に違いがある)

貿易 →輸出額、輸入額の原数値及び前期比

貿易収支→輸出額と輸入額の差の意味だが、輸出額、輸入額と共に、表示するの

が一般的

動向、推移 →同義に使われる、3か ら12時 点程度の時系列

国 際競争力 →貿易特化係数 ・ 、 、'

用途別→ 非耐久消費財、労働集約的中間財、耐久消費財、1資本財、資本集約的

中間財

輸入弾性値と資本財輸出数量の変動要因→ 相対価格要因と国内需要要因'

貯蓄 ・投資バランス→ 総資本形成/名 目GNPと 貯蓄/名 目GNPの 比較

付一23



産業別',→ 製造業、建設業、農林水産業、サービス業 ぺ

.需 要項目別→ 輸出等、輸入等、民間固定資本形成ぐ民間消費支出

② データに関する注意

4半期毎のデータ→季節調整をしてあるか否かに注意が必要

② 事例 として重要な用語"、

① 品目として

部品、電気機器、有線電信機器、乗用車(排 気量別)、 鉄鋼、表面処理鋼板

資本財、機械部品、工業製品、ハイテク製品、電子機器、鉱物性燃料、ニ ット製

品、ニ ット付属品、家電製品、半導体、石油製品、完成工業品、用 途別製品

NC工 作機械、非関税障壁関連品、カラーテレビ、粗 原料

② 事項 として

シェア、輸入弾性値、製品輸入指標、品目別寄与度、地域別寄与度、財別寄与

輸出(入)構 造変化指数、貿易時化係数、逆輸入、域内依存度、競争力係数

地域集中度指数、"産業分業度指数、実質(名 目)GNP、GDP、'

③ 地域分類として

GATT加 盟国、EC,ア ジアNIES,ASEAN諸 国

環太平洋地域、先進7か 国'c

④ 時点 として'

前回円高時、東京 ラウン・ド、プ ラザ合意'

⑤ 表 として

国際収支総括表.",

拡張の可能性'、t

・一般的 と認められる用語を辞書 として登録す ることは可能だが、複数の意味を持つ も

のはぷ問い合わせが必要'、

・～別 … の指示機能(試 作 システムには、ない)の 需要が大 きい … 追加可能

・国際収支総括表のよう に、表 のイメージで出 したいものがあるか。デ ータベース側で

表 イメージを保持 していて、コマ ンドで表が表示できれば可能。

付 一24



IRSで 表を合成するのは、負荷が大 きい

・重要な用語のなかに、説明の煩雑なものがあるが、どのような形式で、説明すればよ

いか検討が必要(別 紙1参 照)

・国 ごとにカテゴリーが違 う場合の処理(財 別分類等)は
、検討が必要

・データに関す る説明は、デ ータベースを選択 した後に、 システムか らのメッセージ

として、表示すればよいか

(季節調整の有無、欠測時点等)

・事例としてメニュー化する場合、一般的で、長期の使用に耐えるものと、話題性が大

きく、一時的であると思われるもの(ハ イテク製品等)が ある

付 一25
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デ ータベース検索Q&A

付録3





付録3 データベース検索Q&A

・'}

Q1.RCA指 数(掲 示的比較優位指数)に ついて

定義式は

i国k財 輸出

世界のk財 輸出

i国の総輸出

世界の総輸出

とな っているが、k財 に相 当するものとして、何が考え られるか?

概況分類の特殊分類 と して、資本財、耐久消費財、直接消費財があるが、これ ら

のものと考えてよいか?

A 基本的には、個別の商品について計算できればよい、一般的には、資本財、消費

財等に関 して使 うことが多い。

Q2.製 品輸入額について

製品輸入額=化 学品+金 属品+機 械機器+雑 製品で定義されているが、概況分類

の具体的なコードとしては、次でよいか?

化学品:化 学製品(コ ー ド・4291)

金属品:金 属及び同製品(コ ー ド・4292)

機械機器:機 械機器(コ ー ド・4293)

雑製品:雑 製品(コ ー ド・418)'

A 通白分類 の4312が 製品に対応 している。但 し通 白の特殊 コー ドにっいては、

付一29



検索時にデ ータの積み上げを行 うため検索時間がかかる。

来年は、概況分類に関 して、特殊分類に関するデータ登録を行 う予定なので、そ

の時点で、概況分類の製品 コー ドに切替えて使 うのが有効。

Q3.市 場別輸出入比率についてL'

DOTの 輸出 ・入 シェアか らどうすれば求め られるか?・

A市 場別構成比(marketshare)〔%〕

i地 域(国)へ の輸出(入)額(量)

対世界輸 出(入)額(量)×100

DOTの 場合には商品別のデータがないので、総輸出(入)額 レベルになり、

TRADEで は、商品別(特 定の商品)に ついて計算できる。

例:日 本のハ イテク製品輸入における米国製品の比率

Q4.商 品別輸出入比率について

定義式は?

A商 品別構成比(productshare)〔%〕

i地 域(国)へ の特定製品の輸出(入)額

i地 域(国)へ の総輸出(入)額 ・ ・ ×

例:日 本 の対米輸出に占める米国か らのハ イテク製品輸入 ・'

Q5.前 年同期(月)増 減比について

付一30
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次の定義でよいか?

本年値一前年同期値

A

Q6.・

A

t'前 年同期値 ・ ・×1σ0

この定義でよい

但 し、為替相場の変動比較の場合は、次のIMF方 式が一般的に用い られ る。

(普通の増減率の計算式は、為替の場合には、便宜的に欧州方式 と呼ぶ)

IMF方 式;前 年同期比 、

〔 本年値 一1〕 ×100

も原油輸入比率について ・

IFSで 検索する場合 … 原油輸入額は、 コー ド71aa.ま たは71aad

輸入総額 はCIF価 格。

TRADEで 検索する場合 … 原油輸入額は、原油及び粗描 ・コー ド4130301

輸入総額 はコー ド1。

でよいか?プ'、 ・

これでよい。71aa'が ない場合は、71aで 代替えすることができる。

71aa… 原油の輸入

71aa.d… 原油の輸入(米 ドル建て)末 尾のdは 米 ドル建てを示す

71a… 石油の輸入

71a.d… 石油 の輸入(米 ドル建て)

OECDの 貿易統計を使用す る場合は、SITC-R2分 類==333を 使用する
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Q7.一 人 あ た りGNPに つ いて

GNPを 人 口(コ ー ド99z..)で 割 った ものでよ いか?

ま た1か 国 のみ 別記(コ ー ド992X.)'さ れ て い るが例 外処 理 をす るべ きか?

A これでよい

'中 国の人口系列が99ZX
.

人 口の単位は、国毎に違 うので注意が必要

Q8.GNP、GDPに つ い て

IFSの マニュアルを見ると、GNP、GDPは 各々検索コー ドが複数記載 され

ている。 そのうちどのコー ドを使 うかについて、国教 の最 も多いものを用いるこ

とにすればよいか?

具体的には、GNPは99a..「

GDPは9gb..,d

を用いてよいか?』

またGNP(GDP)が ないときにGDP(GNP)で 代用 して差 し支えないか

A GNP、GDP(IFSの 場合)は 、.おお くの場合各国の通貨単位なっている。
.

したが って、 自国通貨建ての表示の場合 と米 ドル建ての表示 の場合によって処理

を変える必要がある。

自国通貨建てであるかど うかは、通貨コー ドを見て判断する。

また、1985年 コ ンス タ ン ト ・プ ライス の もの が別 系列(99a.r、

99b.P)に あ る。

①IFSの 系 列 コー ド:

ト)
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GNP…99a(原 則)

99a.C(西 独)

GDP◆ ◆ ・99b".d:r'-P'/.、

② 米 ドル建て換 算 に は、IFSの 系 列 コ ー ドRFを 使 用 す る。

米 ドル建 てGNP=〔GNP系 列 〕 ÷RF1・;・Lξ:

RF:米 ドル換算 レー ト(自 国通 貨/米 ドル、期 中平均):'"

Q8'.① コ ンス タ ン ト・プ ラ イスの意味 と用 途 は'?'L…,.EJ

'② 通 貨 コLド とはk単 位 ゴ ー ドUNOの こと か?一 つ ∵

③IFSの マ ニ ュアル で は、 全て 自国通 貨建 てで記 載 されて い る。米 ドル換 算式

を使 うめ は、 次 の場 合 と解釈 して よ いか?'L'・t∵ ・・';一 ∴

・ユ ーザ が ドル建 て のGNPを 知 りた い とき

・例 え ば、 輸 出額/GNPを 導 出す る ときに輸 出額が米 ドル建て であ る場 合

④GNP(GDP)が な い ときのGDP(GNP)の 代 用 に ついて は、可 能 と判

断 して よ いか?

A① 各 年次 の価 額評価 のGDP/GNPが 、99aな い し99bで 、1985年 時

点 の評価 価格 に換算 した ものが99a.rな い し99b.p

基 準 年 次(こ の場合 は、85年)の 価額 評価 にす るのは、 イ ンフ レ等 に よ り物価

が異 な るた め、 異な る年 次 のデ ータを単純 に比 較す る ことがで きない た め。

一 般 的 に は
、99a(99b)を 使 用 す る。

② 通貨 単位 は、IFSの レ コー ド中 の 「単位 コ ー ド」欄 に表 示 されて い る。

例:

付 一33



コ ー ド

1100万US$

2100万 自国通貨単位

③ これでよい

a.ド ル建てのGNPが 知 りたい時

b.複 数の系列での計算をする場合に、単位を揃える場合には、米 ドル建て

になるように為替 レー トで換算す る。

一人当た りのGNP(GDP)の ようなケrス は、多 くの場合米 ドル建

④ これでよい

参考までに、GNPの 公表国は100か 国以下だが、GDPの 公表国 は、

120か 国ある。
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検索要求フ レームのサ ンプルケースへの適用
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付録4 検索要求フレームのサ ンプルケースへの㎜
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貿易統計に関わりの深い経済統計用語
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付録5 、貿易統計に関わりの深い経済統計用語

属性の取り得る値(基 本名詞)

貿易依存度

輸出依存度

輸入依存度

貿易収支

製品輸入(出)比 率

水平分業度指数

外国貿易比率

輸入の所得弾力性

輸入の価格弾力性

交易条件

産業内分業指数
(グローバ1レロイトの定義)

貿易特化係数

i国k財 のRCA指 数
(類系的比較優位指数)

i国 と」国の輸出結合度

貿易不均衡指数

製品輸入

基本名詞に対する類義語

類)輸 出依存度と輸入依存度

式)輸 出/GDP又 はGNP

式)輸 入/GDP又 はGNP

式)輸 出一輸入

類)工 業品輸入 く出)比 率
輸出の工業比率

式)1輸 出一輸入1
一

類)水 平分業度
輸出入依存係数
貿易特化係数

式)

式)

式)

×100(%)

×100(%)

.式)製 品輸入(出)/総 輸入(出)X100・(%)

(輸出+輸 入)/GNPorGDP

、2時点間の輸入増加率/2時 点間のGNP増 加率
GDP

2時 点間の輸入増加率/2時 点間のGNp増 加率
GDP

式)輸 出価格指数/輸 入価格指数
類)交 易条件指数

式)(輸 出+輸 入)-1輸 出一輸入1-一
×100

類)水 平分業度指数

式)輸 出一輸入
一
類)=競 争力係数

式)i国k財 輸出
世職 隅 田

i国の総輸出
一

式)与 歯灘 評

j国 の総輸入
一 入

式)一 定の国グループについて
貿易収支の標準偏差/総 貿易額

SITC分 類の5類 から8類 までの合計
または
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市場別輸出(入)比 率(%)
マーケ ッ ト・シェア

商品別輸出(入)構 成比(%)
プロダ ク ト・シェア

前年同期(月)増 減率(%)

原油輸入比率

輸出入ギャップ率

GNP(米 ドル建て)
GDP(米 ドル建て)

一人あたりのGNP($建 て)
一人あたりのGDP($建 て)

実質実効為替レー ト

貿易収支尻(国 際収支ベース)

貿易外収支尻

経常収支尻

長期資本収支尻

総合収支尻

外貨準備(金 を除く)

概況分類の

(原油輸入

(輸入総額

化学品+金 属品+機 械機器+雑 製品
の合計

輸入総額)×100(%)

輸出総額)/輸 入総額

(MERM/卸 売り物価指数)

〔国際収支項目〕より計算

〔国際収支項自〕より計算

〔国際収支項目〕より計算

〔国際収支項目〕より計算

〔国際収支項目プより計算

〔国際収支項目〕より計算

注 類)は 類義語
式)は 定義式
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利 用 目的別 ユ ーザ ニ ーズア ンケ ー ト
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付録6 利 用 目的別 ユ ーザ ニ ーズ ア ンケー ト ・

、

(D、 研究業務 P

]
`{

一 特徴
・パ イロッ トスタデ ィを繰 り返 して実際 の検索の方針を決定する。

データを眺めながら繰 り返 し分析作業を行 う。

,1系 列のみで検索を終了する場合 はまれ。
レスポンスよ りも、何ができるか … が重要。

↓
一 必要な機能
」データの特性に関する情報の提供。

検索 デ ータ のAvailabilityに 関 す る支 援。`検索データを加工 し易い形式で、SASま たはLOTUS用 のファイル として提供する。

」プロ トタイプの拡張項目
検索データ画面が表示されている状態で、一定のコマン ドまたは、マウスのクリック
で、 そのデータ特性を示す画面が表示 されるようにする。

例えば貿易データであれば
(1)FOB価 格かCIF価 格かの区別
(2)TotalExport、DomesticExport、Re-exportの 区 別

(3)データの出所(出 版物名及び通関統計かその他かの区別)
(4)デ ー タがavailableな 期 間

などが表示 されればよい。

検索データの存在状況に関する情報の提供。
例えば貿易データの検索の場合メニュー画面で、①国、②データの種類、③期間
を指定するマスがある場合で、メニュー画面の①に例えば?と 入力すると② の条

件で示 したデータがある国のリス トを別画面に表示する。

①を入力 して②を?と した らDBの 特定国デ ータのリス トを別画面に表示する。
(データの存在を本で確認する手間が省略できる)
また、加工計算をする場合その演算が可能か否かは、DB上 のデータの制約によ
る(世 界計を足 し上 げて作りたい とき、共産圏のデータがない ◆◆・等)、 どの
ような制約条件のもとで、結果が得 られるかを、 コメ ントDBと して付加するこ

とが望ま しい。

多種のデ ータの加工後、LOGOFFす るまでは、 そのデータを指定す る変数名で、 テ
ンポラリデ ィスクにコマン ドーつで保存できるようにする。 さらにべつの計算メニ

ユーで、 それ らを呼出 し、計算 し、結果の表示をする。

例えば計算 メニュー画面を選択す ると次のよ うな画面が現れるようにする。

使用変数名A:一
B:ユ ーザが定義
・ した変数が追

・ 加 されてゆ く
● 一

計算式:Z=(A×B)-C-D

さ らに、 加工演算により必要 とされ るデ ータの種類、特性、Availabilityを 表示
し、 さらに これを上記 コメ ントDBに リンクして、計算可能性に関する情報を利

用者 に与える。

条件文の保有
次回以降の検索 ・加工のために条件文を保有 してお くことは、大切であるが、1
RSの ようなメタデータも提供するようなシステムでは、どのような形で、 キープ
してお くのがよいかは、 システムの使われ方による。(入 力 されたコマ ンド等をす
べて保存 したのでは、実用的でない)。 メタデ ータの参照等は、印をつけて保存 し
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、キープされた条件を再実行す る時に印のついた ものは、スキ ップするなどの工夫1
が必要。なおSASで は、 ログを再度 コンピュータで、実行できるよ うになっている

大量データの使用に耐 える性能の確保。

、大量デ ータの処理を伴い、時間のかかるものについては、バ ッチジョブに流すよ
っにする等の工夫があるとユーザに とってありがたい。

他 システムへのデータの変換

例AIDXか らSASへ

①YEAREXP/IMPR/CNTRP.CNTRXVALUE－ 般的だがSAS
625634で は、使い難い

JPN62EXPUSA62EXP

34006281
変数に関する指示が
必要

、
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(2)調 査業務(定 例資料作成)

特徴
毎回同一処理を行 う。

↓
必要な機能(支 援)

加工結果の前回結果との変化管理。
美しい結果出力。

↓
プロ トタイプの拡張項目

処理手順の登録機能。

前回との結果の評価の判断。

率 とす る。
結果の編集。

資‡斗f乍成)'

一

〉

う 。 ・ ・

お こなえばよいかの判断が必要。 、 ㌧
果がどのよ うに変化 したかの判断が必要。 ・

裁を整える必要がある。,
↓

援)
よる操作の簡便化。

変化に関する管理。
果 との変化管理。

1

張項目

能。 1
によりファイルに登録 し、次回はこのファイルを指定するだけで同 じ

また、一部 のパ ラメータ(時 点等)を 指定時に変更できる 。さらに

編集 して新 たなファイルとして登録できる。

お こなえばよいかの判断。
収録期間の変更、出所の変更、期別の変更、性格(名 目 ・実質、期

季節調整の有無)を 前回と比較して変化があった部分については、
理を変更するかどうかユーザに問い合わせ る。

価の判断。

較して著しい違いがあるものについて警告を出す。比較内容は変化

いても処理手順を登録しておき自動的に実行する。ただし、表示内

化が利用者 の判断でできるような余地はの こしてお く。

,
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②'調 査業務(通 常業務)
特徴
定期的報告書の作成。
毎回略同一のフォーマ ットで最新値を使用 した作表。
担当範囲の監視。 ・ ・ 一,
自分 の頼 りとする指標↓ごついて最新値を整理 して ファイ リングする。
使用する統計の範囲 はそう頻繁には変わ らない。

↓

必要な機能(支 援)
自動化。

担当者 自身が起動をかけな くても帳表類を自動的に出力する。
体裁の編集支援。
上記の定期出力根嚢類の体裁編集 支援。(統 計データを見なが ら体裁を試行錯誤的
にチェックしつつ編集す る。ただ し、頻度 は極めて少ない。帳表は、そのまま報告

書に使用できる体裁であること)

警告/強 調等、傾向の変化に関する自動検出。(た だ し、重要性は乏 しい)
統計の属性変更に対する監視/チ ェック/及 び対応の支援。(た だし、担 当者 のほう

が詳 しい場合 もあるので、発生の警告のみで も充分)

担当範囲の管理機能。(自 分が使用 している統計に関する管理機能)、.'
自分流の分類体系、インデ ックス等 の追加的付加等。
定義済帳表の管理(ネ ー ミング/配 布先管理/出 力実績管理等)

↓
プ ロトタイプの拡張項目

処理手順の登録 と自動化及び登録内容の管理機能。
出力形式の登録 と自動出力。

定義 ・登録:① 出力形態の定義 ・・登録、②実際のデータを便 って表示 してみなが
らの編集、③出力タイミングの定義等。

自動出力:更 新タイミングチェ ックして、丁度よいところで、自動的に出力され
ること。(ユ ーザが忘れていても出力され る)

登録内容の管理機能。(管 理帳表乃至はブラウジング機能)
個人デ ィレク トリの作成/管 理機能。
使用統計系列 の定義:定 義された帳表 とは別に、使用 している系列の登録 と定義

また、帳表の登録時にも自動的に派生されることが望 ましい。
ここで、一括、表示単位 ・ラベル等が定義できるとよい、

アライアスの使用を可能とす ること:自 分流の分類体系に従 ったコー ドの定義登

録及びそれ らの検索を可能 とすること。

☆追加すべき事項 としては、担当者の担当範囲に関する知識 とそれによるガイ ドが
あると便利である。
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(3)調 査臨時業務

一特 徴 ・

求める情報の所在の所在調査か らおこなう。
データの抽出 ・検索方法の決定を行う。'ぞ
複 数 のデ ータベ ースか らと った情 報を統 合す る。 、

データの比較を行 う。
試行錯誤的な検索。,
与え られたテーマに関 しての調査。
テ ーマ は、 デ ータベ ー スの分類体 系 と一 致 しない ことがあ る。

書誌的な情報が必要 になることがある。

♪

↓
一 必要な機能(支 援)

所在情報の提供。'
デ ータ検索 の ガイ ド。

情報統合上の注意等支援。
比較の正当性支援。
複数分野間の移動。
デーマと統計やDBの 分類体系 との対応付け。

↓,
}一 プロ トタイプの拡張項目

所在情報に関する知識。
利用者の指定する用語について、世に存在する情報と現在デ]タ ベースに存在する

情報を区分けしてガイ ドする。デ ータベースに存在 しない情報にっいてはどこへい
けば入手可能かを表示する。
複数 のデータベースか らとった情報の統合に関する支援。 ・
収録期間、期別、性格(名 目、実質、季節調整の有無)か ら比較可能かどうかを判
断 し、警告を出す。

複数要求種別 ・フレーム間の移動。
検索 ・加工の過程が密接 ご連続的に推移 し、且つこれば何度も簡単に トライできる

(特に銀行 ・証券の産業調査担当者を想定)
別分野へのスムーズな移動。
検索履歴の保持。
適切なDBの 選択。
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(4)企 画業務

特徴

企画立案の背景を捉える。企
画立案の結果を検証する。 、 〆…
特殊なデータベースを利用する場合がある。 い't

意見、考え方響を裏付けるために検索をおこなうこ とがある。
既存の雛形に改良を加 えたい場合がある。
国際比較等を念頭において、情報収集する。

↓'
必要な機能(支 援)
目的 とする調査結果 は、 どのよ うに評価 したらよいか。

評価基準としては、なにを使えばよいか。
広範な領域に関す るア ラカル トメニューの用意。

過去の事例のガイ ド。
データの定義等が変わ っていないか確認。

比較に関する支援。

標準的な分類基準、慣例の参照。

甚
プロ トタイプの拡張項目

結果の評価。
結果の評価について一般的な基準、及び過去に公表された実例等の情報を利用者の
要求に基づき表示する。
最近の輸出入動向等を状態として用意し、グラフ作成までを行う。
過去の事例に関する知識を持つ。(使 用上の注意も含む)
データの特性に関する情報の提供(精 度、出所等)特 に時系列として扱う場合。
比較の正当性、可能性に関する知識。
複数の検索要求の入力。
データの定義、注記の表示。
検索要求の保存。

付一50



参 考 文 献

(1)穂 鷹良介、佐藤英人 「統計データベースの設計 と開発」

一データモデルと知識ベースの応用 一 オーム社 1988年

②(財)日 本情報処理開発協会 「情報処理技術の応用に関する調査研究報告書」

一人工知能技術を応用したデータベース利用技術に関する調査一1989年

(3}通 商産業省 「通商白書」

(4)日 本関税協会 「外国貿易概況」

㈲ 日本関税協会 「実行関税率表」

(6)佐 藤英人 「統 計情 報に 関す るメタデ ータの在 り方 につ いて 」

DATABASEFORUMVol.2No.1PP.3-15

1989年

1988年7月

1988年

1988年4月

付 一51





財団法人 日本 情報 処 理 開発 協 会

東京都 港 区芝公園3丁 目5番8号
機械振興会館内
TELO3(432)9372

株式会社 方 泉 社

TELO3(253)2771

Ol-ROO7





川



/

＼

β

＼

、

.


